

































となりのプリンセス




オタサーの姫はじめました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ガランとした部室。パイプ椅い子すと長机、そして雑然と積み上げられた漫画本。外の運動部の生徒達の喧けん騒そうだけが妙に部室に木こ霊だまする。この部室も少し前まで外の喧騒など気にならないほどの笑い声で満ちていた。

　───少し前、そう、時間にして一学期分にも満たない間に、この部室にいたメンバーは全すべて散り散りになってしまった。

　入り口の扉の『漫画研究同好会』の張り紙はテープが取れかけ、今にも落ちそうになっている。

　どうしてこうなってしまったのか。

　漫画やアニメ、そして男同士の馬鹿話をしていたあの気持ちの良い空間はもはやどこにもなかった。

　全ては───そう、一人の女生徒が僕らの空間を侵しん食しよくしたあの時から始まったのだ。













「こんちゃーっす！」

「オース！　蓮れん司じきゅん！」

　僕が古びた白いドアを開け、勢いよく挨あい拶さつをして部室に入ると、友人の荒あら木き武たけ彦ひこがパイプ椅い子すにだらしなく座り、漫画片手に出迎えた。

「他の人は、まだ？」

「確か藤ふじ井い達は三限が実習だったからまだじゃね？」

　その武彦の返事を聞き、僕は部室奥の大きな窓から工房棟のほうを見る。今頃、他のメンバーは課題の制作をしているのだろう。

　僕の名は四し海かい蓮司。この東とう京きよう芸げい凜りん大だい学がくに通う二年生である。

　小高い丘の上、ビルの立つ駅前から少し離れ、森の多い自然豊かな環境の中にいくつもの白い建物が立ち並ぶ。芸術系の大学であり、音楽や美術、それぞれ分野は違うが課題をこなし学んでいる……と言えば聞こえはいいのだが、僕らはこのサークル『芸凜大現代視覚研究会』、通称『凜しけん』で、各々の好きな漫画やアニメの話に花を咲かせている時間のほうが多い。所謂いわゆる、オタサーというやつだ。

「あれ？　確か武彦も三限取ってたんじゃなかったっけ？」

「音速で課題提出したからもういかね～、早くこの漫画の続き読みてーもん」

　そう言うと武彦は持っていた漫画本を僕に向けて誇示する。

　武彦はお調子者である。こいつとは昔からの、それこそ小学生くらいからの腐くされ縁えんなのだが、まさか小中高大と同じ学校に通うことになるとは思わなかった。

　武彦は顔も良いし勉強もかなり出来る。出来るのだが、こいつのお調子者に加え、根っからの朴ぼく訥とつさ───要は騙だまされやすい性格が災いし、数々のトラブルを僕の傍そばに舞い込ませてきたのだ。そしてそれは特に女性関係に多かった。

　例えば、知り合った女性が財布をなくした（という噓）からと金を貸し、そのまま騙し取られたり、酷ひどいのになるとキスしかしていない彼女に妊にん娠しんを告げられ、なぜか自分の子だと信じてしまう、という意味の分からない事態があったりした。

　流石さすがに僕と彼の妹の説得により事なきを得たのだが今でも「唾だ液えきでも妊娠て、ホントにしないの？」というこいつの台詞せりふは忘れられない。

　武彦に振り回された苦い思い出を頭の片隅に仕舞い、僕は武彦の向かいのパイプ椅子に座った。さて、今日は何を読むか……。そう思い部室の棚を眺めていると、隣から男たちのはしゃぐ声が聞こえて来た。

『いらっしゃーい、あずきゅ─────ん！　今日もかっわいーお！』『お前らー、ちょっとうるさくてあずあずが困ってんだろ～？』『そんなことよりあずあず、今日は……』

「……また始まった」

　うるさくて困っているのは隣の部室の僕らだ。僕は深いため息をつく。

「ん？　どうした蓮司きゅん」

「いや、ほら……」

　僕が隣の部室のある壁のほうを指さすと、武彦は興味なさそうに視線を漫画本に戻す。

「ははは、止やめとけ蓮司きゅん、人の恋路に口を出すとろくなことにならないよ」

　どの口が言うか。むしろ僕はお前の女性トラブルに無理やり駆かり出だされた経験のほうが多いんですけど？　……まあ一部、こいつが被害者だったこともなくはないのだが。

　僕はあらためて隣の部室の方の壁を向く。そう、今あちら側、芸凜大漫画研究同好会の部室では唯一の女性であり、サークルの華、通称あずあずこと、大おお河内こうち梓あずさが部屋に現れたところなのだろう。彼女の存在を、僕は苦々しい思いで捉とらえてしまっていた。

　確かに隣のことであり、僕には何の関係もないだろう。実際会ったことなんて数度、しかも話したのは大学構内の食堂で、彼女が小銭を落したところを拾ってあげた時ぐらいのものだ。まあ、それが最初の出会いであり、最低の出会いでもあったのだが。





　　　　　※






「あ、ありがとうございます～」

　アニメの中で聞いたような、高いトーンの猫なで声で大河内梓の声が脳内に再生される。食堂で会った時の彼女は小柄な身体からだと相まってまるで怯おびえた小動物の様に見えた。

　黒髪のロングをツインテに分け、ぱっつんとした前髪、猫のフードとフリルのついたピンクパーカーに猫のマークがついた黒いニーソを身に着け、今にも『ふにゃああ？』とでも言い出しそうだった。その姿は妙に野や暮ぼったく、田舎いなか娘むすめが原宿にお上のぼりでやって来たという印象が拭ぬぐえない。すぐに僕は彼女の姿を見て、あるものを思い浮かべる。

『オタサーの姫』である。

　オタサーの姫とは、オタク系サークル、通称オタサーに巣す食くう、もとい、オタサーに所属している数少ない女性のことを指す。その希少さゆえ、サークル内部では姫の様な手厚い扱いを受けることから、この名がつけられた。

　僕の目の前にいる彼女の姿はネットで揶や揄ゆされる、姫のテンプレそのままである。全部とは言わないが、一部のオタサーの姫は男を利用することを厭いとわない者も多いと聞く。

　僕の彼女に対する警戒レベルが一気に跳ね上がったところで、僕は後ろから来た何かに突き飛ばされた。

「あずきゅんに何しとんじゃ～～～！」

「……は、はあ？」

　僕が床に倒れ込んだ状態から上体を起こすと、肥ふとった男が汗を大量に顔に浮かべながら、フーフーと唸うなっている。何事かと遠巻きに見る人達の群れが周りに出来る。中にはスマホで撮影している奴もいる始末だ。はっきり言って、恥ずかしい。

「やーね、何アレ？」「二ふた股また？」「ナンパ？」「きもーい」

　一方的に弾はじき飛ばされた被害者のはずが、一緒くたにされてしまった。

「や、止やめて山やま田だくーん！」

「も、もう大丈夫だかんね、あずあず！　さ、いこ、いこ！」

　そう言うや否や、山田と呼ばれる男は女の子の手を強引に摑つかみ行ってしまう。

「何だったんだ一体……。関かかわり合いにならんとこ……」

　そう思い足早に部室へ戻る……が、何とそこで再び彼らと鉢合わせてしまった。

「うげ!?」

「ま、また来たのか!?　……このあずきゅんに手を出す不届き者めええええええええ！」

「いやいやいや、違うって！」

　人の話も聞かず、問答無用で彼は頭から僕のほうに突っ込んでくる。僕は思わず目を瞑つぶる、と───。

　バゴン！

「うえ、吃驚びつくりした～、何よこれ……って蓮司きゅんじゃん、どしたん？」

　物もの凄すごい音がして見てみると丁度武彦が部室の扉を開けて出てきたところだった。肝心の山田はと言えば、その扉に勢いよくぶち当たり、いま床にしゃがみ込んでいる。

「助かったよ武彦、ジュースおごるわ」

「え、まじ？　ラッキー！」

　顔を押さえて蹲うずくまる山田に僕は近寄る。その傍そばには心配そうな顔をしてオドオドしている『あずあず』もいた。

「あのさ、誤解がないように言っておくけど、ここが僕の部室。別に後を追いかけたわけじゃないから」

　そう言って僕は凜しけんの部室を指さす。

「え、じゃあお隣さんだったんですか？」

　げ、ということはこの娘は……。

「私、大河内梓と申します！　隣の漫研の一年生です～、以後お見知りおきを！」












　そう言って彼女に差し出された右手を握り返すべきか逡しゆん巡じゆんしていたところ、蹲っていた山田が僕を睨にらみながら口を開いた。

「あずあず……何なんこいつ？」

「あ～あのね、さっき食堂で小銭を落したのを拾ってもらったんだけど～」

「え、あ、う……そうなんでしゅ？」

　気まずそうに山田はこちらに向き直る。

「あー……あまり勘違いさせるようなことはしゅんなよ！　じゃ、じゃ～な！」

　まるで悪いことをしたのを咎とがめられたくない子供のように、逆切れした山田は隣の部室に逃げるように入っていってしまった。

「あの、山田くんも悪気はないんです～、梓が、代わりに謝ります、ごめんなさい！」

　そう言ってぺこりと、あずあずこと大河内梓は深々と頭を下げる。しかしそのアニメ声で創ったような謝罪を受けても何か裏がある様な気がしてしまう。

「どうしたのだあずあず？」

　その頭を下げている梓の後ろから、ガリののっぽ、小太りの小柄な男、そして暗い顔をしてこちらを睨む男───彼女のオタ仲間らしき人物が三人現れた。

「あ、みんな！　おっはよ～！」

「あずあず何してんの？　こいつに何かされた？」

　小太りの男が僕を睨みつける。それに他の奴らも倣ならった。

「あ、何でもないの！　ちょっと助けてもらっただけだから、何の関係もないよ？　ないないなんにもない！」

　別に特別な関係がないのは本当だが、彼らに媚こびを売るために言われている気がして癪しやくに障った。しかも彼らはまだ僕を睨みつけてくる。あーもう本当に、めんどくさい。

「あ、じゃ、じゃあね！」

「あ、あの！」

　僕は逃げるように凜しけんの部室に入った。できればもう、ああいう人物と関わり合いにはなりたくなかった。

　───そう、高校の時のような失敗は、もうごめんだったから。













　最近建て直され、小奇麗になった白い大きな市民会館の二階、第一ホールの扉をくぐった先には大勢の男達が額に汗をかき、唾つばを飛ばしている。そう、ここでは今───。

「黒ニンジャでアタック！」

「……負けました」

　よし、僕は机の下で小さく拳こぶしを握にぎる。僕はすぐに机に広がったカード達を片づける。

「それでは準々決勝は四し海かい蓮れん司じさんと、ねこぐるみ（ハンドルネーム）さんでお願いします！」

　胸が高鳴る。僕は久々に、このカードゲーム、ニンジュツ＆ニンジャーズ、通称『ニンニン』で決勝トーナメントに残ることができたのだ。

　今日この市民会館には八○人近くが集まってこのカードゲームの大会に参加していた。この大会は地方予選で、ベスト４に残れば次の関東大会への参加権利が与えられるのだ。

　ニンニンは海外大手ゲームメーカー、ポークアンドローストが製作し、プレイ人口も多く、日本大会、果ては世界大会も行われる大きな市場規模を誇っていた。僕はそのゲームに高校生の頃にハマり、大学生の今、大会上位常連になっていた。常に大会では上位九～二○位くらいまでには食い込むものの、今一歩のところでいつも負けてしまう。そんなことを繰り返して来ていたが、そんな勝負弱い自分を返上するまたとないチャンスを得たのだ。そして、その勝負の相手は───。

　目の前に座る、帽子を目ま深ぶかに被かぶる小柄な女性を見る。大きめのサングラスを掛けており、表情が読み取りにくい。

　ねこぐるみ───この人物に前回も敗まけ、僕はベスト４に残れなかったのだ。

　今こそ、その雪せつ辱じよくを晴らすとき。僕は気合を入れ、席に着いた。




「くっそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　市民会館からの暗く長い帰り道、僕は周りに誰もいないことを確認してから道端で叫んだ。

　僕は負けた。再び、同じ相手に。

　いつもこうだ。肝心なところで詰めが甘い。弱気から逆転を許し負けてしまう。逆にあちらは開き直って、強引な手段に打って出てそれを成功させてしまうのだ。いつも、あと一歩が足りなかった。僕は、そんな自分が大嫌いだった。確率を計算した堅けん実じつなプレイで上位には残れるが、勝負勘のようなものが自分には欠けているのだ。剛腕な、勘の鋭い直感型のプレイヤーにやられるのはこの辺りが原因かもしれない。

「……帰ろ」

　もう日曜の夕方も過ぎ、日も暮れている。こんな日はとっとと飯でも食って帰ろう。そんな風に考えていた時───。

「きゃあ！」

「!?」

　僕の歩いていた道の側道辺りから女性の悲鳴が聞こえた気がした。まさか、と思い僕はそちらの方に走り出す。すると、神社の境けい内だい前の暗がりでもみ合う二つの人影があった。

「何してんだ！」

　僕が声を上げると、片方の影はサッと離れ走って行ってしまう。もう一方の影───おそらく女性はその場にへたり込んでいる。どうやら痴ち漢かんのようだが……。

「大丈夫ですか？」

　僕はその女性に声を掛ける。

「……あ、はい。ちょっとびっくりしたけど大丈夫です～」

　ん？　この声、どこかで聞き覚えがあるような……。

「それは良かった……立てますか？」

　僕が右手を差し出すと、暗がりから彼女は僕の手を取り立ち上がる。

「……あれ？」

「……あ」

　そして二人とも固まる。暗がりで今まで気づかなかったが、襲われていたのはさっきまで僕と大会で対戦していた、ねこぐるみさんだった。

「あ、ありがとうございますっ」

「あ、い、いえ！」

　しかし彼女の声を聴いた瞬間、何か妙な違和感を覚えた。

　あれ、ねこぐるみさんてこんな声だったっけ？

　対戦中は割と無口で、ボソボソっと必要なことだけを喋しやべっているからあまり印象がなかったのだが、こんなキーの高い喋り方をするのだと驚いた。普段は名前の通り、猫でも被っているのだろうか？

　僕は手を繋つないだまま再び暗がりから出た彼女の姿をマジマジと見ると───。

「あ、あの～～……」

　彼女のちょっと困ったような声で僕は吃驚びつくりしてすぐに手を離す。暗がりから現れた彼女は着ていたパーカーがはだけ、肩からＴシャツの胸元までが露あらわになっていた。大きな胸が艶なまめかしく、ぽよんと揺れる。思わず僕は目をそらす。

「ご、ごめんなさい！　見るつもりは無くて……」

「だ、大丈夫ですからっ……ちょっと……着崩れただけで」

　こぼれ落ちそうな胸元を押さえそう言う彼女だったが、その手はまだ震えている。

　改めて彼女を、チラと見ると、先ほどの痴漢に引っ張られたのかパーカーの金具部分が壊れているようだった。中のＴシャツも伸びてしまっているため、暗くら闇やみに映える白い双そう丘きゆうの谷間がこれでもかと僕の目に入って来る。

　いかん……妙にエロいぞこれ。

　僕は彼女をこのまま帰すのは色々問題だと思い、意を決し声を掛けることにする。

「いや、送りますよ駅まで。まだどこかに痴漢がいるかもしれないし、あと……これ」

　僕は自分の着ていた上着を脱いで彼女に差し出す。

「それ、着てて下さい。その……」

「で、でも～ご迷惑じゃ……」

「大丈夫ですよ、よく姉に、困った女性が居たら助けろって言われてるんで。今度大会に出る時にでも返して下さればいいですから。僕毎週出てるんで」

　うちで一番偉いのは姉で、単にこき使われているだけなのだがそんなことは黙っていることにする。まあ困った人を放っておけないのはうちの血ち筋すじだ。

「ありがとうございます！　……じゃあそのぅ、駅まで」

「喜んで」

　こうして僕は奇妙なことに先程まで戦っていた人物と一緒に帰ることになったのだが、見事に会話がなかった。共通の話題はカードゲームしかなく、負かされた相手に気まずくて話しかけ辛づらかったからだ。斜め後ろを歩くねこぐるみさんは俯うつむいたまま、小さな身体からだでトテトテと後をついて来ている。フラフラと足元が覚おぼ束つかないのは暗いのにサングラスを掛けているからだと思うのだが、なぜ外さないのだろうか？

「何か……？」

　怪け訝げんそうな声で彼女に尋ねられる。

「え、あ、その」

　ただ見つめていたなどと言えるはずがない。何か話題を振らなければ……。

「お、おめでとうございます」

「え？」

「あ、ほら、ベスト４。関東大会出場ですよね」

「ありがとうございます、でももう、出場権利は持っているので～」

　は？

「日本ランキングで五○位以内にいるから……」

　ええええええええええええ!?

　ニンニンの全国大会はランキング上位者の予選を免除している。つまり、彼女は僕の狙ねらっている関東大会をパスしてすでに全国への切符を手にしているのだ。

「じゃ、じゃあ……何で出場して……」

　僕の関東大会出場が潰つぶされないといけないんだ？

　そう口に出そうとして思いとどまる。いかん、これでは完全な、逆恨みだ。

「あっ……ごめん、なさい」

　何かを察したように彼女は僕に謝った。

「あ、いや！　弱い僕がいけないんだから……」

　激しい自己嫌悪が襲ってきた。何を謝らせてるんだ僕は。

「ごめんなさい！」

　僕は潔いさぎよく深々と頭を下げる。

「え？　そんな謝らなくても……」

「ああいえ、単に大会に出て、勝っただけなのに気を遣わせてしまったのは僕なので」

「……カードゲーム、好きなんですね」

「え、まあ、はい」

「私も、ニンニン大好きなんです！　……だからそういうの関係なしに出れる大会は全部出たいなって、なので大目に見てくれませんか？」

「わ、分かりました」

「それにその、四海さん強かったですよ？　……悔しいって思いがあれば、きっともっと強くなれますよ」

　そう言われて、思わず涙ぐみそうになる。何で僕は、今日負けた相手に励はげまされ慰なぐさめられているんだろう。そう言えば、自分自身女子に優しくされた経験が余りなかった。というか姉の「男ってのは上手くこき使うもの」という家訓？　により教育されてきていた。僕にとって女性は警戒するものであって、心を許すものではなかったのだ。

　改めて彼女を見つめる。カードゲームはオタ趣味の部類だ。女子のプレイ人口なんてすこぶる少ない。こんな女の子が会場に来るときは、大抵彼氏持ちか、それこそ『姫』な子もいるのだ。しかしねこぐるみさんはそんな様子は見せたことがない。純粋にカードゲームが好きで、参加しているように見える。もしかしてこの娘は、希少なオタ趣味を理解してくれる、普通の女子───なのでは？

　もう少し、話をしてみたい。こんな気持ちになるのは久しぶりだ。いや、しかし……。

　その時自分の腹がなった。幸いそろそろ飯の時間だ。ご飯に誘ってみるのも自然な流れかもしれない。いや、いきなりそんな風に話をしても変に思われるのではないか？

　もうすぐ駅前である。目の前にハンバーガーショップが見える。自然に誘うなら、今が最後のチャンスだ。僕は意を決し───。

「あ、あのッ───」

「きゃっ！」

　しまった。大きな声で驚いたのか彼女は飛び跳ね、弾みで帽子を落してしまった。

「あ、ごめん！」

　僕は急いで彼女の落した帽子を拾う。

「あ、だ、大丈夫だから！」

　慌てて彼女も帽子に手を伸ばす、その時───。

「え？」

「あ」

　目と目が合う。帽子に収めていた髪が溢あふれだし、彼女の掛けていたサングラスがずれ顔が露出する。その顔は───。

「お、大おお河内こうち、梓あずさあああ!?」

　そこには大学で会ったあの『オタサーの姫』が困った顔をして、はにかんでいた。















　ハンバーガーショップの店内、僕らは隅の席でポテトを食べながら向かい合っている。お互い何から話すべきなのか摑つかみ兼ね、黙ったままだ。

「……お久しぶりです～」

　ちょこんと小さく右手を上げ、大河内梓が切り出す。

「……どうも」

　無ぶ愛あい想そに僕は応じる。

「あの、蓮司さんもニンニンするんですね！」

「蓮司さん？」

「あ、その、四海……さん」

「い、いや蓮司で……いいけどさ」

　流石に無愛想すぎる反応だったかと思い、訂正する。いくら姫だとは言っても、いきなり当たり方を変えすぎるのも大人げない。

「何で、一人なの？　大学のサークルの男子達は一緒じゃないの？」

　いきなり聞き出したいことから訊たずねる。気まずい雰囲気から、このまま別れるのもどうかと思い、なし崩し的に夕食を共にすることになったのだが、間が持たない。お互い警戒し合っているのが分かる。質問は手短にし、早めに解散したほうがいい。

「……それ、聞いちゃいます？」

　彼女はぶりっ子のようにしなを作って、てへぺろと舌を出す。

「うん、だって彼ら、いつも一緒にいるじゃん。連れてきたら喜ぶんじゃないの？」

　ついでにこのハンバーガーだって奢おごってくれるだろうし。

　彼女はちょっと恥ずかしそうに後ろ手に頭を掻かく。

「だってその、梓は、ガチ勢なんで」

「へ？」

「カジュアルプレイヤーさんとやっても、その、楽しくならない……というか」

　あー、なるほど、ね。

　カジュアルプレイヤー、つまりゲームを楽しむ為にやっている層のことだ。こういう層は楽しむことが第一であって、ゲームの腕前を競うよりも、ワイワイと皆で盛り上がれることを優先し、勝敗は置いておくことが多い。

「なるほどね。彼らとやっても面白くないよね」

　彼女はガチ勢であり、大会にも参加し好成績を残すほどの腕前である。そんなのをカジュアルプレイヤー勢に放ほうり込んだら、全員を打ち負かし、ドン引きされ空気を悪くする。それでは彼女はあのサークル内で、姫になれないではないか。ほどほどに可か愛わいく、媚こびを売るならそんな真ま似ねはしないほうが賢明だろう。何ともあざとい。

「あ、勘違いしないで下さいね！　梓は楽しくないわけじゃないですよ!?　むしろ一緒にやってくれるのはうれしいです。でも、その逆に私が皆を楽しくできないので……」

　彼女の顔が曇くもる。

「梓はずっと自分の趣味が合う人とお友達になれなかったんです。カードゲームもそうですけど、他にもアニメとか、漫画とか。梓はどっちかというと、女の子の好きなものよりも、男の子趣味だったから……。だから今とっても楽しいんです！　漫研の皆とは作品の好みも合うし、楽しいから。だから、その……他の物を持ち込んで壊れちゃったらどうしよう、って……」

　彼女は下した唇くちびるを嚙かみながら、悲しげな目でそう言った。ちょっと、分からないでもない。彼女の言葉が本当か噓うそかは置いておいて、自分を全部押し出して失敗することなんて、実際によくあることだからだ。

「だから、このことは皆には黙っててもらえます？」

　上目使いで懇こん願がんするように見つめられる。

「……言わないよ別に、関かかわりたくないし」

　カードゲームのことを知られたくないなら、彼女が今後、僕に大学で話しかけて来ることもあるまい。なら、万ばん々ばん歳ざいだ。

「よかった～、じゃあ！」

　そう言って彼女は僕に右手を差し出す。

「……何これ？」

「え、握手ですよ？」

「いやだから、何で握手？」

「この機会に、友達になって下さい～！」

「──────」

　ニッコリ笑顔で答える彼女を見て僕の思考は一瞬停止する。

「いや、だから、何で？」

「梓は～リアルのカードゲームの友達っていないんですよぅ～。家でネット対戦ばかりなんで。リアルで一緒に遊べる友達が出来たら嬉うれしいなって……駄目ですか？」

「駄目ですか？」の部分に合わせて彼女は目をウルウルさせてこちらを見つめてくる。いや、そこ涙溜ためて懇こん願がんするようなことじゃないでしょ？　微妙に周りの女子高生の客の視線が痛い。いかん、なし崩し的にＯＫさせられそうじゃないか。

「……僕以外にだって友人くらい作れるでしょ？　大学の友達が嫌なら、地元のカードショップに行くとかさあ……」

　僕の言葉に彼女は口を尖とがらす。

「……それはちょっと……それに、皆もついてきちゃうし」

「あー……」

　大学終わった後の帰り道も彼らがついて来てしまう……ってわけですか。随分と好かれているというか、なんというか。

「四海さんていつも大会に出てますよね？　だから、その時だけでも梓とカードゲーム仲間というか、友人というか……そういうのになってもらえませんか？」

「……う、うーん」

　困った。言葉だけ信じるならここは普通人としては受けるべきである。しかし、僕にはちょっと抵抗があった。高校の頃の苦い思い出が、僕の足を止めるのだ。あの『姫』のせいで部活を壊された苦い過去が。

「でも、学外とはいえこんなところ彼らに見つかったら、君が困るんじゃないの？」

「え、何でですか？」

　彼女はキョトンとした顔をする。

「いや、だって……他の男と親しくしていたら、僕がまた暴力振るわれるかもしれないじゃない？」

　最初に出会った時の食堂での出来事のことを思い出してほしい。大した怪け我がはしなかったとはいえ、またあんなトラブルはごめんだ。関係ないと言っておきながらサークル外で二人きりでいるのを見つかったら今度はどうなるやら……。

「だいじょーぶですって！　だって四海さんだって、最初梓のこと気づかなかったじゃないですか～」

「確かにそうだけど……」

　そう言うと今度は彼女が強引に僕の手を取る。突然のことで心臓の鼓こ動どうが一瞬早まった。

「お願いします！　梓は……昔からその、空気読めなくてぇ、ゲームだと相手を叩たたき潰しちゃうから、今までの友達とも、全然、本気で遊べなくなって……」

　柔らかそうな頰ほおを紅潮させ、今にもまた、涙が溢れかねんばかりに瞳が潤うるむ。

「でも、大学に入ったら、大好きな漫画やアニメの話が出来るようになって……。それで、カードのほうもやっている知り合いがいるってなったらそんなの……そんなの……」

　彼女の手に力がこもる。ぎゅう、と握られた僕の手からは、彼女の熱が伝わって来る。本気の、熱い何かの。

「奇跡だと思うんです！」

「は、はい!?」

「運命か奇跡です！　梓の大好きなものをわかってくれる人が目の前にいるなんて、そんなの奇跡なんです！　だから、その奇跡の輪に……四海さんが、加わって……うあああああああああああああん！」

　彼女はダムが決壊したかのように泣き出してしまった。

「な、泣くなって！　ほら！」

　やめて！　店中の注目の的だってば！

「わかった！　わかったから……カードゲーム仲間ってことでいいかい？」

「ほんとですかぁ！　うわ～～い！」

　変わり身、早っ。信じられないことに、もう涙一つなく満面の笑顔である。

　僕はたった今、彼女の手口に乗せられたのではないかと疑心暗鬼になる。こうやって、どんどん壁を破り、他人に取り入ってくるのではなかろうか、と。

「でも、学校じゃ話しかけるなよ！　お互い要らない詮せん索さくはされたくないでしょ!?　カードのこと知られるわけにもいかないんだし」

「わかってますよ～ぅ。任せて下さい！」

　その彼女の小さなガッツポーズがすごく、不安だ。

「あの！　それじゃあ新しくでるカードセットの話しません？」

「え、もう？」

「はい！　友達ですよね!?」

「……仲間とは言ったね」

　微妙に訂正しておく。しかしまあ実際彼女のカードゲームの実力は高い。今後の付き合いでこちらに有益な情報を得られるかもしれない。災い転じて何とやらである。そう思い直して、彼女と話をする。驚くべきことに、彼女のカードゲームの話は自分の想像を超えていた。そう、彼女は自分よりはるかに───恐ろしい実力者だったのだから。

「……で、四海さんはこのカードを持っていると確信したので、奥の手を温存しました」

　最初は当たり障さわりのない世間話から、話は今日の僕との対戦のことへと移っていた。

「……よくもまあ、そこまで僕の手が読めるね」

「え？　でも普通、わかりません？」

　さもそれが当然かの様に不思議そうな顔をされる。

「だってさ、確率論的にとか、そういうのはわかるけど、ほぼ直感や運だのみみたいな場面も多いじゃない？　偶然だったりしたらどうするの？」

「ん～～何となく、ですかねえ」

　何となく、か。そうか何となくで僕の切り札を予知し躱かわしたと……。

「それだけじゃ納得いかないよ。結果論じゃない」

「でも、勝ちましたよ？」

「そ、そうなんだけどさあ……」

「まあ、しいて言えば癖くせだったり、雰囲気を見る感じですかねえ。同じカードを出すにしても、手札の右に切り札を寄せたりとか、こっちの場のカードのどこを見ているかで、何をしたいかくらいはわかりますよね？」

「まあ、わかる時もあるね」

　僕にもそんなわかりやすい癖があったのだろうか？

「四海さんにはそんなわかりやすい癖はなかったですけど。逆に言えば、臆おく病びようというか切り札を温存して出しどころをミスしちゃうというか」

　ズキン、と心臓が痛む。ハッキリと言い難いことを言いやがって。

「だから常に、こっちが四海さんの切り札に対抗できる手段がない時でも、あるように見せかけてプレイしてましたよ？　おかげで一戦それで拾えましたから」

　その言葉に僕は愕がく然ぜんとした。すべては、彼女の掌てのひらの上だった、というわけか。

「……性格悪いな～」

「え、す、すいません！」

「あ、いや褒ほめ言葉だよ。ゲーマーは相手の嫌がる事をするのが普通でしょ？　それは正しい資質だと思うよ」

　むしろ僕もその姿勢を見習い、彼女から自分に足りない何かを学ぶべきだと思った。少なくとも隣のサークルの姫ではあっても、こうして話している分には普通のカード仲間だ。男を利用しようとする素そ振ぶりもない、普通の女の子である───しかし。

『なんで、姫なんてやってんの？』

　相手の気持ちを読めて、考えることがわかっているなら、普通に接していればいいのに。その疑問は結局その日、僕の口から放たれることはなかった。













「行って来ますー」

　僕が家の玄関から出ようとすると、姉が部屋から出てくる。

「……またゲームの大会？　子供ねー」

　部屋から出て来た姉は寝ね惚ぼけ眼まなこにボサボサのロングの髪で嫌味を垂たれる。毎度のことなので僕は答えず無視する。

「ん？　ちょっとまって蓮れん司じ」

「何だよ、嫌みなら……」

「あれ、もしかしてデート？」

「は!?」

　姉は藪やぶから棒ぼうにそんなことを言いだした。

「ば、馬鹿なこと言うなよ、ほら！」

　そう言って僕は手提げから取り出してカードデッキを見せる。

「あ、そう、そういうことにしといて、あ、げ、る」

　含み笑いを残して姉は部屋に戻っていく。僕の姉───四し海かい十と和わ子こは妙に男女の機き微びには敏感だった。僕はこれからカードゲームの大会に向かう、しかし、女性に会う、というのもあながち間違ったことではなかったからだ。

　カードゲーム大会予選から一か月、毎週末に行われるニンニンの公式大会すべてで僕ら───僕と、大おお河内こうち梓あずさは顔を合わせた。大会の度に僕らはカード談義に花を咲かせ、その経験は僕に新しい境地を与え、次第に大会の成績を向上させていった。

　彼女と話すのが楽しみでないかと言われれば、全くの噓うそではなくなってしまう。そんな気持ちを、姉は見透かしたのかもしれない。本当に女性の勘かんとは恐ろしいものである。

　普段彼女と大学で会っても挨あい拶さつはほとんど交わさない。それはそれで寂しくもあるのだが、こちらでは良く話すことが出来る。彼女も親しみをこめてなのか、僕の呼び方が「四海さん」から「蓮司さん」に変わった。僕はまだ一応「大河内さん」だが。この二重生活めいた関係もそれはそれで刺激的なものだったのかもしれない。

　しかし───そんな平和も、水面下で進行していた事態によってあっさりと脆もろくも崩壊することになるなど、まあ、想像はしてたけど、案外早かったなあみたいな印象であった。そう明けて月曜日、事件は大学で起きた。

　大学で午前の授業を受けた僕は、昼食をとりに食堂に向かっていた。そうすると向こうから、大河内梓とその仲間たちが練り歩いて来るのが見えた。

　軽く会釈をして通り過ぎようとする───が。

「あ、蓮司さん！」

　僕は吃驚びつくりして固まったのだが、居合わせた漫研の面子メンツもそれは同じだった。

「あの、これ忘れ物！」そう言って彼女は無警戒に、僕に白い包みに入ったケースを手渡す。あ、これは昨日僕が大会で使ったカードデッキだ。

「あ、あ、ありがと……」

「ドジですねえ～もう」

　そう言ってツン、と指で胸を押される。いやまて、この状況ドジなのはどっちだと思う？

「あの……それ」「あずあず？　こいつ……」「……」「まっ───」

　やべ。

「じゃ、じゃーね！」

　本能的に、僕は恐怖を感じその場を逃げ出した。彼らの顔を見るのが恐ろしくて、その場では振り返れなかった。そうしなくても、彼らの殺意は十分に伝わって来たからだ。




『話し掛けないって約束どうしたの!?』

　部室に戻り鍵かぎをかけ、スマホアプリのメッセージ送信サービスＬＩＭＥライミーで僕は大河内梓を問い詰めた。彼女からの返信は以下である。

『すみません、忘れちゃってました（てへぺろ顔文字）早く返そうと思ってたらつい～』

『でも別にほら、ただの友達だっていえばもう平気ですよ～』

『ちゃんと誤魔化しておきましたからだいじょ～ぶ！』

　と非常に楽観的なメッセージが返って来た。それを読んだ僕は脱力する。そんなことで納得するような人達だと、本気で思っているわけじゃないだろう、と。

　あれだけゲームでは人の心の裏を読めるのに、こんな初歩的なことを忘れるとは。これでは僕が、彼らから敵対視されて、攻撃を受けてしまうではないか。仮に僕に矛ほこ先さきが向かわなくても、彼らの中に何か変化が生まれてしまう可能性はある。それが隣に位置するサークルであるという点が非常に不ま味ずい。このままでは凜りんしけんにも何かしらの悪影響が出るかもしれないからだ。そうなってしまった時には───。

　……僕はその時、高校生の頃のことを思い出していた。所属していた漫画研究同好会、それを叩たたき潰つぶした一人の女生徒のことを。

　そして───その変化はすぐに表面化してしまった。最悪の、形で。




「すっげー、うるさくね？」

　うるさいどころの騒ぎではない。ほとんど喧けん嘩かしているかのような叫び声だ。普段から隣の漫研がいくらはしゃごうとも文句一つ言ったことのない武たけ彦ひこが、眉まゆをしかめて隣の壁を見つめている。

「このレオパ○ヌ並みの壁の薄さじゃ、せっかく家から持ってきたエロアニメ流しにくいわ～」

　持ってきたんかい。てか問題がすり替わっているぞ、武彦。

「でも、うるさすぎ」

　そう部屋に来ていた他の凜しけんメンバーからも文句が出てくる。

「蓮司くん、ちょっと言ってきて」

　部屋の奥で黙々と漫画原稿を描いていた藤ふじ井い和かず希きがそう口にする。

「え、僕!?」

「だって、副部長っすよね？」

　藤井君は太った顔に掛けられた眼鏡をくいっと上げてジト目で僕を見つめ返す。

「だな！　よろぴくね～」

　嫌だ、そんな紛争地域になぜわざわざ足を突っ込まなければならないのか。生きて帰れる保証などどこにもないではないか。そんな僕の想おもいとは裏腹に、隣のボリュームはどんどん大きくなっていく。

「僕だよね！　あずあず大尉！」「わしのことはどう思っているんだね!?」「……（何事か喋しやべっているが判別不能）」

　あかん。超ヒートアップしている。荒ぶる恋に落ちた男子に触るのは自ら祟たたり神に関かかわるのと同じだ。きっと向こうでは彼女を囲んで恋の嵐あらしが吹き荒れている。いけば確実に巻き込まれる。無視無視、くわばらくわばら……。

　しかしそれに混じって微かすかに誰かの泣き声が聞こえた気がした。

　……困っている、よな、そりゃ。

　くそっ！

　知り合っても、放ほうって置けるような性格ならよかったのに。僕は意を決して部屋を飛び出し、漫研の部屋に飛び込んだ。そこで見た光景は───。

「あ、蓮司さん！」

　困り果てた顔で部屋の中央に立っている大河内梓と、そのまわりで土下座したり、何事か大声で絶叫したり、泡を吹いて奇声を上げたり、顔の色をめまぐるしく変えていたりする男達四者四様の姿だった。彼らは僕を見つけると口々に訳の分からないことを喚わめきながら襲い掛かってきた。












　逃げよう。そうでなくてもあれは、亡もう者じやの群むれにしか見えない。しかし、身体からだがこわばって上手く動かない。怖い。その時ぐいっと僕の手が強く引かれる。

「こっち！」

　大河内梓だった。彼女は僕の手を引き、部屋を抜け出す。後ろからは鬼の形ぎよう相そうで追いかける男四人が迫ってくる。僕たちは全力で、校舎を駆け抜けた。




「……なに、あれ」

　僕は汗だくのシャツを手で扇あおぎながら、逃げ込んだカラオケの個室で大河内梓と対たい峙じしていた。

「わかりません～（てへぺろ）」

「てへぺろじゃねーよ！」

　思わず座っているソファを叩たたいてしまう。彼女は吃驚びつくりしてしゅん、とする。

「ごめんなさい……」

「あ、いやそんなつもりじゃ……こっちこそごめん」

　ぺたんと座り込み、落ち込んでいる素振りの彼女を見ながら、僕はため息をつく。

「順を追って、話せる？」

　こくり、と一つ頷うなずくと、彼女は事の顚てん末まつを語り始めた。まあ、かいつまむとこういうことらしい。皆に告白されてました、と。

「何でこんなことになったんでしょぅ～」

「……本気で言ってる？」

　僕に親しくしているところを見られた結果、部内では皆のアイドルで、均きん衡こうを保ちつつ今までけん制し合ってた関係が、僕という外敵が現れたことで崩れ、焦った全員による彼女への告白合戦に発展したという。わかりやすい話じゃないか。

「皆が君に好意を持っていたなんてわかってた話だろ？　今更猫被かぶらなくてもいいよ」

「な、何のことですか～？　そりゃあその、皆が優しくしてくれたのは知ってますけどぅ～それって、恋愛感情ってことだったなんて思いもしませんでした！」

　流石さすがにその弁を信じる程、僕もお人よしじゃないぞ？

「そんな噓つかなくてもいいってば」

「噓じゃないです！　そんな素振りがあるなんてちっとも……」

「……じゃあ具体的に、彼らと一緒に居る時、君、どんなことしてたの？」

「えーと、それは、全員？」

　僕は、どうぞ、と右手を差出し、話すように促す。毒を食らわば皿まで、彼女の言い訳と、彼らの事情、全部把握してやろうじゃないか。





　　ケース１　山田太くんの場合






　山やま田だ太ふとしは青空の下、他のリア充サークルが勧誘の机を並べるなか、漫研のサークル募集の机で一人、黙々とプラモデルを作っていた。机の上には他にも彼のお気に入りの制作物が並んでいる。山田太はロボットアニメ好きだった。

　オタはオタを呼ぶ。どうせ放っておいても後から自分達みたいな奴らが勝手に集まるんだ。選ばれし者としてな！　だから別に、勧誘なんてテキトーでいい。山田太（三年生、副部長）はそう考えていたのだが……。

「あ、これ、ステンレスガンガーⅡですか？」

「え？」

　驚き顔を上げる山田太。そこには更に驚いたことに、このサークルに似つかわしくない、可か愛わいらしい（少なくとも彼にはそう見えた）女性がキラキラの瞳ひとみをして、彼のプラモデルを覗のぞき込んでいたのだ。

　その女性、大河内梓は繁しげ々しげと他にも並んでいるプラモデルを眺め、更に質問してくる。

「全部ご自分で作られたんですか？」

「ふぇ!?　ままま……ま、ま～ね」

「すごーい！　梓も自分で作ろうとしたことがあるんですけど～不器用で壊して泣いちゃったんですよ。い～な～」

　そう言って彼女は彼の作った愛しい制作物を優しく手に取り、その白く細い指で愛めでていく。まるでそれは、彼自身が撫なでまわされているかのような、そんな感覚を覚える。

「あ、ご、ごめんなさい！　勝手に触ったらまずいですよね！」

「あ、うんうん、いいでしゅよ！　どうぞ、好きなだけ！」

「わ～～ありがとうございます！」

　そう言って彼女は更にプラモデルに顔を近づける。まるで、キスを迫るくらいの距離に。

　ふっと彼女の吐息が彼のプラモにかかる。

「しゅ……好き、なの？」

「え？」

「あ！　いや！　その……プラモ、好きなのかなって。その作品、だいぶ昔の……」

「ああ、でも高校の頃とか、周りの子に言うと変な目で見られちゃうから自じ重ちようしてて……本当は大好きなんですけど……」

　彼女は言葉を区切り、溜ためる。まるで、続きの言葉を山田が待ちきれなくなるほどに。

「でも、大学入学を機会に、もっと表に出そうかなって！　こういう趣味の子って……その、変ですか？」

　彼女は申し訳なさそうに、両手を口に当て上目遣いで山田を見る。

「ぜ、全然しょんなことないって！　……むしろその……いい……と思う」

「わぁ～～～～嬉うれしい！　じゃあ梓に色々教えてください！　……この子たちのこと」

「ううう、うん！　い、いいよ勿もち論ろん、こ、こちらこしょ！」

　もはや、彼の目には、プラモは映っていなかった。こうして、大河内梓は漫研の扉を叩いた。





　　ケース２　太田次郎くんの場合






「マジでか」

　太おお田た次じ郎ろうは漫研の部長である。彼はこの部室内に女性がいることが信じられなかった。

『色ボケしやがって』

　彼の第一印象はそれである。普段と違い鼻の下を伸ばし、デレデレしている山田を見て、彼は怒りを覚えていた。オタ道に女など不要。いくら自分の周りに女性が現れようが、最終的に自分に恋人が出来るとは思えなかった。タッパはあるがやせ細っていて、どこかのお笑い芸人に近い容よう貌ぼうと相まって、キモがられることしかなかったのだ。

　一度だけ、自分に女子が告白してきたことがあった。ただし、罰ゲームで、だ。涙を流しながら「モ～無～理～！」と言って自分を突き飛ばして出て行った、愛称・ヨコヅナ、という女子のせいで、打撲どころではなく骨折していたことから、もやし系男子として更に馬鹿にされることになるとは思わなかった。被害者はこちらだというのに。

　どうせ、からかい目的だろう。太田次郎は冷静だった。きっと魂こん胆たんがあるに違いない。化けの皮を剝はいでやろう。そう、息巻いていたのだが……。

「あ、初めまして！　大河内梓です、よろしくおねがいしまーす！」

「ふん、わしが部長の太田だ。ど～～ぞ、ヨロシク」

　品定めしてやるぜ、このアマが。そう上から目線で彼は答える。女なんてものは媚こびるものじゃない。どうせなびかないんだから、期待もしない。痛い目を見るのは更々御免だ。近寄んな。

　そんな思いを吹き飛ばしたのは、僅わずか一分後のことだった。大河内梓が彼に向かってきた際に、盛大に転んだのだ。大河内梓の身体は回転し、太田が受け止める形になる。

「だ、大丈夫!?」

　山田が声を上げる。大河内梓は大きな胸を太田の身体に預ける形で、倒れ込んでいた。

「す、すいません～～～」

「き、気を付けろ！」

　太田がふと下を見ると、押し付けられた胸の谷間が丁度彼の目に飛び込んできた。

「ふにゃあ～～～ごめんなさい、ドジで！」

　そう言って彼女が身体を起こすと、今度は太田に跨またがったままの彼女の柔やわらかい太ももが、彼の左足を挟み込む。

「おう……ふ」

　それは今まで、彼が憧あこがれても、決して触れなかった領域だった。柔らかく、良い匂においのする彼の想像の中のものでしかなかった神の領域が、すぐ手の届くところにあった。

「部長も大丈夫ですかぁ？　お怪け我がはありませんか？」

　彼女は太田に跨ったまま動く。

「いや、おう……ふ、大丈夫」

「お怪我とかないですか？　あ、梓、マッサージとか得意なんです！　打ったところ見せてください！」

「え、いや、べ、別にいいぞ!?」

　慌てて気づかれないよう、熱くなる股こ間かんを覆おおうように背筋を丸める太田。

「大丈夫ですよ～、梓、お父さんにも上手だって褒ほめられてるんですから。腰のあたりですね!?」

　そう言って彼女は太田の腰を揉もみ始める。

「あう、あの、その……おう、ふ」

「大丈夫ですか？」

　女性特有の細く、柔く、しなやかな指が彼の身体に沈みこみ、ほぐしていく。

「う、うん、でも、おう……もう少し、頼む……」

　それは彼の心をもほぐしていく。それを羨うらやましそうに眺める、山田。その山田を見て彼女はこう続けた。

「山田さんも、どこかこっていたら、やって差し上げましょうか？」

　どんな壁も、それが一足飛びに乗り越えられては役になど立たない。こうして漫研の部長と副部長は彼女の手に落ちたのだった。





　　ケース３　田中良平くんの場合






　田た中なか良りよう平へいは無口である。始めからそうだったわけではなく、それは、彼の体格による経験に拠よっていた。彼の背せ丈たけは、女性並に小さく、一五五㎝程度しかなかった。そのせいか学校での整列では万年一番前であり、女子と比較されることが多かった。

　男子からは背丈が元で弄いじられ、女子からは蔑さげすまれる。彼にとって身長とは、そのままヒエラルキーの一種であった。結局彼は、次第に誰とも会話をしなくなり、ぼっちになった。そんな彼を気にせず受け入れてくれたのが、芸凜大漫研のメンバーである。

　気にせず、というのは『温かく』という意味ではない。文字通り『気にしなかった』のである。お互いがお互いの領域に踏み込まず、嫌なことも言わなければ、逆に大して尊重もしなかった。そう、皆、自分の趣味にしか興味がなかったのだ。

　それでも彼にとって、ここは楽園であった。自分の好きな漫画を好きなだけ描かいて過ごしていられたからだ。しかし───。

「こんにちはっ」

　大河内梓は彼の領域に、土足で踏み込んできた。彼は部室の机の上に散乱していた描きかけの原稿をサッと手で隠す。

「……」

「いや、何を描いてるのかなって」

　好きな女性キャラクターのおっぱいを描いていた、とは勿もち論ろん彼は言えなかった。キモいと思われるのがオチである。女性がこんな場所にいては、彼の安住の地はないも同然だった。しかし、それを拒否するほどの度胸も、言葉も彼は持ち合わせてはいなかった。

「あ、これ」

　大河内梓は何と床下に一枚落ちていた彼の原稿を取り上げた。

「！！！」

　彼は取り上げようと手を伸ばそうとするが、もう彼女は原稿をガン見していた。

　終わった……。彼がそう思っていた時、彼女の口からは意外な言葉が放たれた。

「うわ～上手だね！」

　彼女は何一つ嫌な顔をせず、彼の原稿を見ていた。

「……キモくないの？」

　彼にしては頑張って声をだす。彼女は何も気にしたような素振りは見せず、普段通りの笑顔を彼に向ける。

「え、だってプロみたいだよ？　……あ、エッチな漫画とか、うちのお兄ちゃん、良く散らかして、梓、それ見てたから割と平気なんだ～。それに、エッチな絵だってそれをちゃんと描けるなんて凄すごいんだから、ね？」

　彼の心は、それだけで有頂天になった。認められることなんて何もない人生だったからだ。それを、エロ漫画の原稿とはいえ、認めてくれる女子がいるなんて。彼はそれだけで素晴らしく感動したのだ。

「でも……ほんとはチョット、恥ずかしいかもだけどね（てへぺろ）」

　そう言って小悪魔のように舌を出す彼女の顔を見て、その夜、彼は一人黙々と彼女がモデルの同人誌を作り始めたのだった。





　　ケース４　大平行徳くんの場合






　大おお平ひら行ゆき徳のりは運命を感じていた。彼はずっと───大河内梓を目で追っていた。あれは、俺の天使だ、と。何い時つからか、どうしてそう思うようになったのかは定かではない。ただ、彼は確信していた。この娘以外、俺の人生を彩る者はいない、と。よって、大河内梓は彼がなぜ彼女を好きなのか、その理由をまったく把握していなかった。

　それは他の三人に対しても、同様かもしれない。が、それに至るエピソードらしきものを彼に対してだけは彼女は持ち合わせていなかったのだ。

　そう、彼は漫研内部の───ただその空間にいた女子が、必ず自分に惚ほれるものだと、強く確信していた、ただの主人公気質のナルシストなだけなのだから。




　全てを語り終えた大河内梓の告白を聞き、僕は深いため息をついた。

「惚れられる要素しかないじゃん！」

「う～～～そ～～～!?」

「う～～～そ～～～、じゃない！　猫被るのも大たい概がいにしろよ。オタなんて大抵女性経験なんて皆無なんだから、自分の分野に普通に踏み込んで仲良くしてくれる女性がいるだけで惚れるに決まってるでしょ？」

　ただでさえ、それなりの容姿まで兼ね備えているのに……まあその部分は彼女には言わないでおくが。しょぼくれている彼女に僕は更に質問する。

「あの～大体さ、君もちやほやされる為に入ったんでしょ、オタサーに？　なら目的通りじゃない」

「ち、違うもん！」

「あーそうか、告白されるのは予定外、だったと。皆にちやほやされてるだけでよくて、固定の彼氏を作る気はなかったのに失敗しちゃって、とか……」

　こいつやっぱり底意地が悪いなあ、少しくらい嫌みを言ってやろう、と思っていたのだが……。

「ぐっす」

「え」

「じが……うもん」

「あの、もしもし？」

「違うもん～～～～～～～～～～うわ～～～～ん！」

　部屋に響く大音響。彼女は大声で泣き出してしまった。

「あ、いや、泣くって卑ひ怯きようだよ？　そんなんで誤魔化されたりしないし……」

　しかし、彼女はまったく泣き止やまない。

「何で……ぞんなひどいごというの～～～～～」

　ここがカラオケボックスじゃなかったら、きっと警察が呼ばれるに違いないくらいの大音量だった。

「ちょ、ちょっと待ってよ。いや、だってさ……君って、その、オタサーの姫、でしょ？」

「ひっぐ……なあに、それ？」

「いや、いい加減猫被らないでよ。その格好とか、そのものじゃないか」

　僕が彼女の服装を指さす。しかし、彼女はそれでもキョトンとしている。

　……嫌な予感がする。

「ちょっと待って。これ、見て」

　僕はスマホを操作し、検索で『オタサーの姫　まとめ』と入力し、でた画面を彼女に見せる。

「……」

　彼女は食い入るように画面を見ている。

「これ、ほんと？」

　僕は彼女の目を見つめ、頷く。彼女は永い睫まつげの瞳を大きく見開き、さも今世界が終わったかのような顔をした。彼女の顔を見て、僕は確信する。

　あ、こいつ、無自覚だ、と。




　それから三十分が経過した。

「もしも～し」

　彼女は先程からずっとソファの上で、小さく可愛いアルマジロの如ごとく丸まり、頭を抱えていた。

「君、本当に、この存在を知らなかったの？」

　彼女は思い切り頭かぶりを振る。

「知らないですよ～ぅ！」

　丸まった隙すき間まから顔を出し再び涙目で訴える。

「でもさ、割と服装まで、その、クリティカルじゃない？　オタ好みというか、少女趣味というか」

「これは、本当に可愛いと思って……ほとんどの服は、その、お兄ちゃんとお出かけした時に色々買って貰もらって……お兄ちゃんにも似合うって言われたし」

　その兄、確信犯なのでは？

「じゃあその、しゃべり方というか、アニメ声というか、様々な知識に関しても……」

「うちのお兄ちゃんのおさがりというか、漫画とか、ＤＶＤとか見せて貰ってただけだもん！　しゃべり方も、自然とこうなったっていうか……」

　何ということでしょう。彼女の言葉を信じるならば、この娘は作っているのではなく、作られた、むしろ、天然、純粋培養育成系の『オタサーの姫』だということになる。

「でも、だとしたら君、今までこういうトラブルに遭ったことなかったの？」

「ないですよぅ。梓、ずっと女子校ですもん～！　女の子じゃ中々理解してくれないから、趣味のわかる人がいるサークルに入ったのに～」

　すんすんと涙声でそう訴える。

「……まさかとは思うけど、男友達と女友達では、接し方は違うんだぞ？」

「え、そうなんですか!?」

「当たり前だってば。まあ全員とは言わないけど、妙みよう齢れいの男女が同じ空間にいたら、そういうこと───つまり恋愛ごとを期待するのが男子ってものだろうし。女子校のノリで男子と接してたんじゃ……」

　皆まで僕が言う前に、彼女はソファの上で器用にゴロゴロと回転してのたうち回っていた。図星か。……と、いうことはそれは、ピンの抜けた手しゆ榴りゆう弾だんを男たちに放り込んだようなものである。

「……ちょっと、未いまだに信じられないけど、本当、なんだな？」

　顎のあたりに両手をグーで添え、コクコクと彼女は頷く。

　まだすべての疑問が氷解したわけではないが、そう考えると、妙に納得できることがあった。彼女がカードゲーム、ニンニンの場で姫になっていないことだ。あちらのほうも競技人数は圧倒的に男が多い。どこかのゲームコミュニティに所属すれば彼女は姫になれる場所がごまんと用意されているのだが、未だに僕とだけしか交流を持たない。

「あのさ、カードゲームのほうで僕以外の友達増やさないのは、なんで？　ガチプレイヤーもたくさんいるじゃん」

「それは、大事だからですよ！」

　意外な───いや、当然の言葉が彼女から放たれる。

「だって両方で活動しちゃったら、せっかく大学で出来た友達との時間が取れないじゃないですか。梓はせっかく出来た仲間と、ちゃんと絆きずなを作ってからって思って……」

「じゃあ、僕と遊んでいるのは……」

　大学側の友人でもあるから、か。

「なのに……こんなことになっちゃって、どうしたら、いいんだろう……」

　彼女は背後にどんより雲でも見えそうなくらいに落ち込んでいた。その姿は、立場は違えど、なぜだか昔の自分に重なったような気がした。

「ごめん」

「……え？」

「まず、謝る。勘違いとはいえ、傷つけるようなこと言って」

「あ、う、ううん」

「しかし、天然とはいえ、思わせぶりな行動を取っていたことは自覚するように」

「は、はい！」

「まあ、そのうえで……仕方ない、協力しよう」

　この状況を何とかするために。

「あ、ありがとうございます！　……でも、どうやって？」

「とりあえず、僕らの誤解から解かないといけないね。少なくとも原因の一端は僕だ。僕がいるから、彼らは焦って行動に移しちゃったわけで」

　対症療法になるが、一いつ旦たん場の空気をリセットしなければ始まらないだろう。彼らの当面のライバルたる僕が上手く退場するのが一番良いのだが……。

「あ、梓、思いついちゃいました！」

「え、対処法？」

「はい！」

　何かろくでもないアイデアのような気もするが、一応聞いてみる。

「梓が今すぐ彼氏作ればいいんですよ！　そうすれば奪い合いも起こりませんよ～！」

　あかん。今度は僕が頭を抱える番だった。

「……それが現状、一番やっちゃダメなやつです」

「えええ～～～!?」

「奪い合いは起きないけど、もっと深刻な何かが起きると思うよ……」

　サークル崩壊的な何か、とか。少なくとも、あそこは彼女の安住の地ではなくなる。

　注意しなければいけないなと思うのは、彼女が男女の機微にも相当疎い、ということだ。どこかで予想外のトラブルが起きるとすれば、これが原因だろう。さて、とりあえずできることからしなければ。しかし、その前に。

「もう一度、後一つだけ、確認してもいい？」

「え、はい」

「彼らのこと、どう思ってる？」

　これから対策会議を始める前に、念のため、彼女の口からそれを聞かねばと思った。

「大好きです。梓の大事な、仲間ですから！」

　透き通った瞳、突き抜けた声。その言葉を聞いて、僕の心から迷いはなくなった。




　カラオケボックスを出て再び、僕はまず、武彦に電話した。

「いよ～～すっ！　なんだい蓮司きゅん」

「一つお願いがあるのだが、時に……」

　僕は彼に一つお願いをする。そして、その計画に必要な人物は都合のよいことに、その場に居てくれていた。

「そのままそこに居てもらっていい？　ちょっとしたお願いがあるんだけど」

　武彦に電話の相手を替わってもらう。数分間、電話の相手と話し込む。最初は戸惑っていたが、なんとか相手にＯＫはもらえた。電話を切る。よし、何とかなりそうだ。

「後は、彼女がうまくやってくれればいいけど」

　数分前に先に部室に戻っていった大河内梓のことを考える。準備ができれば、こっそりＬＩＭＥで合図のスタンプを送信してくれる手はずになっていた。僕はサークル棟の近くで隠れてそれを待っていた。しばらくしバイブにしておいたスマホが振動する。画面を確認すると……合図のスタンプだ！

「……１、２、３」

　十まで数えると同時に、部室の前を通るように調整する。その時漫研の扉が開いた。

「あ、こんにちは！」

　まったく不自然さを感じさせず天てん真しん爛らん漫まんに、大河内梓が僕に挨拶をする。

「お、おっす」

　こちらは緊張からか空々しさ全開で挨拶をしてしまう。

　その彼女の後ろからは、僕を見て、先ほどと変わらず殺気立った集団が現れた。梓親衛隊四天王（僕、勝手に命名）の登場である。

「ちょうどそっちに行こうと思ってたんですよ～。ここで会えて嬉しいです～」

　何親しげにしてんだ、という文句を言わずとも、彼らの視線は間違いなく僕に対する敵意を含んでいた。さて、作戦開始である。

「あ、忘れ物ありがとね。お兄さんに宜よろしく」

　梓親衛隊の面々は全員「え!?」という顔で固まる。

「あ、あずきゅん。こいつ、君の家に行ったのん？」

　山田がこの世の終わったような、土つち気け色いろの顔で尋ねる。

「あ、はい。そうですよ～」

　あっさり答えられて、今度は全員の顔が蒼あおくなったり、ピンク色になったりする。まるでリトマス試験紙である。

「あ、あずきゅん……もしかして、こいつと……」「やめろおおおおおおそれいじょうきくなあああああ」「…………！！！！…………」「……殺す……」

　全員が発狂しかけたその時───。

「だって、蓮司さんは、お兄ちゃんの親友ですから」

　見事に全員が、「はい？」とでも言いたげな感じで口を半開きにしたまま呆ぼう然ぜんとしている。

「初めて大学で会って、その時は気づかなかったんだけど、お兄ちゃんに話したら、小学生の時の親友だったって聞いて……。お兄ちゃん曰いわく、尊敬できる唯一の男だって。私も昔会ったことあるらしいんだけどすっかり大きくなったからわからなくて、それでこの間会いたいっていうのでお兄ちゃんのところへ連れて行ったんです」

　矢継ぎ早に彼女はそう話す。全員の顔に、困惑が広がっているのがわかる。

「楽しかったよ、ありがとう！」

「いえいえ～またどうぞ来てください！」

　運命的な出会いと再会からの強力なライバル出現、とでも認識されたのか、彼らの中には意気消沈する者や、さらに恨みがましい目を向ける者もいた。

　ここで終わっては、確かに彼らを更に焚たきつけたり、絶望させただけである。このタイミングがベストなんだが……。

「会いたかった～！」

「うわっと、い、いきなり?!」

　凜しけんの扉が開き、僕は中に入ってきた藍あい色いろのブレザーに身を包んだ女の子に抱き付かれる。












「！」「？？？」「……！」「！！！」

　梓親衛隊の視線がすべて僕と、その女の子に集中する。

「先輩、演技ですよ、演技」

「は！　うん、ぼ、僕も会いたかったよ、智とも美み」

　抱き付かれる際、黒髪のポニーテールが手に当たりこそばゆい。心地よい髪の匂いが僕の鼻孔を更にくすぐる。抱き付いてきた彼女は相変わらずの、美少女であった。

　小さな顔、整った目鼻立ち。アイドルのような細い手と足、しかし痩やせすぎではなくうっすら脂肪を残し、柔らかさを失っていない。妖よう精せいが服を着て歩いている、と言っても過言ではないその容姿に、全員が息をのむのが分かる。智美ちゃんはさもいま気がついた、とでもいうように視線を僕の横の漫研部員に移す。呆あつ気けに取られている彼らに対し口を開く。

「こんにちは、皆さん初めまして！」

「初めまして～」

　ハキハキと告げる彼女に対して反応できない男達に対し、大河内梓は挨拶を返した。

「……あれ、貴方あなたその制服、高校生さん？」

「はい！　若わか宮みや大学付属高校三年生、荒あら木き智美と申します。今日は兄の武彦に用がありましてここに立ち寄ったんですけど……」

　彼女はそこでチラッと思わせぶりな視線を僕に送る。そして、自然に僕の腕を取り、手を絡ませてくる。

「あ、もしかして二人って……」

　そう言って彼女は含み笑いをし、僕らを指さす。

「えへへ！　はーい、付き合ってまーす！」

　その宣言に、呆然としていた梓親衛隊はさらに顎あごが外れるくらいに大きな口を開けた。

「あ、でも、健全な付き合いですよ？　そういうのは、結婚してからって、ね？」

「あ、ああ、僕が目標の会社に就職出来たら……結婚しようかって。まだ、先の話だけどね」

　智美ちゃんはいじらしい感じで視線を僕に投げかける。小悪魔か君は。

「……この間梓ちゃんの家にお邪魔した時に話した、彼女だよ」

「うわ～可愛いですー」

　ようやく事態を飲み込んだらしい親衛隊の面々の顔に安あん堵どの色が浮かんだのを、僕は見逃さなかった。僕は止とどめの言葉を投げかける。

「梓ちゃんも、早く素敵な人が見つかるといいね」

「あ、はい～。早くお二人みたいな付き合いしてみたいです～。大好きなお兄ちゃんの尊敬する人のカップルがこんなに素敵で、羨ましいです！」

　一瞬にして梓親衛隊の全員の目に生気が宿った。

「じゃあ俺も」「僕も」と言い出しそうな彼らをしり目に、締めの言葉を梓が発することで、この場の決着がついた。

「梓も、付き合う人とは結婚したいので、ちゃんと将来を考えている人がいいです！」

　はい、詰み。梓親衛隊は、それ以上何も言わなかった。彼らは無言でお互いに目を合わせ、深く頷いた。そして、そのまま自分達の部室に戻っていった。この言葉で、彼らの闘争はひとまず卒業までは先延ばしに出来た、はずである。

「これで……よかったんですか？」

　皆が去った後、小声で梓はそう言った。

「君たち、演技うますぎない？」

「えへへ、いきなりの電話だったけど、楽しかったですよ？」

　智美ちゃんは小さく舌を出し、笑顔で答える。

「……まあ僕の安全的な意味だけで言えば、オタって基本、リア充とは進んで絡まないから、大丈夫じゃないかなあ。それに、一応これで君のほうも猶ゆう予よが出来たでしょ？」

「はい、ありがとうございました！」

　根本的な解決は先送りにしている点に関しては、言及しないことにする。それは、彼女が頑張って解決して欲しいものだ。

「でも……」

　梓はそういうと少し落ち込んだ顔をする。

「解決したのはうれしいけど、大好きな皆に噓つくのは、ちょっと辛かったです」

「……割とノリノリで演技してなかった？」

「酷ひどい！　これでも必死だったんですよぅ!?　逆にこれがバレたら皆をまた傷つけちゃうじゃないですか」

　時には、優しい噓っていうのも必要だろう。この作戦を最初に話した時、同じように彼女は若干難色を示したのだ。好きな人達に噓をつくのは辛い。シンプルだが、真っ当な答え。しかし、僕は説得した。恋愛ごとは、綺き麗れいごとだけでは済まされないことは姉を見ていて良く分かっていたからだ。

「……気に病まないで、今回は僕に責任押しつけていいから。僕が自分の安全のために、君を利用した。君のこと勘違いして悪く決めつけてた罰っていうか」

　僕のその言葉に完全に納得したわけではないだろうが、彼女は暫しばらくして、小さく頷いたのだった。

「さて、じゃあ戻るか……」

「あ、あの！」

　僕が凜しけんの部屋に戻ろうとすると、梓に呼び止められる。

「なに───」

　振り返った、その時───。

「おぶうっ!?」

　右ほほを思いっきりぶっ飛ばされる。

「お兄ちゃん!?」

「な、何すんだ武彦!?」

　何事かと前を見ると、凜しけんの扉の前に仁王立ちの武彦がいた。

「武彦ではない……お兄様と呼べっ！」

　そういう武彦は両手をわなわなと震わせながら、涙を流し、こちらを睨んでいた。

「お、お前もしかしてそこから聞いてたのか!?」

「聞いてたも何も、俺の美しい妹の声を聞き逃すか！　他の言葉はあまり聞こえなかったが、『付き合っている』だけは地獄の底からでも聞き逃さん！」

　あ、これあかん。肝心なところ聞きのがされているパターンや。

「武彦、違うってこれは……」

「お兄様だって言っただろ！」

「ぐわしッ!?」

　僕は反論も反撃も許されないまま、武彦に首根っこを押さえつけられた。く、苦しい。

「いいか！　いくら親友だとはいえ、この天使のような我が妹とお突きあい……じゃないお付き合いする気なら、お前を妹に相応ふさわしい男に鍛えねばそんなもの認めん！　覚悟しろ！　妹じゃなかったら俺がお付き合いしたいのに！」

　問題発言だろそれ。

「べ、別に相応しい男なんて武彦が選ぶ道理はないだろ？」

「ある！　大いに、ある！」

「……何だよ一体？」

「悔しい！」

「は？」

「俺が将来彼女連れで蓮司きゅんとダブルデートするときに、彼女のレベルが負けてる可能性が高いのは嫌だ！」

「しねえよそんなデート！」

　全員呆あきれ顔で武彦を見つめる。一際冷ややかな視線を送るのは、当然のように妹の智美ちゃんであったことは言うまでもない。













　あの告白騒動以来、漫研が一時的な休戦状態になり、見た目平和な日常を取り戻していた。変化といえば、梓あずさ親衛隊が僕を完全に無視してくれるようになった。リア充とは口を利かないと心に誓っているらしい、子供か。露ろ骨こつに嫌われたもんだなあと思うが、関かかわりが断てたのは大きい。これで僕に被害がくることは今後ないだろう。まあ今回の被害らしき被害といえば……武たけ彦ひこに勘違いで殴られ顔に出来た青あざくらいなものだ。武彦はそのあと、妹の智とも美みちゃんにしこたま怒られていた。そして智美ちゃんからは……。

　僕はスマホの画面に映る、ＬＩＭＥライミーの友達欄を見る。智美ちゃんのアカウントがそこに追加されていた。

「また今度お詫わびするので、どこかに遊びに行きましょうね！」との言葉と共に、連絡先を交換したのだ。兄の不始末のお詫びなのか、それとも少しでも僕に気が……。まあそれは、置いておいてこうして美少女と、メッセージを交換しあう仲になれたのは喜ばしい限りだった。智美ちゃんとは実際兄の武彦を交えてなら何回か遊んだこともあるし、長年の付き合いから小さい頃のこともよく知っていた。彼女が小さい頃は一緒によく喋しやべった気がする。何を話したのかは全く覚えていないのだが。

　肝心の大おお河内こうち梓のことだが、彼女とは大学では軽い挨あい拶さつを交わす以外はあまり交流していない。話しすぎて変に周りにボロが出ても困るからだ。

　結局彼女とは、相変わらずゲームの大会の時に交流するのがメインだった。まあそれで何も困らなかったのだが。新たにカードゲーム仲間と、彼女候補？　を加え、僕の生活は平穏に過ぎるものと思われた。

　そんな時こそ、事件が起きるとも知らずに。




「よし……やるぞ！」

　いつになく今日は調子が良かった。日曜日、地元の市民会館で行われたニンニンのトーナメントに、例の如ごとく僕は参加していた。今日の僕はなんと決勝に残る八名中、トップの成績で予選を勝ち抜いたのだった。

「すごいですね～」

　会議室二つ分くらいのそこそこ広い会場の片隅で一人気合を入れていた僕に、ねこぐるみこと大河内梓が話しかけてきた。例によって可か愛わいい帽子とサングラスをつけた怪しい出いで立たちで。

「今日は、相手の手が見えてるからね」

　過信ではなく、事実今日は相手のやることが察知できていた。年に数回、プレイヤーには調子の良い時はあるものだが、どうやら僕には今日がその日らしい。

「この調子で優勝ですね！　そして初のプロツアー！」

「……ま、調子に乗らないで頑張るよ」

　あまり浮かれてばかりもいられない。すぐに決勝が始まるのだ、気のゆるみはミスプレイに繋つながる。今回の大会で優勝すれば、なんとニンニン公式のプロツアー参加権利を得られるのだ。

　プロツアーとは海外を回りながら対戦し、上位入賞者には賞金が出る強豪が集う大会である。これに参加することが、一つのステータスなのだ。僕にとっては『ある夢』を実現するための第一歩になるかもしれないのだ。僕は気合を入れてほほを叩く。

「梓は逆山ですから、当たるとすれば決勝ですね～」

　そう、気を抜くわけにはいかないのだ。まだ、最大の強敵が目の前にいるのだから。

「それでは決勝の八名集まって下さい！」

　審判の声が会場に響く。

「では、決勝で！」

　梓は敬礼をして足早に会場の真ん中に作られた決勝戦用の机に向かって走っていく。僕も、負けるわけにはいかない。今日こそは彼女にリベンジするのだ。

　あの例の告白事変以来、彼女との距離は縮まっていた。わざとらしい行動も、それが彼女の素なのだと思えば気にはならなくなってきたのだ。つまり、慣れたわけだ。苦手意識が薄れた今なら、下手に気負い込むことなく向き合うこともできるかもしれない。

　しかしまずは、彼女に勝つ前に、目の前の一戦である。決勝に進まないことには話にもならない。僕は意を決し決勝の白いテーブルへと歩みを進めた。

　決勝戦はドラフト戦である。

　ドラフト戦というのは、一パック、一五枚一組のカードのかたまりから一枚ずつピックしながら隣のプレイヤーに渡し、デッキを構築していくという競技だ。これを都合三回繰り返し、完成したデッキで対戦していく。

　出たカードを記憶し、誰に何のカードが流れたのか、そしてどんな構想のデッキを作っているのかを推測し、自分に有利になるようにことを運ぶのが肝になっている。

　僕と梓は横並びに座った。

　この時注意しなければならないのは、彼女と色が被かぶらないことだ。色が被るとは、ニンニンでは六色の忍者軍団が色分けされカード化されているのだが、隣同士で似たような色構成でデッキを作ってしまった場合、被ったことで二人とも必要なカードを集めきることが出来ず、共倒れになるような事態をいう。

「ねえねえ、ホントに残っちゃったね、どうしよっ!?」

「ま、俺様が貰もらったようなもんだぜ」

「そこ、隣とは喋らないで！」

　僕らの対面に座っている男女のカップルらしき二人が注意を受ける。あちらも偶然にも知り合い同士が隣り合ってしまったのだろうが、当然相談などはご法度だ。

「では回してください」

　審判の掛け声でカードを取り始める。

　お、これ最強カードじゃん！

　僕の初手には今大会の使用可カード内では最強の黒忍者のレアカードが含まれていた。迷わずピックするが、問題は隣と色が被らないことだ。最強の黒忍者を引けたのは良いが、彼女が黒を使ってしまったら、僕のデッキの力は半減してしまう。祈りながら、僕は彼女にカードを回す。

　順調にピックが続き、僕の心配は杞き憂ゆうに終わったことを確認する。彼女は僕と真逆の色をしっかり選択し、デッキを作っているようだった。二回目、反対回りになった際に、彼女からは僕の欲しい強カードを多数流してくれた。僕はそれを察知し、最後の三回目では意図的に彼女の欲しいであろう色の強カードを流した。協調しつつ、二人とも満足のいくデッキを作れたと確信する。そのぐらいの、阿あ吽うんの呼吸だった。

「これいるかい？」「あ、はい！　ではこれをどうぞ！」「これ渡すと、戦う時にきつくなっちゃうけど……あげる」「良いんですか？　う～んじゃあこっちもどうぞ！」「え、でもこれ、君も使えるオールカラーカードでしょ？」「良いですよ。だって、梓のカードはもう足りてますから！」

　言葉には出さないが、そういうやり取りが場で交わされていた。一言でいえば、気持ちよかった。お互いがお互いの必要なものを補完しあい、高め合っている。何も言わずともそれが出来る。まるで───。

「───え」

　思わず声が漏もれた。その声に反応したのか怪け訝げんそうな顔で僕の顔を覗のぞき込む梓と目が合い、僕は目をそらす。

　───彼女を、信頼しているのか。

　頭の中で即座に否定しようとしたが、無理だった。彼女と知り合った後も、何回も対戦し、帰りにカード談義をし、そのおかげか腕前をあげ、こうして同じ舞台で戦えている。そのことが嬉うれしくなかったかと言えば噓うそになる。

　考えてみれば、僕だってボッチプレイヤーに近い。特定の店で遊ぶわけでもなく、仲間らしい仲間はいなかったのだ。そういう意味では、彼女は得え難がたい友人なのやも、いやもしかしたら彼女は───。

　急に恥ずかしさがこみ上げてきた。動揺を悟られないように、僕は彼女にさっとカードを渡す。そしてピックはつつがなく終わった。

　正直に言う。一言、楽しかった。今までのドラフトの中で、最も上手く終わったのではないかと思えた。

　隣の梓を見る。彼女も僕を見て、一瞬笑顔を見せる。そして、小さく手を振って、自分のデッキを作るために指定された席に移動していった。そう、これが終われば、もう敵同士なんだから。彼女との信頼で作り上げたこのデッキなら、きっと勝ち抜けるはず───僕は彼女と目を合わせず、席を立った。




　驚くほどあっけなく、僕は決勝の席に座った。緊張もあり、ミスプレイもあったが、何よりもデッキが強すぎたのだ。あとは逆の山から登って来る対戦相手を待つだけだった。お互いが協力し合って強くしたデッキは、恐らくこの八人の中で一、二を争う強さを持っていることは想像に難かたくない。順当にいけば、いやほぼ確実に彼女はここまで勝ち上がって来るだろう。僕は準決勝の彼女の試合が行われているテーブルの方を見る。人だかりが出来ていて様子は見えない。どうせ、上がってくる。見る必要はない。顔が熱い。僕は外に出て、洗面所に向かった。

「よし」

　冷たい水で顔を洗うと、ようやく心が落ち着いた。

　もう緊張はしていない。彼女のおかげで強くなり、こうして彼女のおかげで、決勝に残ったのだ。恩返し、というわけではないが、この最高のコンディションの中で彼女にぶつかって、そして勝つ。いつもシルバーコレクターで、一歩抜け出せない自分をここで返上する。

　そう決意して、会場に戻ると、おお、という歓声が上がった。勝負がついたのだろう。ねこぐるみ───梓が人をかき分け、こちらに歩いてきた。

「よ、おめ───」

　そう言って手を上げたところ───。

「えへへ、負けちゃいました」

「───」

　彼女はバツが悪いように、はにかみ、自分の頭をこつんと叩たたいた。

　何で、梓が負けたんだ？

　戦いを眺めてはいなかったからどういうことが起きたのか、全く分からない。ただ、彼女が負けるなんて信じられなかった。決勝の僕の対戦相手は───対面の五う月る蠅さかったあのカップルの男だった。

　戦う前だから、僕は彼女にアドバイスは求めなかった。彼女もそれは当然分かっていたので、僕を「頑張ってください！」と笑顔で送り出しただけだ。

　思いもしない展開に、心がざわついているのが分かる。落ち着け、こんなことで動揺して負けたら意味がない。とはいえ、どうして彼女が負けたのか全く理由は分からなかった。あの対戦相手の男の腕前が梓に勝っているとは思えない。となれば……何か不測の事態が？

　考えてもしょうがない。僕は気を取り直して決勝の席についた。しかし、彼女の負けた理由は、戦ってすぐに判明した。

「うえ……」

「秘技・分身の術で全員を＋５して攻撃！」

　強すぎる。

　プレイが、ではない。デッキ、すなわちカードの質が段違いだったのだ。僕らもこの八人の中では上位のデッキだという自負はあった。しかし、相手のデッキはそもそもの質が違った。そして、あっという間に対戦は終わった。僕の、完敗という結果で。

「やった～！　アスカくん最高！」

「ＹＥＡＨ！　やったぜショウコたん！」

　そのカップルはハイタッチを交わし、人前にもかかわらず、熱い抱ほう擁ようをした。

　クイ、クイ。

「でましょ、蓮れん司じさん」

「あ……」

　見れば梓が僕の袖を引っ張っていた。僕は、呆ぼう然ぜんとしたまま、彼女に手を引かれ、会場を後にした。僕は彼女の後を、もう薄暗くなってきた並木道を、無言でついていく。

「……」

「蓮司さん？」

「……あ、ああ」

「しょうがないですよ、あれは」

　彼女はそう言って肩を竦すくめる。

「実力でも運でもない、完全な事故レベルの対戦ですから」

「……何だよ、あれ」

　納得がいかない。

「僕ら二人のデッキは、お互い協力して、かなり強くなったはずだ！　でも、何で、あいつのデッキはそれよりも強かったんだ？　僕らは、ちゃんと協力出来てたよな？」

「はい！　それはもうバッチリ！」

　Ｖサインで彼女は答える。

「だろ!?　あんだけ上手くドラフトできたことなんて今までなかった、それなのにあいつのほうが強いなんて……どんだけ運がいいのか、それとも周りがザルだったのか……」

「そうですよ」

「え？」

「正確に言うと、隣のあの彼女、ショウコたんとかいう子が、ですけど」

「……どういうこと？」

「彼女、ほぼすべてのレアや強カードを隣の彼氏にスルーして、自分のデッキ作りを放棄してたんです。強いはずですよ」

「はああああああああああああああああああああああああ!?」

　何だよそのイカサマみたいなことは!?

「彼女がベスト８に残ったのは偶然でしょうけど、多分、彼氏に無条件に全部良いカードを渡したんじゃないですかね。現に、準々決勝で当たった彼女のデッキは相手にもなりませんでしたし」

「……ずりぃ……」

　そんなことで負けたのか、僕ら二人は？

「まあ、こんな時はパーッと美お味いしいものでも食べて忘れちゃうのがいいですよ。次、頑張りましょう！」

　そんなことでまた勝ち切れなかったのか、僕は。

「蓮司さん？」

「ちっくしょう……」

「そんな怖い顔しないで～、こういう日も……」

「こういう日ばかりなんだよ！」

　自分でも、驚くぐらいの大きな声を出していた。

「……大丈夫ですか、蓮司さん？」

　心配そうな顔で梓が覗きこんでくる。駄目だ。自分でも自制が利いていないのが分かる。今、口を開いたら───。

「大丈夫なわけないだろ！」

「っ！」

　止やめろ。

「自分の力が足りないなら納得いくよ！　でも、どうしてこんな───、あんなに上手くいった大会なんてなかった。コンディションも万全だった。今までで一番の出来だったのに、何でそれでも僕は……」

　抜けられないんだ！　僕はいつまで、あと一歩を取り続ければいいんだ？

「蓮司さん、そういうこともありますよ。次に頑張れば……」

「……何で、負けたんだよ」

「え」

「何で負けたんだよ、君に勝ってリベンジする。そのつもりでやってたのに、何で僕らはあんなのに負けなきゃいけないんだよ！　君も、僕も！　事故とか！　運とか！　そんなんで片づけられるか！」

　気がついたら、僕は駆け出していた。

「あ、蓮司さん！」

　僕はもう、彼女を振り返らなかった。




　マンションに一人、姉が出勤した後も、僕はまだ自室に残っていた。今日は大学に行きたくなかった。理由は簡単だ。

　自己嫌悪。

　彼女に酷ひどいことを言った。自分のやるせない気持ちを彼女に押しつけただけの酷い言い草。勝手に盛り上がり、勝手に萎しぼんだ、それだけのことなのに。

　それでも、黙々とやるしかないなんてことはわかっているけど、昨日はその決意が、ポキリ、と折れてしまった。自分が弱い、だけなのに。もっと安定して勝てれば、上の大会に出られるのに。それをたった一回、最高に上手くいったそのチャンスを活いかせなかったからって、何で彼女に当たらなければならなかったのか。

　八つ当たりだ。そんなことは分かっている。自分の青臭い部分を認め、それを彼女に謝罪しなければならない。

　だからこそ、気まずい。今まで踏み込まず、彼女とは一定の距離を取っていたはずなのに、それを僕のほうから崩してしまった。これからどう接していけばいいのか良くわからない。

　彼女のほうもビックリしただろう。いきなりあんな理不尽な切れ方をされては。

　今頃は、きっと彼女は大学で漫研部員達と楽しく会話でもしている頃だろう。彼女の楽しい世界に踏み込んで、こっちの謝罪を一方的にするのも気が引けたし、そもそもがこれは、二人の秘密なのだ。

　楽しく彼らと会話している彼女の笑顔が浮かぶ。何だろう、この疎そ外がい感かん。

「……はぁ」

　ピンポーン。

　その時、玄関のベルが鳴る。

「は～い……」

　こんな時間に誰だろう？

　疑問に思いつつも、重い足取りで玄関へと向かう。

「どちらさま……」

　扉を開けると、僕は絶句した。

「あ、居た。蓮司さん！」

　そこには、いつも通りの笑顔で佇たたずむ、大河内梓が立っていた。




「はい、お茶」

「あ、お構いなく！」

　疑問を嚙かみ殺しつつ、僕はマンションの居間に彼女を通した。目の前のソファに彼女はちょこん、と座っている。なぜここに？　と僕が問う前に彼女は口を開いた。

「あ、場所は智美ちゃんに聞きました！」

「なぬっ!?」

「武彦さんに聞いたら男女的なことを疑われちゃうじゃないですか～。だから妹さんにお願いして～」

「いやいや、それも十分疑われるんじゃないの？」

「あ、念を押しておきましたから、これは男と女の問題だって！」

　それ、勘違いされるやつじゃん？　気を取り直し、僕は質問をする。

「まあその、いいの？　学校とかその、漫研の方は……」

「はい、だって、それよりもっと大事な話がありますから」

　笑顔を崩さぬまま、彼女は僕の目をまっすぐ見つめる。冷汗が背筋を伝う。

「あのさ……その、昨日のあれは……」

　言い出せない。くそっ……意い気く地じなしだ、僕は……。

　グイッ。

「!?」

　温かい感触───梓が、僕に抱きついていた。

「は……」

　声を出そうとしたが何もでない。そのまま、どうしたらいいのか。時間だけが過ぎていった。

「……落ち着きました？」

「はい？」

「何かあったときは、こうすると落ち着くってお母さんが梓にしてくれたんです。ね、効くでしょ？」

　そういうとパッと彼女は僕から離れた。彼女の体温が、まだ僕の身体からだに残っていて、心臓を跳ねさせる。

「おま……そういうのはホイホイと男子にしていいことじゃないだろ！」

「え～！　でも、よくやりますよ？」

「ふ、ふしだらだ！　漫研の男子にもしてるのか？」

「え？　してませんよ～。お母さんとかお父さんとか、女子の友達だけですって」

「わ、分かってるなら何で僕に……」

「お母さんが悲しい顔している人にはしてあげなさいって、それが大事な人ならなおさらって言われただけですよ？」

「大事な人って……」

　胸が早はや鐘がねのようになり続ける。まったく落ち着くとは逆の効果でしかない。

「……初めての」

　ごくり、と唾つばをのみ、彼女の言葉を待つ。

「カード友達じゃないですか！」

　ですよねー。

「ですから蓮司さん」

　そう言うと彼女は深々と頭を下げた。

「ごめんなさい」

「え───」

「梓、失礼なこと言いました。だから、ごめんなさい」

「いや、謝るのは僕のほうで───」

「え、そうなんですか？」

「そ、そりゃそうだよ！　だって僕が負けた腹いせを当事者じゃなくて、君に───大河内さんにぶつけちゃったんだから……」

「いいえ？　怒ってませんよ？」

「へ？」

「だって、梓、蓮司さんの気持ちわかってあげられなかったんですから」

　申し訳なさそうに彼女ははにかむ。

「梓、ぶしつけなこと言っちゃったって、気づいたんです。自分は勝ち残った経験があるのに、それをしたくてしたくて堪たまらない人の気持ちを逆なでするようなこと言っちゃったって。次頑張ればなんて、軽い気持ちで」

　彼女の顔にはもう、笑顔はなかった。

「ごめんなさい」

　彼女はもう一度深々と頭を下げる。

「良いって！　……だって僕だって悪かったんだし。……ごめん」

「あ、でも一つ訂正しても、いいですか？」

「え、何を？」

「怒ってませんと言いましたけど、実はあのカップルには割と怒ってます！」

「そっち!?」

「あれ？　蓮司さんもじゃないんですか？」

「……いやまあ確かに腹は立つけど」

「ああいうのもルールの範はん疇ちゆうで行われたらしょうがないからって、梓、諦あきらめてましたけど、でも蓮司さんに言われてはっとしました。『何で、負けたんだよ』って」

「あ、いやそれは……」

　これ、やばい流れのような。

「あれで梓、蓮司さんの気持ち、わかっちゃいました」

「え、それって……どういう」

　自分でも、彼女に対して言ってなかった言葉を、やはり気づかれていた？

「わかってますよ、嬉うれしかったです。梓のこと、認めて下さってたんですね」

　どきん。

「あんな台詞せりふ、どうとも思ってなかったら言わないですもん。ありがとうございます！」

「あーうん、まあその……」

　ずい、と一歩前に彼女が近づく。潤んだ瞳ひとみで、僕を見つめてくる。やばい、何でまた胸の鼓動が早くなってるんだろう？

「本当に、嬉しいです。梓を───」

　ドキドキ。

「こんなに大切な」

　ドッキンドッキン。

「強敵ライバルだと思ってくれて！」

「───ん」

「強敵と書いて、友って呼ぶ奴ですよね!?」

「うん、まあ、そうね」

　目をキラキラさせて彼女は嬉しそうにそう語った。

　そう、僕が彼女のことを、そういう位置づけに置いているのは間違いない。暫しばらく一緒に大会に参加し、週末をカードゲームで過ごす間に、彼女に対する信頼や尊敬の念が生まれていたのだ。

　でもそれを悟られてしまったのは、なんというか不覚だった。ああ、恥ずかしい。

「そりゃあ、そんな風に思っている人が負けたら悔くやしいですよね。蓮司さん！」

「詳しく説明せんでいい！」

　恥ずかしすぎて、まともに顔を見られない。一人、彼女はソファの上でぴょんぴょん跳ねながら喜んでいる。

「もう～ちゃんと言ってくれれば良かったのに～」

「あーはいはい、強と敵も、強と敵も」

「心を込めて、もう一回！」

「……はよ帰れ、もう」

　疲れた。

「あ、でもあの時はああ言いましたが、梓も実は負けて割と悔しいです。やっぱりガチ勢なんで」

「じゃあ、何で気にしてなさそうな感じで言ったの？」

　そう言うと彼女は口を突き出し、むくれた感じで、

「負け惜しみですよ～だ！」

　い～っと歯を出し怒った振りをする。いや、案外本気で腹を立ててるのかもしれない。

　その姿を見て、ようやく僕はすっと胸のつかえが取れた。

「……わかった。今日はありがとね。でもそろそろ帰ったほうが……」

　今回のことに関しては、完全に感謝しかないが、用事が終わったのなら、帰ってもらうのが良さそうだ。というか、万が一にもマンションに女を連れ込んだところなどを姉に見つかるわけにはいかない。姉は偶たまに早引けすることもあるのだ。

「あ、ちょっと待ってください！　まだ用事が一つ！」

「え、何？」

「リベンジですよ、リ・ベ・ン・ジ」

　そう言うと彼女は一枚のチラシを僕に見せてきたのだった。




　日曜日、晴天。前回の大会と同じ会場で僕らは朝早くから集まっていた。

『ニンジュツ＆ニンジャーズ　双竜戦会場』

　市民会館の今日の催もよおし物ボードには、そう大きく書かれていた。

　双竜戦───そう、これはニンニンの、二人一組で挑むペアマッチなのだ。

「梓、あの二人が話しているの聞いたんです。来週も二人でがんばろっ、って言ってたの。きっと、これですよ」

　この大会のチラシを見せてきた彼女はそう言った。

「リベンジできるとは、限らないじゃん。当たらないかもしれないし」

「でも、ペアマッチは参加者も普段よりは減りますから、当たる可能性もそれなりにありますよ。それに優勝すればあの人たちより私達のほうが上だったって証明になりますよね？」

　理屈の上では、そうだ。

「あれは彼氏のデッキだけが偏かたよって強かったんですよぅ。私たち二人の力が合わされば、きっとあんなのに負けない、そう思いませんか？」

　そう言われて、引き下がれるほど、男はすたっていなかった。改めて、僕が目をあけると、隣には、今日の僕の『相棒』、大河内梓が控えている。

「やってやりましょう！」

「お、おう！」

　彼女に突き出された拳こぶしを見て、僕はぎこちない感じで自分の拳を合わせた。




　ペアマッチのデッキは、事前に配布されたいくつかのカードパック（当然中身はランダムで運要素はあるが）を使い二人分のデッキを作ることになる。そして、試合は一戦のみで決着し、お互いのライフは共有される。つまり、どちらかだけがやられる、というような状況はない。死ぬときは一緒なのだ。これは、ある程度の運と、限定されたカードの中からお互いが力を出せる最適のデッキを創り上げ、そしてそれをちゃんと使いこなせるのか、というゲームである。

「これ入れて」「いや抜いて」「あーだこーだ」「にんともかんとも」等々、ここだけに留とどまらず、各所から同じような呟つぶやきが漏もれる。そんな中。

「きゃ～～～やった！　これ最強カードじゃない!?　褒めてアスカくん！」

「流石さすがだぜ！　ショウコハニー！」

　一際大きな声で、デッキ作りに勤いそしんでいるカップルがいた。

「いましたね」

「ああ」

　僕らは同時に頷いた。

　やったろうじゃん。

　僕は彼らを一いち瞥べつした後、自分たちのデッキに向き合った。




　当然といえば当然というか、僕らはあっさりと、決勝に残ってしまった。出たカードが強かったおかげもあるが、ハッキリ言って味方になった梓ほど、頼もしすぎる相手もいなかったのだ。

　そして、普段梓がどんなタイミングで何を考えプレイしているのかが分かったことも、僕にとっては収穫だった。相手の嫌がることを嫌がるタイミングでしっかり実行し、不測の事態に備えある程度の保険をかける。ただそれだけのことなのだが、それをしっかりとこなし、僕が口を挟むところなどほとんどなかった。そのせいもあってか、僕の役割は彼女のサポートに終始していた。そして、決勝に至るまでに、例のアスカ＆ショウコとも当たることはなかった。となれば、当然目の前に座るのは───。

「いやっふううううう～～～～！　今日も勝っちゃうぜえええええ！」

「いや～んアスカくんつおーい！」

　期せずして、最高のリベンジの舞台は整った。決勝の相手は、目の前で調子に乗っているこの二人だった。既に二人は目の前でべったりとひっつき、ラブラブオーラをあたりにまき散らしている。見ている観客も完全にお腹いっぱい、胸焼けで呆あきれており、大半が僕らの応援、という空気になっていた。

「なんか～感じ悪～い」

「はっ、勝てばいいんだって！　ほら、こいつら先週俺様に負けた雑ざ魚こちんじゃん。楽勝、楽勝」

　ここまでテンプレな煽あおりが入れられることに逆に感動する。今更ながら、先週負けたことがより悔しくなってきた。

「怒ってませんか、蓮司さん」

「あ、いや……冷静にならないとね」

「梓、怒ってます」

「え」

「勝ち負けは結果ですから仕方ないかもしれませんけど、戦った、一緒に遊んだ相手をリスペクトできない人たちは、大っ嫌いです！　やるからには皆で楽しくやる、勝っても負けても、それがゲームですもん！」

　梓は燃えていた、多分僕以上に。なら、僕もそれに応こたえなければ。

「勝とう」

「はい！」

　僕らは決意を込めて決勝のテーブルについた。




「へへ～ん、大だい陰おん陽みよう忍者で攻撃！」

「畳たたみ返がえしでガード！」

　場は一進一退、微妙な膠こう着ちやく状態に陥っていた。全体的なカードの強さは、悪いことに相手が上回っていたが、相手のミスとこちらの正確な対応により、上手く凌しのいでいた。

「あ～ん、ムカつく～」

「待ってなってショウコたん。俺様がすぐに蹴け散ちらしてやっから」

　攻撃を止められたショウコたんはご立腹だ。その彼氏アスカは何やらカードを手札に溜ため込んでいる。

「出し惜しみか……なら」

　僕の手番になり、場においた忍者を強化し、攻撃を開始した。

「いや～ん、何よもう！」

　ショウコたんの忍者は殲せん滅めつされ、場は圧倒的にこちらに有利に傾く。

「よし、これもだ！」

「あ……蓮司さ」

　僕は場に手札のすべての忍者を呼び、総攻撃の準備をした、しかし……。

「はっは～～～ん」

　アスカが、勝ち誇ったようにこちらを見ていた。

「やっぱ雑魚は雑魚だねえ、喰くらえ、大花火玉！」

「げ」

　大花火玉───場にある忍者すべてを破壊してしまうレアカードだ。というか、そんなの引いてたのかよ!?

　僕は手札を空にした挙句、その一枚のカードで場の忍者を全すべて失ってしまった。つまり、ほとんどもう、このマッチで役に立たない。

「───ご、ごめん」

「仕方ないです、やっちゃったことは」

　隣にいる梓を見たが、彼女はもう既に場に集中していた。そう、さっき彼女が言いかけたのは、このことを警戒していたんだ。くそっ……あれだけ偉そうなことを言っておいて、足を引っ張るなんて……。思わず目を瞑つぶりたくなる。

「おらおらおらおらおら！」

　アスカが場に手札で溜め込んでいた忍者カードを送り出す。このために、手札を蓄たくわえていたのか。レアカードだから持ってないなどと無警戒に手札を使いすぎたのが悔やまれる。くそ、どうすれば……。

「大丈夫、任せてください」

　梓はいつものように、笑顔でそう宣言した。いつも大学内では信用ならないと思っていた彼女の言葉も、今だけは信じられた。僕は彼女を信じ、有効な手札が溜まるまで堪えることにする。

　暫くは相手の猛攻が続く。じわじわとライフを削られていく。しかし、彼女は決め手だけは与えない。際で凌しのぎ、丁寧に、防御と忍術カードで相手の忍者を消していく。

「うっっぜえええええええなあ!?　じゃあこれだああああ！」

　満を持して、アスカが強力な忍者を投入した。あれに攻撃されれば、僕らは負けになる。それに対処できる手段は僕の手札にはあった。しかし───。

　何か、おかしい。

　彼女の、ショウコたんの手札が、妙だ。先ほどから特に何をするわけでもなく自分のターンを終了させている。すべて彼氏任せである。何かこの違和感を解決するヒントがどこかにあるのではないかと僕は場を見渡す。もしかして……。

　そして、ターンが再びアスカに戻る。

「大将軍忍者で攻撃！　おら、死ねええええ！」

　僕は手札から、一枚のカードを取り出す。

「忍術・心移りでその忍者のコントロールを得ます」

　僕は一ターンだけ相手の忍者を操ることが出来る忍術を使用した、すると───。

「はい、ざんね～ん」

　ショウコたんが、僕に手札を見せる。

「それ、封印しちゃいま～す」

　彼女は忍術を防ぐカードを使用する。

　そう、つまり彼女は手札に『相手の行動を妨害するカード』を積んでいるデッキだったのだ。ゲーム終盤になって、ここぞという時に使うために手札として溜め込み取っておいたのだろう。だから、暫く何も行動を起こさなかったのだ。

「……だろうね」

「はい？」

　そんなことはわかっていた。僕は次の手札を切る。

「忍術・忍び手裏剣でその忍者を破壊───」

「だから無駄よ！　はいまた防いじゃう～♪」

　再び防御カードを展開するショウコたん。ならば───。

「じゃあこの忍術・火炎───」

「はい、それもだめー！　ふふん、これでまた手札ゼロね！　お疲れさま～」

　そういう彼女の手札も、これでゼロになる。

「……よし」

「はい？」

「よかった、それ防いでもらって」

「何よ、負け惜しみ───」

「だって、本命はこっちだから」

　僕は手札を使い切った、が───。

「ありがと、蓮司さん」

「あとは、任せた」

「え？」

「僕は捨て駒だよ、本命は───」

　そう言うと梓は一枚の手札を切った。

「げ！」

　アスカが飛びのく。梓が使ったのは相手の忍者を破壊して、その強さの分の忍者を場に出す忍術カードだ。

　そう、すべてはこれを使うための伏線だったといっていい。相手の一番強力なカードを潰つぶし、場には大量の忍者が投入される。これを防がれたくないから、僕から先に手札を切ったのだ。それをショウコたんが無計画に全部潰すから、最も効果的なカードが通せたのだ。

「相棒の、差ですね！」

　次の僕らの手番がくればこの忍者達で攻撃して終わる。よし───もう九分九厘、僕らの勝利───。

「ま、まだだもん！」

　負け惜しみかショウコたんが叫ぶ。

「ちょ───」

　アスカが驚いたような声をあげる。僕は思わず目を見張る。

　まさかここから逆転するカードなんてあるわけが───。

「大花火玉！」

「ええええええええ!?」

　二枚目!?

　場を一いつ掃そうするリセットカードがもう一度飛んできた。そんな馬鹿な。何百枚とあるカードセットの中で、そんな強力なカードをもう一枚もっているなんて……。

　場がリセットされ、絶望的な空気が僕らを包む。なぜなら、その後に展開されたアスカの忍者を倒せるカードが、もう僕らのデッキに入っていないからだ。そして、それに対抗するべき忍者カードもほぼ尽きている。アスカの忍者より弱い忍者しかもう僕ら二人のデッキには入っていないのだ。

　ここまできて、負けるのか？

　僕らは精いっぱいやった。しかしこのペアの運に負けようとしている。気が付けば強く、拳を握りしめていた。

　───悔しい。

「まだですよ」

「え？」

　僕は隣にいる梓の顔を見た。そこには落胆など微み塵じんもなく、ただ闘志の宿った瞳と笑顔がそこにあった。

「条件は同じですから」

　すべては言えないから察してくださいね、と思わせぶりな目配せが彼女からされる。カードの残り枚数は相手も少ない。今あるものだけでしか勝負はつかない。そうか、それは相手も同じか。なら───。

　僕は不敵な笑みを相手に向けた。もう絶望の表情なんかしない。そう決めたから。

「忍術・二の巻でカードを二枚引きます」

　有効カードはデッキにはもうない。しかし僕は今引いたカードを引く忍術で手札を増やすことにした。対して梓は───。

「土ど遁とん忍者カードを場に伏せますね～」

　これは裏返しに場において、忍者同士の戦闘時に表を向けることが出来る特殊な忍者カードだ。いざ戦闘になるまで何が出るかは分からない。戦闘にならなければ低い攻撃力のままという強いかも弱いかもわからない札だった。しかし、僕は中身を知っていた。中身はどうということはない、弱い忍者なのだ。攻撃されれば、吹き飛ぶだろう。

　ここからは慎重かつ、大胆にことを運ぶ必要があった。僕は相手の一挙手一投足を見逃さぬように相手の手に集中した。カードを相手が引く、その目線がどこを向くのか見守る。有効カードを引いたのか、どうでもいいものを引いたのか。相手を観察していて、良く分かってきた。癖くせや、そういったものが。無駄カードを引けば眉まゆを顰ひそめ、忍者カードを引けばおのずと同じ忍者カードを見る。そしてこちらの忍者を消せそうなカードを欲しそうに、つい使ってしまったカード置き場を眺めてしまう。そう、相手はこんなにも分かりやすいサインを常に出し続けていたのだ。

　これが梓の見ていた世界の一端だ。こんな分かりやすい相手もそういないが、人間は得てして意識しなければ中々そういうことに気がつかない。そう、これはコンピューターゲームなのではなく、人間同士の戦いなのだから。そしてだからこそ、僕らにはまだ勝機があった。

　梓は二枚目の土遁忍者を伏せる。僕は相手にも分かるようにカードを使う素振りをする。「いつでも、使えるぞ」と。

　そう、僕らは今、ブラフを敷いていた。攻撃させないように、場を複雑にしていた。あるかもしれない手札を。相手を倒せるかもしれない忍者を。僕らは自信満々に場にそれらを見せつけていた。

「ね、ねえ早く殴ってよ！」

「お、おう……」

　ショウコたんがアスカに懇願する。しかしそのタイミングで僕は不敵な笑みを浮かべたままカードを一枚握る。当然梓も同じだ、待ちかまえ、僕らは笑みを崩さない。

　ここ終盤に来て、何かリアクションされれば負けるであろう状況で、相手に一○○％の勝ちを確信させないことだけを僕らは徹底した。

　そしてそれは───実を結んだ。

「……あれ、引くまで待と？　引けば安全に勝てるんだから」

　そうアスカは隣のショウコたんに言った。不承不承という風に彼女は口を尖とがらせたが結局それに従った。彼らは引いたのだ。有効な安あん全ぜん牌パイを引くまで。

　なら話は簡単だった。それが来るまで攻撃はこない。と、いうことは逆を言えば……。

「じゃあ、私の土遁忍者で攻撃しま～す」

　何と、絶対に相手に勝てない忍者で堂々と梓は攻撃を始めた。防御されたらかなわないにも拘かかわらず。

「と、通してやるよ」

　そして相手は防御をしなかった。まだライフに余裕があるうちなので下手に防御して自分のユニットがやられることを拒んだのだった。一度ブラフが決まってしまえば後の祭り、数ターン彼は無防備にも殴られ続ける。

「ちょ、ちょっといい加減防御しようよ。そろそろ……」

「待てって言ってんだろ!?　あれさえ引ければいいんだからよ！」

　相手のデッキの残り枚数は二枚。そしてライフもあと僅わずかである。

「ひ、引けばいいんだここで。そうすりゃあ……」

　力を込めてカードを引くアスカ。場に緊張が走る。思わず手が震える。その手に何か温かいものが触れた。

「大丈夫です」

　梓の手が、僕の手を握っていた。

「ここまでやって引かれたら、カードの神様をぶん殴ってやりますから」

　その言葉と手の温度で、僕の震えは止まった。

　そして───有効なカードはついにアスカの手には引かれなかった。

「土遁忍者両方で攻撃！」

　僕らの最後の攻撃ターンが回り、アスカたちを攻撃する。

「ぼ、防御だ！」

　もはやアスカに選択肢はなかった。守らなければ僅かなライフを削られやられてしまう。表向きになった忍者カードを見てアスカ達は目を剝むく。

「ざ、雑魚カードぉぉぉぉぉ?!」

「で、でもそれなら返しの攻撃であたしたちが勝てるわよ！　守り切れるんだから……」

「そ、そうだねショウコたん。ハハ、ただの玉ぎよく砕さい攻撃か───」

　再び元気を取り戻し勝ち誇るアスカに───。

「だと思う？」

　僕は一枚の忍術カードを出した。

「あああああああああああああああああああああああああ！」

「忍術・貫き一いつ閃せんを使います。これは相手の防御した数の忍者分のダメージを直接相手に与えます」

　防御されてしまった弱い忍者はやられてしまうが、代わりにダメージはアスカ達本体に入る忍術だ。そしてこれをもって、アスカ達のライフは０になった。

「ずっと使う機会を窺うかがってたよ。使うにはまだそっちがライフを多く残してたからね。僕らのユニットを強いと勘違いして防御しないでい続けてくれたからようやく使えたんだけど」

「最高のタイミングですね～」

「あああああっぐううう……」

　蛙かえるを潰したような声でアスカは喘ぐ。

「だから防御してって言ったのに～～～～！　あ～～～も～～～!!」

　苛いら立だちが完かん璧ぺきにピークに達した二人は、その場で喧けん嘩かを始めてしまった。

　こうして僕らは勝利した。最後に物を言ったのは、運でも何でもない。僕ら自身の実力、プレイングの積み重ねだった。

　やった！　ついに僕は……。あれ？

　しかしなぜか審判が僕らの勝ちを宣言しない。運営の一人が審判に耳打ちをしている。

「あの……何か？」

　何か異様な雰囲気が僕らにも伝わってくる。しばしの沈黙、審判と大会運営が机の横でなにやら協議をしていると───。

「反則行為につき、蓮司＆ねこぐるみペアの勝利です！」

「へ？」

　おもむろに審判が、「反則勝ち」による僕らの勝利を宣言した。

「ど、どういうこと？」

　頭にいくつもの？マークが浮かぶ。どういうことかとアスカ達の方を見ると、なんと既に彼らは連れだって会場から出ようとしていた。しかし、大会運営にその場で捕まってしまう。

「ちょ、は、放せよおおおお！」

「何が……起こったの？」

「もしかして……」

「心当たり、あるの？」

「もしかして持ち込み？」

「え───」

　梓の疑問から僕は改めて場を見る。相手の使用したレアカードの枚数を数え、そして気が付いた。

「一枚……多いね」

　そう、僕らは限られたパックでデッキを作っている。各パックの中にはレアカードが一枚だけ封入されており、その枚数には当然限りがある。しかし、彼らが使っていたデッキにはそれよりも多くのレアカードが紛れ込んでいた。これはそう、イカサマの一種だ。

「多分、予選で一枚多くいれたか、もしくは隠し持っていたカードを絶妙のタイミングで取り出して、使っていたんじゃないかと」

「ひっ……でえ」

　カードゲーマーの風上にも置けない。卑劣な行為だ。

「あの二枚目の大花火玉が怪しくて疑われたんでしょうね～。流石に同じレアカードを複数とか、確率低いですし」

　梓の言葉に僕は頷うなずく。あのカップルは大会運営に連行され、向こう側で聴ちよう取しゆを受けていた。しかし、聴取というか、既に痴話喧嘩に近かったが。

「何よ！　あたし知らない！　ただ渡されたもの使っただけだもん！　何で失格で、そのうえ出禁にならなきゃいけないのよ！」

「いや、だからペアなんだからお互いが責任を……」

「ふざけないでよこの糞くそ男のせいで何であたしまで……こら逃げんな馬鹿野郎！　あんたの指示でしょ!?」

「ふぎぃ!?」

　アスカは、ショウコたんに首を絞められ、尻をけ飛ばされ、罵ば倒とうされ続けている。正直、いい気味である。もう二度と彼らは大会に参加できまい。このゲーム、大会で反則を犯した者の罪は重いのだ。

「あの様子じゃ他にも何かやってたかもしれませんね」

「そうだね、じゃなければ───」

　君が、あいつに負けるわけないじゃないか。そう言いたかったが、何か気恥ずかしくて、言い出せなかった。

　つんつん。

「ん？」

　僕の腕を突く主を見ると。

「締まりはあれでしたけど、やりましたね、ついに」

「あ、そういえば……」

「お待たせしました！　色々不手際はありましたが、優勝は……蓮司＆ねこぐるみペアです！」

　審判がやって来て、そう宣言する。

「では、優勝賞品ですが……」

　大会運営の人が切り出す。あ、そういえばそんなものもあったっけ。彼らへのリベンジが先に来ていて、すっかり忘れていた。

「え、じゃあ僕らプロツアーに……」

「あ、これプロツアーの予選ではないので、普通にただの賞品です」

　何だ、残念。

「一緒にプロツアー行きたかったんです？」

　気がつき、一気に恥ずかしくなる。そうか、その場合、ペアで参加だから……一緒に海外旅行することになったわけか。そんなことになったら、言い訳が利かないじゃないか。危ない危ない。

　そう僕らは、勝ったのだ。

「おめでとうございます！」

　梓が右手を差し出す。

「あ、うん」

「ほら、握手しましょうよぅ～。頑張ったんですから」

「……」

　勝ったのは嬉しい。嬉しい、が、どうにも自分で勝った気はしなかった。

　ペアマッチだとはいえ、彼女が七、八割くらいで活躍してたのではなかろうか。

「蓮司さん？」

　彼女は差し出された手を取らない僕を怪訝な顔で見つめる。

「自分だけの力じゃないし、シルバーコレクターの称号は、もうちょっと預かっとくよ。だから───」

　そう言って、彼女の手を軽くパン、と叩いた。

「次、絶対君に勝つから、その時まで、ツアー参加の夢は取っておくよ」

「えへへ、待ってますね」

「ああ、また来週ね」

　彼女を倒して、先へ───。

　それはそう、遠くない未来のような───気がしていたんだが……。

「いない……」

　次の週末のニンニン公式大会に、彼女の姿はなかった。ＬＩＭＥを起動し、メッセージを送る。

「今、何してんの、と」

　暫くして、すぐに一枚の画像が彼女から送られてきた。そこには、どこかの建物の会場で漫研部員の梓親衛隊達と仲良く写っている彼女の姿があった。

「これ……同人会場？」

『今、こっちが忙しいので～、また今度！』

　彼女のおまけのメッセージを見て、僕は脱力した。僕との約束など、いざ予定が被れば所しよ詮せん、この程度の扱いであるのか、と。

「何がっかりしてんだ……僕は」

　ため息一つ。しかし、画像の中の彼女の楽しそうな笑顔を見ていると、不思議と腹も立たない。

「どっちも全力で、楽しんでるんだな」

　僕はそっと、スマホをしまった。目の前の大会を楽しむために。




　───しかし、事件はまだ、始まってもいなかったのである。













「あーもう！　また負けたー！」

「でも、惜しかったじゃないですかぁ」

　カードゲーム大会の遠征で、僕らは横浜まで来ていた。今日はニンニン日本大会の予選ではなく、ニンジュツ＆ニンジャーズ横浜ＧＰグランプリという大きな大会の帰りだった。予選がある大会と違い、こちらは参加登録者は全員参加できるため、カードのプロ、アマがこぞって集まり、数百、数千人規模で行われることもある一大イベントだった。

　なんと僕はこの大会で、もう一歩で賞金が出るラインの成績を収めていた。最後の試合に負けてなければ。今は試合が終わり、僕らは夜の横浜の街を駅に向かって歩いているところだった。

「余裕だねえ。そっちはベスト20に残ってたじゃないか」

「でも～梓あずさもベスト８には残れませんでしたよ？　出来ればもっと上で戦いたかったなあ……」

　贅ぜい沢たくな悩みかもしれないが、しかし、上を目指すプレイヤーとはこういうものかもしれない。こんなところで嫌味を言ってもしょうがないと思い返し、自分ももう少し成長しなければと決意を新たにする。

「ま、成績は上向いているからいいか」

「そうですよ～このままなら、日本選手権予選免除のポイントを達成できるかもしれませんよ？」

「え、そうだっけ？」

　日本選手権大会の予選を免除されるためには大会で好成績を残し、ポイントを貯める必要があった。それを元に順位が決められ、一定の成績以上なら招待選手になれるわけだが、結構な成績が必要なため、自分はいつも少しそれに足りてなかったのだが……。

「最近調子いいからなあ……」

　横にいる、彼女のおかげで。

　スパーリングパートナーとして、自分より力の強い人間とやれるのは、これ以上ない練習になっていた。この点においてだけは、彼女に感謝しなければな、と思う。

「これなら次の小さな大会でもベスト８に残れば出場確実ですよ？　一緒に頑張りましょうね！」

　なんと、いつの間にか自分が目標にしていたニンニン日本選手権大会参加が現実味を帯びてきていた。何だかんだいって、すごく嬉うれしい。

　歩いているとライトアップされた大きな観覧車が見えてくる。駅が近づいてきたようだ。

「あ、渋谷まで一緒だっけ？」

「あ、いえ、梓は桜木町に実家があるので今日は寄っていきます、兄がこれから迎えに来るので、ご飯もそっちで食べてお泊りです～」

　あら残念。

「あれ普段は一人暮らしだったんだっけ？」

「寮ですよ～、仕送りとバイトです！」

　そうだったのか、てっきり実家暮らしだとばかり思っていた。いや、何でそう思ったのかはわからないが。

「じゃあ今日は一人で帰るか……」

　そんな僕の顔を梓はじっと見つめる。

「な、何だよ」

「あれ～もしかしてぇ、寂しいんですかぁ？」

「ばっか！　違うっての！」

　別に寂しくないわけではないが、彼女的な意味ではないぞ、決して！

　僕らは駅で別れ、一人寂しく電車待ちになってしまった。時計を見るとそろそろ二一時を回ったあたり、飯を食うなら中華街にいくのも遅いし、今日は地元までまっすぐ戻ることにする。コンビニ弁当が僕を呼んでいた。

　暗い夜道を歩く。僕は姉の住むマンションに同居している。同居している、というより、両親と共に住んでいた物件から、両親が居なくなっただけなのだが。

　両親ともに、僕が大学に入学した際に「田舎に住みたかった！」と言い出し、貯金をはたいて二人で勝手に移住してしまったのだ。今ある持ちマンションはそのまま僕らが住むことになり、姉とシェアしている。

　同居相手の姉は───四し海かい十と和わ子こがどういう人間かといえば、身体からだの十割が打算と計算でできている、そんな人間だった。何をするにしてもギブアンドテイク以外では動かない。時にはもらえるなら、ずっとテイクばかりを貪むさぼる、そんな奴である。

　人とは利用できる限り利用するもの、世の中には搾さく取しゆする側とされる側がおり、自分は───四海十和子は搾取する側の人間である、そう自覚して彼女は動いていた。

　そんな姉はひいき目に見なくても美人である。そして、外面もよく、放ほうっておいても男がうようよ寄ってくる。しかし、どうでも良い男には決して媚こびず、最終的には奉仕させる男ばかり傍そばに置いている。それは彼氏でも、ただの男友達でも、だ。

「はぁ……ろくでもないよなあ」

　路地裏の夜道、道路に続く長い階段を上りながら一人呟つぶやく。姉のせいで、女性に変な幻想を抱かずに済んでいる面は確かにある。しかし、幼少期からそんな女性の嫌な面ばかり見せられるより、もっと幻想を抱いている時間があってもよかったのではないかと思ったりもするのだ。まあ中には、裏表のない、善い人間がいることも知っている。武たけ彦ひこや、妹の智とも美みちゃん、そして───。

　気心の知れた人間というのは得え難がたいものである。偶然でしか出会えないのだから。そんなことを考えている間に、もう家に着こうとしていた。この階段を上り路地を右に曲がればもう、僕のマンショ───

「おい」

　階段を上り切ったところで不意に呼び止められる。僕が声の方向へ身体を向き直ろうとしたその時。

「───」

　眩まばゆい光が目に入る。目を瞑つぶり、光から避けるように身体を捻ひねる。同時に襲ってくる衝撃、揺れる視界。もつれる足。

　そして、浮遊感。

　これが、走馬灯か？

　今までの自分の人生がコマ送りのように浮かんでは消える。

　遅れて身体全体に走る衝撃。

　暗く沈んでいく意識の中で、僕は確かに聞いた。

　───俺のあずさに手をだすな！　と。




「遅い」

　四海十和子は苛いらついていた。原因は、とある人物が指定の時間に来なかったからだ。いつもはこんなことはない。彼女が頼みごとをすれば、必ず彼はそれを守っていたのだ。

　その彼が───こない。

　彼女にはどうしても今日、食べたい物があった。いつも棚に常備してある近所の有名菓子店の焼き菓子が今日に限って切れていた。食後にハーブティーを淹いれ、それを一つだけつまんで楽しむのが彼女の日課である。ぎりぎり、お店の閉まる時間帯であったが、彼ならばきっと自分の欲求に応こたえてくれるに違いない。彼女は彼に連絡を取り、それを買って帰ってもらう算段をつけていた。

　彼に連絡を取ってからちょうど三○分、そろそろ来るはずと逆算し、ハーブティーもちょうどよい温度に浸つかっている。今が飲み頃なのだ。一秒でも早く、やって来るべきなのに。

「お仕置きが必要かしらね、私を待たせるなんて」

　彼女は指をペキポキと鳴らし、玄関先で彼を待った。外からは廊下を歩く足音がする。だんだんと近づくその足音。












　見てなさい、この部屋の前まで来たらいきなり開けてびっくりさせてやるんだから。そう彼女が意気込み、ドアノブに手をかけた瞬間。

「え!?」

　彼女の左手に握っていたスマホが振動する。

「な、何よもう……、メール？」

　突然のことに困惑した彼女だったがスマホの画面を覗のぞく。するとそこにある文章に彼女は一瞬何が起きたのか信じられなかった。

「噓うそ……でしょ？」

『今、蓮れん司じくんと一緒に西にし之の宮みや病院にいます。今すぐ来てください。　大だい念ねん寺じ　剛ごう介すけ』

　今日、彼女を訪問するはずの男の名が、弟の名と共にそこに映し出されていた。




　急に光が差し込んでくる感覚、薄らと目を開けると白く、眩まぶしい天井が目に入ってくる。

「痛っ……！」

「あ、先輩！」

　声を掛けられると同時に、顔を覗きこんでくる人影……その顔を見た瞬間、ぼーっとした意識が急激にハッキリし始める。

「と、智美ちゃん？」

「あ、動かないで下さい！　今先生呼びますから」

　そこには白いカーディガンを羽織った智美ちゃんが目を潤うるませて佇たたずんでいた。

「……ここは？」

「……市立西之宮病院の病室です。何も、覚えてないんですか？」

　覚えているような、覚えていないような……そうだ、確か僕は階段から落ちて……。

「今、何日？」

「月曜日です。昨日先輩が倒れているところを大念寺さんが見つけて、それで救急車でここへ……」

　時計を見ると時刻は昼の一二時近くを指している。丸半日くらいは意識を失って寝ていた計算になる。

「あれ、じゃあ智美ちゃんはどうして？　学校は……」

「そんな心配しないで下さい！　……今は先輩の身体のほうが大事なんですから。私が今日はお世話しますよ」

「いや、でも悪いよ……、それに姉さんもいるだろうしさ。そっちに任せて……」

「あ、お姉さんは連絡を受けた兄と私がお見舞いに来たら『外せない仕事があるからあと宜よろしくね』って言ってもう出ました。で、兄も漫画の読みすぎで単位が危ないって言って、結局私がここに残ることになって……」

「えええええええええ！」

　こんな時でも兄弟の絆きずなとか友情の絆とか、まったく感じさせないあたり流石さすがの二人である。

「痛って……！」

　急に声をあげたら頭に響く。

「あ！　大人しくしていて下さい！　ほら、横になって……」

「ごめん……ありがとう」

　そんなやり取りをしているうちに、部屋に白衣を着た三○代半ばぐらいのオシャレな赤い縁の眼鏡をかけた背の高い男性が入ってきた。顔もなかなかのイケメンである。

「やあ、目が覚めたかい？」

「あ、あなたは？」

「僕は西之宮礼れい介すけ。この病院の医師だよ。どれ、見せてくれる？」

　彼は僕の身体をゆっくりと起こし、目にライトを当ててそれを揺らす。

「あの……僕の症状は？」

「脳波には異常はなかった。今見た感じでも平気そうだね。ただ、経過を見る必要があるから二～三日は入院していくことを勧めるよ」

「よかった～！」

　智美ちゃんは泣きそうな瞳で胸をなでおろす。

「後は打撲が結構あるから……一体、何があったんだい？」

「それは、その……」

　あの時のことを思い出す。僕を突き落とした人物。いや、それが人物だったのか、人だったのかよくわからないが、僕は兎とに角かく何かにぶつかり階段を落ちたのだ。そしていまこの病院にいる。

「何かに、ぶつかって……それで階段から……」

「まあ、現場の状況からそうじゃないかって連絡は当然もらっていたけどね。でも、ぶつかったというなら事件性があるかもしれない。その場合は警察に連絡しないと」

　事件性、その言葉を聞き、僕は意識を失う前に最後に聞いた言葉を思い出す。

『俺のあずさに手をだすな！』

　激しく嫌な予感が僕の背筋を稲妻のように走る。僕は痛む頭を押さえ、ベッドから飛び起きる。

「せ、先輩どうしたんですか!?」

「行かないと……」

「行くってどこへ？　今先輩は怪け我が人なんですから、寝ていて下さい！」

　そう言われて引き下がるわけにもいかなかった。僕を襲ったかもしれない人物は、もしかしたら、僕ではなく大おお河内こうち梓をつけ狙ねらっているかもしれないのだ。

　彼女のことだ、どこで人に惚ほれられ、ストーカーを産んでいるかわかったものではない。僕に怪我を負わせたと仮定するなら、彼女にも危害を加える可能性は否定できないではないか。

「僕も医者として退院許可は出せないね。大人しくしてなさい。どうしても急ぐ用事があるなら、携帯で連絡を取るんだね」

　そういって西之宮先生はベッドの横に置かれている白い机の上に置かれている僕のスマホを指さす。

「……分かりました」

　確かに今すぐ大学に行ってどうこうなるものではない。それに、大学の授業中なら犯人も馬鹿な行動は起こさないだろう。まず大河内梓に連絡を取り、このことを伝えなければ……。

　僕は急いでスマホを手に取り、ＬＩＭＥライミーを起動させる。そしてメッセージを打ち込む。

『今どこ？　これを見たらすぐ連絡下さい』

　あとはメッセージに既読マークがつくのを待つだけである。しかし、一向に既読マークはつかなかった。

　授業中だろうか？　それならいいが……もし仮にもう───いや、待て。彼女は昨日実家に泊まると言っていた。きっと送り迎えも兄がしていたはずである。なら、さほど心配する状況ではないかもしれないと思い直す。夕方まで返信がなければ、直接電話をしよう。

「じゃあ、僕は一旦戻るね。用件があるならすぐに言ってくれたまえ。お姉さんから宜しくと言こと付づかっているからね」

「あ、はい。わかりました」

　今は、確信の持てない段階では警察に言わないでおこう。とりあえず、自分でやれることはやってからだ。どうせ、この程度のことで警察が動くとも思えない。いや、動くかもしれないが、これが元で彼女の───梓の大学生活に支障が出るのは好ましくない。僕が解決できることなら協力しよう。そう思ったのだ。

　それから、智美ちゃんは夕方まで僕の傍そばにいて話し相手になってくれた。その姿はとても甲か斐い甲が斐いしく、可か愛わいらしかった。嫁にするなら絶対にこんな娘がいい───そんなことを考えていると、もう一人、僕を見舞いに来た人物が現れた。

「いよっ！」

「剛介さん！」

　焼けた肌、太い首、太い腕、太い足、何よりも分厚いその胸板、まるで筋肉の塊のような人物が僕の前に現れる。

　大念寺剛介、近所の酒屋で働く二十九歳の陽気で頼りがいのあるお兄さんである。

「よかった、元気そうで！」

「ありがとうございます、助かりました。剛介さんが見つけて下さったそうで……」

「いやあ、焦ったよ。誰か倒れていると思ったら、蓮司くんだったからさ」

「あ、座って下さい」

　智美ちゃんはそう言って席を立ち、自分の座っていた椅い子すを剛介さんに勧める。

「あ、いいよ別に、配達の途中だからさ」

　そう言って剛介さんは断る。

「まあ軽傷でよかった。大変だったんだよ。お姉さんも心配してたし」

「いやいや、そんなことないでしょう？」

　心配だったら、会社を休んで顔の一つくらい見ていくべきだと思う。

「いや、そんなことないよ。十和子さん───お姉さんは散々君に何があったのか僕に食って掛かって聞いてたくらいさ。落ち着かせるのに大変だったんだから」

　あの姉が？　少なくとも俄にわかには信じられないが。そう言ってから剛介さんは左手にはめた腕時計を見る。

「ああ、もういかないと。安心したよ、元気そうで。何かあったら電話してくれ。いつでも助けに来るから」

　その野太く、重量感のある声にそう言われると妙に説得力が増す。この野性味と包容力がこの人の魅力である。

「ああ、これ忘れてた、お見舞い、彼女と食べてよ」

　剛介さんは右手に持っていた袋を一つ、僕に差し出す。

「いや、彼女ってわけでは……」

　その言葉に隣にいた智美ちゃんは顔をほんのり赤らめて黙ってしまっている。その時、袋を見て僕はあることに気がついた。

「あれ、剛介さんなんで同じ袋を後二個も持っているんです？」

　剛介さんは僕に渡したのと同じ菓子店の紙袋を二つまだ手に持っていた。

「ああ、お姉さんに言われてね。結局昨日、頼まれていた物届けられなかったから、『二倍返しよ！』って言われちゃって」

　袋の中には姉の大好きな焼き菓子が入っていた。酷ひどい、彼は弟を助けるために身を粉にして働いたと思うのだが。

「あまりやさしくすると、つけあがりますよ？」

「ははは、惚れた弱みさ！」

　そう言って剛介さんは豪胆に笑い飛ばす。断っておくが、剛介さんは姉と付き合っているわけではない。過去も現在も、一度たりとて付き合ったこともない。

　それどころか手ひどく裏切られたり、利用されたことも一度や二度ではない。

　しかしその度、彼はそれを笑い飛ばし、今でも僕に対し、頼れる本当の兄のように振る舞い続けてくれている。

「見る目、ないよなあ……」

　剛介さんの後ろ姿を見送りながら、この場にいない姉に向けて、僕は呟いた。




　今日は帰ります、と言って智美ちゃんが帰ったのは一七時頃。今僕はスマホとにらめっこしていた。

　いくらなんでも梓からの連絡が遅いのでは？

　いい加減電話すべきか悩んでいるところに僕のメッセージに既読が付く。

　そしてすぐ返答が書き込まれた。

『すいません、出先だったので返事遅れました～何か御用ですか～？』

　こちらの事情を何も知らない雰囲気のメッセージがそこに書き込まれていた。

『入院してる』

　簡潔にそれだけ書き込む。

『またまた御冗談を～^^』

　流石に昨日の今日で信じろというほうが無理か。

『本当だよ、ちょっと階段から足踏み外していま西之宮病院てところに入院してる』

　今度の返事は少し遅かった。

　返事を待っていると、スマホの着信がある。電話の主は梓だった。

「もしもし？」

「い、生きてますか!?」

「死んでたら、電話に出れないでしょう？」

「よ、よかったです～」

　電話越しの声は若干涙声で、本気で心配しているように聞こえた。

「大したことないからすぐに出れるとは思うけど、二～三日は静養しないといけないからそれまで入院する。心配しないで」

「い、今からお見舞いに……あ、でも用事が……でもやっぱり蓮司さんのほうが……」

「あー別に来てもらっても面会時間過ぎちゃうからいいよ。それより用事のほう優先させておいて」

「……すいません。でも終わったら、必ずお見舞いに行きますね！」

「あ、うん……」

　どうしよう、昨日のことを注意するべきだろうか？　それを伝えるべく連絡をしたのだが、いざとなると躊躇ためらう。確信をもっているわけではない現時点で不安を煽あおるようなことを言っていいものだろうか？

「何か変わったこととか、なかった？」

「変わったこと……ですか？　う～ん……」

　何もないならそれに越したことはない。僕の勘違いで終わればそれでいいのだ。

　その時、聞き覚えのある声が電話越しに聞こえてきた。

『あずあず～、そっちのお湯加減どお～？』『おなか減ったでふ～ご飯楽しみ～』

「あ、ごめん！　もうちょっと待ってて！」

　……今何か、とてつもなく嫌な予感がしたのですが。てか、お湯加減ってなに!?

「……漫研部員も一緒？　てか、何してるの？」

「あ、はい！　梓、今ちょっと旅行に出ているので！」

「はい？」

　どういう、こと？

「以前から漫研部員で聖地巡礼を企画してあったので、ちょうど皆で二泊三日の京都旅行に来ているんですよ～」

「はあああああああああああああああああああ!?」

　何を言ってるんだこの娘は？

「今、宿の露天風呂の女湯なんですけど、メッセージ見てびっくりして掛けたんですよ～」

「ちょ、待ておま……男女で旅行とか……てか授業はどうした!?」

「え？　ああ、平気ですよ～。授業もちょうど課題が終わったんで暇なので。それに旅行は部屋も別に取りましたし～。あと携帯は防水なんで心配しないで下さい！」

　そういう問題じゃない。

「お前なあ、あれほど言っただろ!?　男女関係には気を配って……」

「え～でもみんな『もう大丈夫、僕ら紳士だから』って言ってくれましたよ？　皆に説得されて、悪いなって思って～」

　一般的に考えて、女性一人を男性同士の旅行に組み込むことが普通なら、僕の貞てい操そう観念がおかしいのだろう。しかし彼らはついこの間全員彼女に告白している仲である。隙すきあらば狙っていると考えるのは自然ではないのか？

　僕の脳裏には湯につかりながらオオカミに食べられるのを待つ一糸まとわぬ兎うさぎ───梓の姿しか浮かんでは来なかった。絶対にまずいだろこれ。

「ま、まずいって、ありえない！　今すぐ風呂から上がってこっちに戻って───」

「あ、もう～蓮司さんのえっち～。風呂上がりの卵たまご肌はだの梓を即呼び出すとか何考えてるんです～？」

「な、何勘違いしてるのか知らないけど、あのね大河内さん！　僕が階段から落ちたのは……」

「あ、もう電池切れちゃうんで切りますね！　うふふ、私のお風呂姿想像してじっくり療養して下さいね、またあとで～～」

　プツッとそこで会話が途切れる。もう一度ダイアルを掛けても、音声メッセージが流れるだけだった。僕の全身から血の気が引いているのがわかる。そろそろ夏だというのに、気分は真冬の湖に落ちたようだった。僕の中の危険信号が激しく点滅していた。

　仮に僕を襲った犯人が彼女の関係者だとして、もっとも容疑が濃いのは、関かかわり合いの濃い漫研部員である。そんな彼らの中に、彼女は今放り込まれているのだ。無事、帰ってきてくれるなんて考えるのは、希望的観測に過ぎない。

　それにしても、である。僕は思わず舌打ちをしたくなる。何という貞操観念の低さであろう。僕は、自宅で彼女に抱きつかれたことを思い出す。あんなことをホイホイしていたら、いくつ貞操があっても足りやしない。

　いや、元々というか、彼女は親しい人間に対してのガードのゆるさが酷いのだ。

　いくら表面上事態は収まっていたとはいえ、それを大丈夫と見み做なして行動する。これを意識的に全員にやっているならまだしも、無自覚である。下手をしなくてもビッチ呼ばわりされても仕方ないと思うのだが。

　彼女は他人にどう思われるか、という観点が時々抜け落ちているようにも思える。だからこそ、危ういが、ズケズケと笑顔で他人の領域に踏み込めることが魅力的に映ることもある、それを憎めなくさせるのも彼女の特性だった。今回は完全にそれが、裏目に出ている。

「やばい……かな？」

　どうしよう。今僕は入院中である。勝手に出ていくわけにはいかない身の上だ。

　このまま何事もなく彼女が帰ってきてくれればそれでいいが、そうじゃない可能性も大いにある。

　机に備え付けられているデジタル時計を見る。京都に行くなら、今から行けば終電か、一本前くらいには間に合うだろう。

　行くか、諦あきらめるか───。

　決断の時刻は迫って来ていた。まだもう少し悩む時間はある。僕は落ち着こうとコーヒーを買うために階段近くの自販機まで行くことにする。そして購入した缶の栓を開け、一気に飲み干す。

「ふう……」

　人心地ついて少しだけ冷静な判断力が帰ってきたような気がする。

　少なくとも、彼女はカードゲームの世界においては類たぐいまれな洞察力を持っている。いざとなったら、きっと危険くらい察知するに違いない。

　それにまだ、彼女がストーカーと一緒にいるとは限らない。それが漫研部員にいるかどうかもはっきりとはしていないのだ。

「もう一度、注意だけはするか……」

　それが今できる僕の最善だろう。下手に心配をかけることになるかもしれないが、ストーカーがいるかもしれないという情報を伝えておけば、最悪は回避できるだろう。

　僕は再び彼女の番号に掛ける。電池が切れそうとは言っていたが、まだダイアルは鳴っている。

　しかし、出ない。

　不安が胸の中に広がっていく。

　────出ろ、出てくれ。

　呼び出し音が止まる──。

　僕の祈りが通じたのか、電話が繋つながる。

「あ、もしも───」

「手を出すなって言っただろ！」

「────」

　聞き覚えのある台詞せりふが電話口から聞こえ、そのまま電話が切れる。再び彼女に電話を掛けるが、今度は機械音声で「この電話は、現在電源が入っていないか、電波が届かないため、掛かりません」と同じ言葉が繰り返される。僕は震える手で、落ちそうになるスマホを無理やり握りしめた。




「本当、先生にはお世話になりまして……」

「いえ、お気になさらなくて結構ですよ。これも仕事ですし」

　もうすぐ面会時間も終わりの二○時。西之宮病院の廊下を四海十和子と西之宮礼介が歩いている。十和子の服装は会社帰りのスーツのままだったが、化粧はバッチリとしており、彼女の目線はしっかりと西之宮礼介にロックオンされている。

「今日、本当は弟についていてあげたかったのですが、どうしても外せない仕事があって……本当にあの子には申し訳ないことをしたと思ってます」

　伏し目がちに十和子は自じ嘲ちようするかのように言う。

「いえ、何かあれば僕がキチンとご連絡差し上げますからご安心なさって下さい。こんな綺き麗れいなお姉さんを悲しませるようなことはしませんから」

「先生……ありがとう」

　潤んだ瞳ひとみで彼女は西之宮礼介を見つめる。

　彼女のもつ四八の必殺技の一つ「どこでも目薬」により気づかれることなく瞬時に瞳は濡ぬれそぼっていた。そっと十和子は彼の腕を取る。もはや、西之宮礼介は彼女の網に掛かったも同然に見えた。それはジョロウグモが、獲物を捕食するかのように。

　そんな彼女の手を取り、西之宮礼介は目の前の扉に手を掛ける。

「……では、仕事が終わった後に、また」

「……はい」

　手を放し、彼女は西之宮と共に弟の病室に一緒に入っていく。

「蓮司！　大丈夫……」

　みなまでいう前に、お互いが部屋の異変に気がついた。

　部屋には彼女の弟はおらず、患者服も脱ぎ捨てられていた。

「れ、蓮司くん!?」

　西之宮は部屋の中を見回るが、どこにも四海蓮司の姿は見当たらなかった。彼はすぐにナースコールで呼ぶ。

「蓮司くんを館内で探してくれ！」

　それだけを告げ十和子のほうへと向き直る。すると彼女はベッドの前で肩を震わせていた。彼はそっとそちらへ行き、肩に手を添える。

「大丈夫です、必ず弟さんは僕が……」

「……あのクソガキが」

「へ？」

「ふっざけんなああああああああああああああああ！」

　十和子の怒りが爆発していた。休火山が急に爆発したかのようにその怒りは収まらず、怒りのマグマはあたりに飛び散っていた。彼女はベッドの上に置かれていた手紙を右手で握り潰つぶす。

『そうだ、京都に行こう。P.S.ごめんなさい　蓮司』

　手紙には簡潔にそれだけが書かれていた。




「いっ……」

　急に頭痛が襲ってきた。まるで姉に怒ど鳴なられたような感覚にそれは似ていた。

「もしかして、姉さん今頃手紙読んでるのかな」

　虫の知らせというか、案外この予感は間違ってない気がした。病院から出て電車を乗り継ぎ、そろそろ東京駅が見えてくる頃合いだった。色々準備も必要だったから、家にこっそり寄って荷物も持ってきた。最終電車の二三時前には余裕でつくはずだった。

「あー、馬鹿やってるよなあ……」

　気が付いたら僕は病院を飛び出していた。大河内梓の為ために、僕は何の頼りもないのに、京都へ向かおうとしている。最悪なことを言ってしまえば、彼女のことなんて放っておいても構わないはずである。自分で望んで行った旅行であり、自己責任論を振りかざしてもなんら問題ないかもしれない。

　でも、自分には、それはできなかった。理由なんて色々ありすぎて、どれが正解かもわからない。短い間だったが、彼女と知り合ってから今までのことが頭を駆け巡る。最後に頭に浮かんだ映像は、彼女と一緒に戦った、ペアマッチの───。

「もう、やめよ」

　考えてもしょうがない。もう行動には移してしまったのだ。

　人間は不合理で出来ている。やってしまった後悔より、今後のことを考えたほうが建設的である。

　まず、何としても梓を見つけ、無事を確認しなくてはならない。仮に何もなければ、彼女をそっと見守り、無事に東京に帰ってくるのを見届ける。その後ストーカーに対処すればいい。そこまで考えて、急に笑いがこみ上げてきた。

「これじゃまるで、僕がストーカーだな」

　自分自身が気持ち悪かった。もやもやとした気持ちがずっと心を支配している。

　もう一つ、気になることがあった。

　大河内梓は漫研部員と共に行動しているはずである。彼女が危険に晒さらされれば、彼らも守る行動に出るはずだ。しかし、さっき梓の携帯に出たのは、あのストーカー男の声だったように思う。ということは、彼女は既にそいつの手に落ちているのか、それとも───あの中に、ストーカーがいるのか、だ。可能性は、後者のほうが圧倒的に高い。その場合、状況は余計に面倒になる。

「次は東京───」

　アナウンスが入る。僕はそんなもやもやした気持ちを打ち払うように電車の扉が開くと同時に飛び降りる。

　もふっ。

　出たと同時に、何か分厚いものに抱き止められるかのようにぶつかる。

「あ、す、すいませ───」

「大丈夫かい？」

　その声には聞き覚えがあった。包容力と野性味のあふれたその声に。

「剛……介さん」

「さあ、帰ろう、蓮司くん」

　僕の身体は大念寺剛介さんの焼けた太い腕にガッシリと摑つかまれていた。




「さ、乗って」

　僕は問答無用で剛介さんの運転してきたトラックの助手席に座らせられる。車が走り出し、東京駅のネオンが遠ざかる。

「どうして……」

　ここに？　───その疑問を口に出す前に、剛介さんが先に口を開いた。

「お姉さんから連絡があってね。すぐに連れて帰って来るように厳命されたんだよ」

「クソ姉貴め……」

「そんなこと言うもんじゃない」

　その言葉には有無を言わさない迫力が備わっていた。

「あんな必死なお姉さんの電話も珍しいよ。君が事故に遭あった時もそうだけど、それ以上に必死だった。蓮司くんが大事なんだよ。だから僕に君を探させたんだから」

　僕は彼のその言葉に黙るしかなかった。頭ではそう分かっていても、なかなか受け入れられないこともあるのだ。

　しばらく車内は沈黙が支配した。重い空気、しかし、打ち破る手段を僕は持たなかった。だが、言わねば───僕は葛かつ藤とうの末、言葉を探した。

「行かないと、いけない場所があるんです」

　ようやく、それだけを口にした。

「京都───かい？　でも、なんで今？」

　理由を説明すべきか悩む。それは、先ほどまで自分自身に感じていた気持ち悪さを人に吐露することに他ならないからだ。僕は隣でハンドルを握る剛介さんを見る。彼は僕をチラと見ると、路ろ肩かたに車を寄せ停とめた。

「聞くよ。大事な話、だろう？」

　彼はいつも通りの、誰に対しても真剣な目で僕に向かい合う。

　僕は観念し、彼にその理由を説明した。

　彼は、静かに僕の告白を聞いていた。何も口を挟まず、最後まで。

　僕が話し終えると、彼は黙って、車のキーを回した。

「あの……やっぱり、気持ち悪い、ですよね」

「……何がだい？」

　車が勢いよく走り出す。

「だってほら、確信もないし、僕に彼女をどうこうする権利なんてないし……」

　剛介さんは黙っている。

「挙句にこうして、病院にも姉にも、剛介さんにも迷惑かけて……ホント、考えなしで」

「気持ち悪くてもいいじゃない」

「え？」

　剛介さんの意外な答えに僕は思わず聞き返す。

「それを言ったら僕も同じだよ。何年君のお姉さんを追っていると思ってるの？　いい加減いい年だからってお見合いが来ても断り続けてさ」

　剛介さんの顔に笑顔はない。いつになく真剣な顔つきだった。

「それでも、君も僕も、そのストーカーと違うことが一つだけあるじゃないか」

「……なんですか？」

「彼女が大事で、傷つけたくない。違うかい？」

　───それは、その通りだ。

「気持ち悪さや欲望や嫉しつ妬とはいくら持ってもいいよ。自覚して、それが彼女を傷つけない範囲で自分で抑え込めれば、ね。たとえ報むくわれなくとも、彼女の幸せを願う。友人だから、仲間だから、そして───」

　───好きだから。

「愛でしょ、それが」

「愛───」

　すごくこっぱずかしい台詞を堂々と言い放つ、しかしそれが絵になる。それが剛介さんの魅力だと再確認した。

　ふと、車の時計が目に入る。二三時を回っている。もう、終電も終わってしまっていた。

「病院に、帰りますか……」

　外を見ると車はもう高速に乗っていた。ボーっと車外を見る。

　頭が痛い。

　色んなことを考えすぎて、今日はもう疲れた。

　寝てしまおう。泥のように、ぐっすりと。

　沈み込む意識の中で、僕は懐かしい声を聴いた気がした。





　　　　　※






「ぎゃははははは！　バッカじゃねーの!?」「○んこビーム！」「やーめーろよーもー！」

　放課後の高校の部室は、男子生徒の馬鹿な会話であふれ返っていた。

「ふああああああ～……」

「お、蓮司くんはようやくお目覚めかよ」

　同じ漫研部員の男子が口を開く。僕は机から身を起こし、軽く伸びをした。

「お前らがうるさいから目が覚めたんだよ。試験勉強してたんだからさ」

「ははは、真ま面じ目めだねえ。俺らみたいに諦めちゃえば楽なのに」

「行きたい大学があるんだよ。将来のためにさ」

「はいはい、頑張ってね～」

　軽く受け流されてしまった。

　まあ将来のことを二年生の今から考えろ、というのも難しい話かもしれない。やりたいことも変わるかもしれないし、なりたいものも変わるかもしれないのだから。

「こらお前ら、蓮司きゅんを馬鹿にすんなよ。努力したものが報われるとは限らんけど、成功者は皆すべからく努力してんだぞ、俺を除いて」

　聞き覚えのある声が相あい槌づちに混じる。

「武彦じゃん、てかお前はいいよな。勉強しなくてもテストの点が良くてさ」

　そんな部員のやっかみの声に振り返ると部室の入口には友人の荒あら木き武彦が突っ立っていた。そして───その横には……。

「やっかみはそんぐらいにして、今日は新入部員連れてきたぜ……何と、女の子で────す！」

　武彦のその言葉に、おお、と言う声があがる。

『やめろ』

　どこからか、声が聞こえる。

『そいつを部活に入れちゃ駄目だ』

「宜よろしく～！」「ひゃっはー！　女の子だー！」「こんちわー！」「よ、宜しく……」

　部員達は口々に歓迎の言葉を言う。

「宜しく、お願いします」

　控え目に、たどたどしい感じで彼女は挨あい拶さつをする。まあなんにせよ新入部員が増えることはいいことだ───。

『そいつは、悪魔だ！』

　一際大きな声が、脳に響いた。





　　　　　※






「はっ」

　僕の意識は急速に現実へと引き戻される。

　夢を───見ていたのか。

　寝汗がベットリと全身に纏まとわりついている。今僕は車のシートベルトを締め、助手席に座っている。

「目が覚めたかい？」

「あ、はい。すいません、寝ちゃったみたいで」

「疲れてたんだ。ゆっくり休むといい」

「いえ、もう平気ですから……」

　もう一度眠って、高校の頃のことを思い出したくなかった。一人の姫に崩ほう壊かいさせられた、僕のささやかな居場所の話を。きっと大河内梓のこともあって、思い出してしまったのだろう。もう、あんなことは起こさないと誓っていた。しかし今、僕はその姫のために頑張ろうとしていた。そう、していたのだ。もう、遅いのだが……。

　答えながら、ふと前方の標識が目に入った。

「───え」

「着くのは朝方になるから、ゆっくり休むといい」

「剛介、さん」

「お姉さんには連絡しておいたよ。男の勝負だから、ちゃんと僕が保護者として同伴するから心配しないでってね」

　なんと僕らの乗るトラックは、京都方面へ向かって軽快に走っていたのだった。

「い、いいんですか？　こんなことしたら姉が……」

「怒られるだろうねえ。でも……」

　剛介さんは横目で僕を見る。

「男が女性のために決意をしたら、行かないと後悔するからね」

　そう言って、僕に向けてウインクする。

「これも、愛さ」

　そう言って彼はおどけて見せた。




「モグモグ……あずきゅん～今日も楽しいお～」

「山やま田だ氏、食いすぎて吐くなよ？」

「……（無言で梓に買ってきたペットボトルを差し出す）」

「ふふふ～～～～ん！」

　芸凜大漫画研究同好会の面々はホテルで朝食を取ったのち、大おお平ひらの運転するレンタカーに乗り、今日の目的地まで移動していた。

「ありがと、田た中なかくん！　……それにしても、大平くんテンション高いね～」

　梓は運転しながら気持ちよさそうに鼻歌を歌う大平行ゆき徳のりを見て微笑ほほえむ。

「あやつ、あんなキャラだったっけか」

　部長である太おお田た次じ郎ろうは眠そうな目を擦こすりながら眼鏡を掛けなおす。

「聖地探訪、あの大人気アニメ会社の見学へ行くのにテンション上がらないほうが変でしゅよ部長殿、ぱくっモグモグ……」

　その隣にいる副部長の山田太ふとしは朝から昨日買った生八ツ橋を鞄かばんから取り出し、口に大量に放り込み続けている。

「こっちで方向は合ってるの～？」

　梓のその質問に、カーナビを見て大平が答える。

「バッチリさ！　こっちが京ケイアニショップだよ！」

　本日彼らは有名な地元のアニメ会社『京ケイ風フウアニメーション』略して京アニの経営しているグッズショップに向かっていた。

　長閑な線路沿いから閑かん静せいな住宅街に入り、踏切を越えて目的の場所に近づいていく。近くのパーキングに車を停める。ここからなら徒歩で五分程度の近距離であろう。歩く彼らの目の前に、その場所が姿を現した。

　煉れん瓦が柄がらの雑居ビルの中に目的の場所はあった。京アニショップは当然のように京風アニメーションの作品グッズで溢あふれ返り、宝の山のように、彼らを迎え入れた。中に足を踏み入れた大河内梓は興奮気味にグッズを選んでいく。

　アニメは好きだ。カードゲームも勿もち論ろん好きだけど、別腹というものは存在するのだ。いや、別腹というより、同じくらい愛している。自分が空気を吸うかのようにアニメは自分の中に存在しているんだから……でも。

　彼女は想おもう。

　大好きな場所に居ても、大好きなことをしていても、入り込めないこともある。

　心ここにあらず、彼女の心には今、一人の男性のことが引っかかってしょうがなかった。

　四海蓮司先輩───彼に渡すお土産は、ここでは買えないだろうなと思う。

　何を渡したら喜ぶかな？

　彼が好きそうなのはきっと意匠の凝った置物とかアクセサリーとかかな。だって、好きなニンニンのカードに描かれているのはそういう物が多いから。旅行は楽しい、皆でワイワイと盛り上がれるのもいい。でもこんなところにいるよりも、やはり彼のお見舞いに行くべきだったのではないかと思う自分もいる。

　連絡、取ってみようかな。

　そんな考えが浮かび、スマホを取り出そうとして彼女は気がつく。

「あれ、ない？」

　どこを探しても自分のスマホが見当たらない。どこへいったのだろう？

「……あの」

　音もなく彼女の背後に田中良りよう平へいが立っていた。

「あ、田中君。ちょっと私の携帯鳴らしてもらってもいいかな？　見当たらなくて……」

　そういうと彼は無言で白いスマートフォンを一つ鞄から取り出す。

「あ、それ梓のだ！　ありがとう！　……どこにあった？」

「……朝、その……拾った……けど」

「そっかーありがとね」

　しかし手に取るとそのスマホはウンともスンとも動かない。

「あれ？　バッテリー切れかな？　……しょうがない、後でホテルに帰ったら充電しようっと」

　彼女は受け取ったスマホを鞄に仕舞う。しかし、彼女はこの時気が付かなかった。田中の何か言いたげな、虚うつろな表情に。




「おら～みんな行くぞ～」

　部長の太田次郎が声を上げる。彼らは両手に抱えたグッズを車に積み込む。

「よし、全員揃そろったな……」

「あれ？　田中君がいないよ～」

　梓だけが田中良平が来ていないことに気が付いていた。

「……長いトイレだな。まったく、身体が小さいんだから小便の量も少なかろうに」

　その時、少し遅れて田中良平が現れる。

「遅いぞ……と、どうした田中氏」

　異常に気がついた太田が話しかける。田中は少し服が汚れ、持っていた手荷物の紙袋も少し破けていた。

「……転んだ」

　ボソッとそれだけいい、すぐに田中は車に乗ってしまう。

「……なんだあいつ？」

「早く行くでしゅよ～、京都おばんざいが僕を待っているので～」

　そんなことを言っている彼らより早く、梓は田中を追うように車に入る。

「大丈夫、田中くん」

「……うん」

「怪我してない？　何か困ったことがあったら言ってね？」

　コクリ、と彼は小さく頷うなずく。

「……僕が守ってあげるからね」

「今、何か言った？」

　梓は尋ね返すが、もう彼は口を噤つぐみ、下を向いたまま黙ってしまったのだった。




「は～、重かった～」

　夕方、京風アニメーションを含む、アニメ聖地巡礼を終えた一行はホテルに戻ってきていた。山田はいっぱいのアニメグッズを入れた袋を手にロビーで寛くつろいでいる。

「……山田氏、即売会では両手に本を抱えて走り抜けてなかったか？」

「あれはあの空間フイールドに特殊な力が働いているのでしゅよ～」

　そういえば、という風に山田はあたりを見渡す。彼の追い求めていた天使が、視界に居ないことに気がついた。

「あの～あずきゅんは？」

「ああ、お土産を買うと言ってな、駅方面に向かうためにさっき荷物を置いたあとお主がトイレに行っている間に別れたぞ」

　山田は更に、見当たらないもう一人について太田に尋ねる。

「ああ、大平氏？　あずあずを駅に送りがてらレンタカーを返しに行ったはずだ。いやあ、今回の旅行の幹事に色々任せてしまって申し訳ないな、ハハハ」

　そういえば、もう一人見当たらない人間がいたことに彼らは気づかなかった。山田はロビーのソファで寝こけ始める。太田は戦利品を物色する。

　それほど彼らの興味は、旅の中で尽きていたともいえるし、田中良平に対してももともとあまり無かったとも言える。そして、当の田中良平は意外なところにいた。




「わあー綺き麗れい！」

　日も暮れた四し条じよう大橋。大平の運転する車は、ライトアップされた建物の照明に揺れる鴨川の上を通過していく。幻想的に煌きらめくその光景は、デートスポットとしても有名である。

「ありがとね！　送ってくれて。でも買い物まで付き合わせちゃって、時間大丈夫？」

　助手席に座る梓の手には小さな包みが一つ握られている。

「ああ、今日中に返せばいいから少しくらい平気だよ。……マイハニー」

「え、何か言った？」

「……い、いや何でもないさ。それより遅くなっちゃったね。お腹なか空かない？」

「食べてくの？　でも皆待ってるよ？」

「大丈夫さ、さっきあずあずが買い物してる時に連絡入れといたから、あっちは山田くんが寝ちゃったから適当に各自で食べるってさ」

「そっかぁ～じゃあどこかで食べてこうか……あーでも他にも色々回りたかったな～時間足りないね」

「どこか行きたいところでもあるの？」

「う～ん、普通にお寺とか、そういうの梓好きだよ？」

「じゃ、じゃあそのついでに、あずあずがよかったらその、京都の寺じ社しや仏ぶつ閣かくも回っていく？」

「え、大平君興味あるの？」

「うん、でも彼らの前だと中々提案し辛づらくてさ、興味はあったんだけど……言い難にくくって」

「いいよ～言ってくれればよかったのに、でも早めに閉まっちゃうところも多いから、いそごっか！」

「そうだね。でも夜はまだ長いんだよ……ふふふ」

　最後の呟きは梓には聞こえなかった。車は夜の街に溶けていった。




「うわあ、綺麗！」

　いくつかの場所を巡った後、梓と大平は、貴き船ふね神社を訪れていた。赤い灯とう籠ろうが立ち並ぶ階段をゆっくりと登っていく。

　その光は二人を祝福し、二人をこのまま異空間に連れ去ってしまうのではないか、そして永遠にその愛は成就されるのだ───と大平行徳には思えた。

「ここは、縁結びの神社なんだ」

「へぇ～じゃあ周りの人たちもカップルなのかな？」

「ふふふ、そうだね」

　───俺達みたいにね。

　声を大にしてそう言いたかった。いや、焦るな。彼女の気持ちはわかっている。彼女は俺と結ばれる運命にある。

　しかし、手順は大事なのだ。気持ちを確かめねば、先へは進めない。彼女の一挙手一投足はすべて俺を愛していると言っている。あの笑顔は、皆に向けているものとは違う。あの視線は、俺に向ける時だけ憂いと恥ずかしさを隠している。

　彼女が他の男に色目を使っている───そんなことはあるわけがない。いや、あり得てはいけない。

　四海蓮司───あの屑くずが現れて皆が動揺した。

　彼女の笑顔が、部員に対するものとは違う。それが俺にはわかった。尊敬の眼まな差ざし、というやつに近い、と思った。兄の親友だと聞いて納得しかけたが、まだ払ふつしょくできないものも残っていた。

　───だから、後を尾つけたのだ。

　あの日、偶然にも横浜にいた俺は、有り得ない光景に動揺した。あの二人が一緒に歩いている。彼女は、いつも部室にいる彼女は、俺に向けるはずのそれを、隣にいる誰かにふりまいている。

　普段と違う格好。普段と違う距離感。

　認めてはいけない。

　あれを認めたら、俺が彼女にとって『その他大勢』だと認めることになってしまう。

　違う、俺は特別だ。いま目の前にいる彼女を見て、その予感は確信に変わっている。

　俺とあいつらは違う。

　俺はなぜか孤立する。どこにいても、誰と居ても。それは俺が特別だから皆が嫉妬するのだ。

　唯一孤立しなかったのが芸凜大漫画研究同好会だった。しかし、それは彼らが鈍どん感かんで、俺より圧倒的に愚ぐ鈍どんだから、愚ぐ民みんだからに他ならない。

　同じじゃない───。

　将来俺は必ず大物になる。描いた漫画が出版社に一発で認められ、数億部の売り上げを上げる日も遠くない。今は同じ大学生、同じサークルの仲間面をしているが、きっとすぐにお前らは俺を羨うらやむようになる。

　彼は、苦虫を嚙かみ潰つぶしたように歯ぎしりをする。

　何が「まだまだ設定が甘いしゅよ？」「下書きでは読む気にならんな」「……（無言でペンを渡す）」───だ！

　俺の原稿を読んで、嫉妬に震えて悔しがるのが普通だろうが！　未完成原稿からでも溢れ出る俺の才能がわからないなんて、本当に屑、いや虫けら以下の存在だ。

　だが、彼女は違った。

「へぇ～面白そう、完成楽しみにしているね！」

　彼女の目は、ほかの誰とも違う。ちゃんと俺を見据え、向き合っている。彼女は同じだ。俺と同じものが見えている。同志であり、パートナーの資格があるのだ。

　なのに───。

　あの日、横浜から俺は奴を尾けた。

　屈辱だった。なぜ俺はこんなことをしなければならないのか。なぜ女ごときで心配などしなければならないのか。あいつもあいつだ、なぜこんな男と二人きりで談笑しているのだ。明日は───俺らと一緒にいく、楽しい旅行ではないか。

　そう、この場所で彼女と俺は、結ばれる。階段を一段上るたびにその喜びが溢れていく。

　あんな奴はいらない。他の豚共ならこんな嫉妬は抱かなかったのに。

　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね。

　あいつに文句を言うつもりで、先回りして俺は階段の上で奴を待った。しかし、待つ間、自分の心臓は跳はね上がり、うまく言葉が出るかわからないほど、緊張していた。

　いつもこうだ。自分が何かやろうと決意すると、必ずと言っていいほど身体が動かない。呂ろ律れつも回らない。言いたいことも言えない。

　あいつに対する文句も───考え始めると正当性がないような気がして、反論の言葉が出てこない。仮に、あいつが反撃したらどうしよう？　いや、そうなる前に言うだけ言えば、いや───。

　そんなことを考えている間にもうあいつの足音はすぐ近くまで響いてきていた。そして奴が僕の前に現れた瞬間───。

「ついたー！」

　彼女の声で俺は現実に引き戻される。時刻を見ると二○時が近い。早めに済ませなければ、閉門の時間になってしまうところだ。

「お参りしようか、時間もないし」

「そうだね～」

　彼女の笑顔が弾ける。幻想的な雰囲気に、彼女が興奮しているのが伝わってくる。

「あれ、もう授与所は閉まっちゃってるんだ」

　閉門は二○時だが、縁結びのお守りなどを売っている授与所は既に一六時半で閉まっていた。よし、その話題を振ろうと思っていたところだ。

「そう、縁結びの神様だからね。そういうグッズもあるよもちろん。ほら、このパンフにもあるけど、可愛いよね」

「あ～ほんとだ、可愛い～」

　俺はあらかじめここで買っておいた二つのお守りを取り出す。

「じゃあ、あげるよ」

「え？」

「一つは俺の、もう一つは───君に」

　当然流れとして、彼女はこれを欲しがるはずだ。そして、彼女はそれを受け取り、感謝し、結ばれる。それが必然の流れなのだ。俺と彼女は神の前で、目め出で度たく結ばれる。

　神に祝福される。いや、神しか俺らの前には立てないのだ。ほかの愚おろか者には認めてもらう必要すらない。これが、俺と彼女の愛の結実なのだ。

　しかし、彼女はそれだけで、それを見つめるだけで、受け取ろうとはしない。

「……どう、したの？」

「え？　だって、カップル用でしょ？」

「そうだよ、だから……」

　俺と君の分を───。

　沈黙。そして、何かを察したかのような彼女の顔。嫌な、すごく嫌な汗が背筋を伝う。

「ええ～だって必要ないでしょ？」

　やめろ。

「だってさ、梓達別に、付き合っているわけじゃないし？」

　やめろ。

「……そういうの、しばらくやめてくれると思ってたんだけどな……」

　彼女は口を噤つぐんで不満そうな顔をする。

「皆で仲良くしたいから、そういうのしばらくやめよ？　そういうこと言うなら、二人きりはちょっと、ダメかな」

　そして小さく「ごめんね」と彼女は言った。

「……ふざけんな」

「え？」

「ふざけんにょあああぶるあうああああああああああああああああ～～～～」

　なんだこれ。

「だ、大丈夫、大平くん!?」

　叫んだつもりだった。この憤いきどおりを、怒りをぶつけるために、なのに涙が止めどなくあふれて止まらない。うまく声も出せない。鼻水が口にたまり、せき込んでしまう。

「じゃって……ぶあって、あいふとはいっじょに……」

「何？　もう一回言って……」

　心配そうな顔をするな、俺はお前に怒ってるんだ！　くそっ……。

　俺は思い切り鼻水を啜すする。

「はぁ……、はぁ……、なんであいつと、四海蓮司とかいう奴と一緒に」

　手を伸ばす。もう少しで梓を捕まえられる。俺の思いを、運命を、ちゃんと受け止めやがれえええええええええ───。

　その時、不意に身体が止まる。もう少しで、彼女に触れる、その瞬間に。

「間に……あった」

　その声は俺の声ではなかった。今、この世で最も聞きたくない奴の声が俺のすぐ後ろから聞こえてきたのだ。

「……蓮司さん？」

　四海蓮司が、俺を背後から羽は交がい絞じめにしていた。





　　　　　※






　四海蓮司が梓達を見つける、数時間前。

「で、どこを探そうか、蓮司くん」

　僕らは既に京都市内に来ていた。大河内梓に電話が繋がらず、この広い京都市内のどこで彼らを見つけ出すかが問題だった。

「大丈夫です、どうせ行くところなんてそうありません」

　自信ありげな僕を見て、剛介さんは不思議そうな顔をする。

「そうなの？　じゃあ清きよ水みず寺でら？　金きん閣かく寺じ？」

「聖地巡礼って彼女は言ってました。そんな場所、そう多くありませんよ」

「それだけでわかるの？」

「ああ、聖地巡礼ってアニメの舞台とか、制作会社見学とか、そういう類のものですから。ここらで有名なのっていえば……」

　僕は京アニショップかスタジオが怪しいと睨にらんでいた。そして、その狙いは大体間違っていなかった。この後あっさり京アニショップで彼らを見つけることに成功したのだ。

「あれかい？」

「はい」

　車の中から彼らの様子を窺うかがう。

「心配することもない感じだね、今のところ」

「そうですね……何もないのが一番です」

　よかった。まだ、彼女が無事で。僕は心底胸をなでおろした。

　そう、このまま何事もなく帰ってくれればそれでいい。僕が姿を現す必要もない。

「僕は顔が割れてないから、中を見てくるよ」

　そう剛介さんは言い、駐車場にトラックを停める。剛介さんは「任せとけ」と言い残し出ていく。何かあればスマホに連絡が来るだろう。僕は駐車場に停めた車の中でじっと彼らを待った。暫しばらくして、こちらに向かってくる漫研部員の姿を認め、首を引っこめる。何か会話をしているようだが、内容は聞き取れない。そのうち彼らは揃ったのか、車が発進してしまう。

　まずい、このままでは見失ってしまう。剛介さんが遅い。焦りながらも剛介さんに連絡を取ろうとスマホを手に取ったところで彼が車に戻ってきた。

「いよっ」

「もう出ちゃいましたよ！　急いで追いかけないと……」

「へーきへーき。ちゃんと居場所は教えてもらえるから」

「え？」

　そういうと剛介さんはＬＩＭＥを起動しメッセージを送る。その相手とは───。

「田中……くん？」

　メッセージの登録相手は、漫研部員の田中良平だった。

「さっき彼ら四人に遅れて店を出たところで、その田中くんてのがちょっと不良っぽいのに絡まれててさ、僕が助けたんだよ」

「え、じゃあ僕らのこと、教えたんですか？」

　もし仮に彼がストーカーだったら……。

「大丈夫、彼じゃないよ。彼は自分を守るのが精いっぱいの、素直な少年だ。人を傷つけるようには見えない」

　剛介さんは断言する。

「彼もね、何か変だって気がついてたよ。あのメンバーの中の変化に」

「それ、どういうことですか？」

「彼、朝彼女はスマホを紛失したって言っていたらしく、彼はそれを拾ったって彼女に伝えたけど、本当は、ホテルに隠されてたのを見つけたらしい。彼女のスマホは今バッテリーが切れてるから電話が掛けられないそうだ」

「え!?」

　だから、連絡が取れなかったのか。

「でも、どうしてそれが？」

「彼が言うには、そのスマホ、初日の観光の時に彼女が偶然落としたのを彼らが拾って、誰が返すかで揉もめてたんだと。結局彼はそれに加わらなかったけど、誰が返したのか見ているわけじゃないらしい。そして、朝ホテルを出る際に彼らの泊まっている部屋の冷蔵庫の裏に隠すように置いてあったのを偶然見つけたってのが彼の話だね」

「じゃあ、やっぱりあの中に犯人がいる、と？」

「彼も仲間は疑いたくないって言ってたね。でも、それ以上に初めてできた仲間は大事だって言ってたから。何か間違いを起こす前に、正せるなら正してあげたいって言ってたよ。何かあったら、すぐに連絡出来るように僕とアドレス交換してくれた」

　手早い。しかし、僕が交渉してすぐに何とかなったかといえば自信はない。剛介さんの持つ包容力と誠実さが田中くんに伝わったのではないかと素直に思う。

「何か、今のうちに彼に聞くことはあるかい？」

「そうですね……」

　僕は考える。そう、僕は消去法で、犯人はあの二人のうちどちらかの可能性が高いことを考えていた。

　手がかりは犯人の一人称だ。───『俺』のあずさ、僕の目の前に居た人物はそう言っていた。僕が聞いたことのある中で山田・太田両氏はそれに当てはまらない。

　聞いたことがないのは、田中と大平の二名だけだった。そして、その可能性のうち一つを今、剛介さんに潰してもらったのだ。つまり、注意すべき人間はもう、一人しかいない。

　そして、事態が急展開を見せたのは、夕方からだった。

「やられた」

　との第一報が田中くんから剛介さんのスマホに届いたのだ。

「見張ってたけど、抜け出されたって」

　田中くんは僕の疑っていた人物、大平行徳を見張っており、様子を窺っていた。

　しかしあまりにも律りち儀ぎに旅の間彼を見続けた結果、見張るために我慢し続けたトイレがどうしても我慢できなくなり、籠こもっている間に外出されてしまったらしい。

「しょうがない、手分けしましょう。どうせデートスポットなり、有名な場所に行ってる気がします。三人で手分けすれば……」

「駄目だ。僕と田中くんならわかるが、蓮司くんは……」

　そう言って剛介さんは僕のまだ包帯の巻かれた頭を指さす。

「……駄目です。それじゃあ確率が下がります。ただでさえ広い京都で、見つけられる可能性のほうが低いのに」

「だが、僕には君を無事に送り届ける役目がある。無茶はさせられない」

「……わかりました。従います」

　僕はあっさりと彼の言い分を飲む。

「揉めている時間はないですから、じゃあさっそく出ましょう。準備してきます」

　そう言って僕は待機していたファミレスのトイレに入る───振りをした。





　　　　　※






「……なんで、なんでお前がここにいいいいいいいいいい～～～～!?」

　貴船神社境けい内だい、僕はようやく見つけ出した大平を羽交い絞めにしていた。

「……偶然だよ。でも、ようやく会えたな！」












　僕は渾こん身しんの力で大平を捕まえ放さない。

「ど、どうして蓮司さんがここに……」

「ストーカーして、かな」

　おどけて見せたつもりだったが、必死さが勝り、何とも間抜けな感じになったかもしれないなと思った。とにかくあまり、余裕はなかった。

「お、お前なんて階段の下で死んでりゃよかったんだああごるあああああああああ！」

　その言葉を聞き、梓が反応する。

「どういうこと……大平く……」

「僕が怪我した時、お前は僕の目の前にいた、そうだな、大平くん」

「ぐああああああああああうるせえええええええええ」

　大平行徳は完全に狂乱していた。周りの観光客が恐る恐る、遠巻きに僕らを見つめている。

「痛っ……」

　暴れるせいで頭が痛む。そのせいで力が緩ゆるんだのか、大平が僕の手から抜け出した。僕は大河内梓の前に陣取り、彼と対たい峙じする。

「どういうこと？　説明してよ大平くん！」

「あー！　何もしちゃいねえよ！　勘違いしてんじゃねーよこの糞くそ野郎が！　俺がお前の前に立ってたって証拠でもあんのかよ！」

　僕は痛む頭を押さえながら、冷静になろうと深呼吸をした。

　相手は何を考えているのか、何をしたいのか、何を考えているのか、何を守ろうとしているのか───そう、これはカードゲームの対戦相手を前にした時に似た心境かもしれない。お互い手札を切りつつ、自分に有利に話を持っていく。

　相手は怒り、理性を失っているように見えるが、まだかろうじて会話になるならどうにかなるかもしれない。それに、彼の会話は最初から隙だらけだ。

「……さっき言ってただろ、階段の下で死んでろって。なんで知ってんだ？　僕が階段を転げ落ちて怪我をしたこと」

　あ、と口を開けて鼻水を垂らした間抜け面のまま大平は固まる。よし、反撃のカード一枚でこれなら……。

「あ、そのあずあずがそういう電話してたよ～な……それを小耳に挟んで」

「え、その話してた時、梓、露天風呂の中だったけど……」

「ふぐぅっ!?」

　自分で口を開くたび大平は追いつめられている。続けての攻撃では試しにかまを掛けてみることにする。

「……彼女のスマホ、君が拾ったみたいだけど中身でも読んだの？」

「あ、いや違う。見てない、見てないってば！　……拾ったけど。見たけど、それはこいつが落ちたところだけ！」

「お前、語るに落ちすぎじゃね？」

　思わず周囲の人間からも失笑が漏もれる。何事かと止めようと出てきて待機していた神社の宮ぐう司じまで、呆あきれ顔で僕らのやり取りを見始めていた。カードゲームなら、ここらへんで投了勧告されてもおかしくないくらいの大差だ。そして、僕はなんとなくだが、このヘタレた男を見ていると何か違和感を覚え始めていた。

「つまり、やっぱりあの時僕の前にいたと認める、と」

「あ……ああそうだよわりーか！」

「でも怪我は負わせてない」

「そーだよ！」

「スマホを拾ったけど届けなかった」

「う、うるせーな！　わりーか！　これが終わったらちゃんと渡すつもりだったよ！」

　そこまで会話して、僕は違和感の正体に気がついた。確認すべく、もう一つだけ質問する。

「念のために聞くけど……何で、僕からの電話に出た？」

「……それは、その、振動でびっくりしてつい触ったら通話になったんだよ！　そうしたら文句の一つも言いたくなるじゃねーか！　あんだけ警告したのに……」

　僕らの会話を聞いていた野や次じ馬うま達は口々に「やだ、ストーカー？」「きもっ」「通報する？」などと言い始め、大平の顔も真っ赤だ。

「……梓のスマホの件はまだ良いけど、大平くんまさか、違うよね？　蓮司さんに怪我をさせたりなんか……」

　梓は僕が階段を落ちて怪我をした件のことを問い詰める。

「な、涙目とか作ってんじゃねーよ！　どいつもこいつも馬鹿にしやがって……何にもしてね～し！　犯罪者呼ばわりしてんじゃねーよ愚民ども！」

　言いたい放題である。開き直りもここまで来るといっそすがすがしい。しかし、彼という人物を見るにつけ、怖いという感情はどんどん遠ざかっていた。どちらかというと、弱い犬が良く吠ほえているだけにしか見えないのだ。

　その印象と、先ほどから感じている違和感がようやく自分の中で繋がる。

　───そうか。

「あー、ごめんな」

「……あ？　はっ……何だ謝るのかよこの糞がッ」

　意外な言葉だったのか、耳から手を放し、こちらに向き直る大平。

「蓮司さん？」

「確認だけさせてくれる？　君、僕らがなんで外で会ってたか、理由知らないんだよね？」

「そ、そりゃあそうだろ！」

「つまり、スマホの中身は見ていない」

「ったりまえだろ！　……そんなことは……」

「許可、されてないから、もしくは、犯罪っぽいから」

「───お、おう」

　あちゃあ───。

　恥ずかしい、僕自身顔から火が出る思いである。暴走しすぎという意味では、こいつと僕は同類だ。僕はこのくだらないゲームを終わらせる最後のカードを切ることにした。

「ああ、一つだけ勘違いしてたから謝るよ。君、僕に何もしてないんだね」

「さっきから言ってんだろ！　その通りだよ俺は……」

「そう、だから、足を踏み外して落ちた僕を何もしないで放置したんだ」

　辺りに沈黙が降りる。

「うん、つまり、僕が……まあ何らかの、たぶん通りがかりの車のヘッドライトか何かに目を取られて、それに掠かすったか、何かにぶつかったか……それで階段から落ちたんだ、君の前で。で、君は倒れている僕に文句を言うだけ言って、何もしないでその場を去った。間違っているかい？」

　これが真実だ。その確信が僕の中にあった。そしてそれが真実だというのは、こいつのドヤ顔を見ればハッキリとわかる。

「ようやく、わかったのかよ！」

　つまりこいつは───「口先だけの男」なのだ。

　言うだけはできるが、行動が伴ともなわない。自分に有利な事実だけを誇こ張ちようして、声を大きくする。何かをしようとしても、何もできない。

　僕に文句を言ったのも僕が反撃できない状態だったから。スマホの中身を見てないのも、彼女に許されてないから。でも、スマホを拾っても届けなかったのは、彼女が落としたのが悪いから。僕からの電話に出たのは、偶然振動で触ってしまった不可抗力だったから。踏み込めない彼がこの旅行で比較的自由に振る舞えるのは彼女が彼の企画した（もとは漫研部員全員の発案に）乗った形だったから。

　そう、すべては怖いから。

　自分に彼を重ねてみる。カードゲーム大会でいつも踏み込めず、逆転負けする自分を。自分を認めるだけの自信も根拠も希薄だから、何かの承認がないと何も出来ない。思い込みを詰め込んだだけの、中身の軽い自分。ある意味、僕が追いつめて可か哀わい想そうなことをしたのかもしれない。やはり僕は、突っ走り過ぎたのだ。

　僕が剛介さんに話した懸け念ねんは、こうして実体化したのだった。

「そ、そうだ！　あの時お前は突っ込んできた車を避けようとして俺にぶつかったんだよ！　それで勝手にこけて落ちたんじゃねーか」

　まるで勝ち誇ほこったかのような大平の顔。ようやく真実に気がついたか、といった風に。

「俺は何もしてねーんだよ、ばーか！　勘違いしてこんな大おお事ごとにしやがって！」

　な、俺悪くないでしょ？　といった風にあたりを見渡す大平だったが、皆が眉まゆをひそめているのにようやく気が付く。

「え？」

　そんな彼の前に、歩み出る人物がいた。大河内梓だった。

「何で？」

「え、なんでって、何？」

「何で、怪我してる人放っておいたの？」

「───」

　ようやく彼は、自分が何に対して非難されているのか、その理由を認識したらしい。

「怪我して、もしかしたら死んじゃうかもしれない人を、どうして放っておいたのよっ！」

　大粒の涙を流して大河内梓は叫んでいた。

　そう、ここだけが───彼の落ち度と言える部分であり、致命傷だったと言ってもいい。そのぐらい、彼女の見せた態度に、彼は酷く狼ろう狽ばいしていた。

　いつもの彼女と違う。歯を食いしばり、手をぎゅっと握りしめ、彼女は大平を睨んでいる。本気で怒った彼女の姿を見たのは、僕を含め彼も初めてではなかろうか。

「え、で、でもこいつは俺とは何も関係ない───」

「みんな、大事でしょ！」

　ピシャン、と一言の下に反論をぶった切る。

「皆、梓にとって大事な、大事な仲間なのに……どうしてそれを壊そうとするの？　全然わからないっ！」

「いや……でも」

「でもじゃない！　目の前に困ってる人がいたら助ける、でしょ!?　梓が好きなら、梓の好きな、大事な人たちのことも大事にしてよ！　どうして自分だけなの!?　できないの!?」

「え……うー」

「うーじゃない！　はい！」

「は、はい！」

　完全に、攻守逆転している。

「皆……皆大好きなの。梓を……梓を受け入れてくれる人たちのことが……」

　彼女は顔を覆おおい、しゃがみ込んで泣いていた。

　大平はかける言葉も思い浮かばず、ただその場で情けない顔で突っ立っていた。

「おい」

　僕に声を掛けられた大平はビクッと身体を震わす。彼は完全に怯おびえており、固まっていた。そんな彼に僕は、手を差し出した。

「ひゃ……ななにゃに」

「仲直り」

「びえっ!?」

　僕は強引に彼の手を取って握手をする。

「これで、痛み分けにしよう。僕も旅行の邪魔して悪かった。だから、君も……」

　謝れ、とは命令し難かった。出来れば察して欲しいので言葉を区切る。彼も、しばらくして、ようやくそれが最もよい解決方法だと理解したらしい。たっぷり、即席めんができて伸びるくらいには迷っていたようだが。

「お、おう。悪かった……よ」

　その言葉を受けて、僕は大河内梓に向き直った。

「ごめんね、楽しい旅行中に」

「……ううん」

「ちょっと、迷惑だったでしょ？」

「ぜんっぜん気にしてなんかないよ、だって、梓のこと考えてくれたんでしょ？」

　それ以上は言わなくても大丈夫、というかのように、彼女は人差し指をゆっくりと唇に当てる。

『大平がストーカーで、もしかしたら彼女に危害を加えるかもしれないから、京都まで助けに来た』

　そんな動機をわざわざこんなところで説明したら恥ずかしすぎる───。

「あれ？」

「蓮司さん!?」

　視界が揺らぐ。そして暗転していく。あ、やば───

　緊張の糸が切れたかのように、四海蓮司の身体はゆっくりと地面に倒れていった。




「馬鹿蓮司」

　僕が目を覚まして、最初に聞こえたのはその罵ば声せいだった。

　声の主は姉の十和子。そして場所は、西之宮病院の病室だった。

　話を聞くとあの後、剛介さんが倒れこむ僕を絶妙のタイミングで受けとめたらしい。どうやら剛介さんは途中からあの場に居たようだ。僕の限界を見極め、助けるタイミングを計っていたと。

「男の勝負に口出しはできないからね」とは剛介さんの弁だ。

　しかしお蔭かげで、僕をすぐに連れ戻さなかったことに加え、姉さんからだいぶいろんな約束（という名の金品要求）を飲まされたようである。

「可愛い弟を危険に晒した罪」というが、のちに西之宮先生に聞いたところ、僕が出払っていた間に姉は悠々と先生とデートしていた（無理やりに近かったらしい）というから驚きだった。どの口が、である。

　幸い僕の症状は軽傷だったのでその後は安静にすることで事なきを得た。ただ、智美ちゃんに泣かれたのは計算外だったが。

　そして、当の大河内梓からは漫研部員全員で仲良く写っている集合写真が送られてきていた。場所は───貴船神社だ。

　こうしてすべてが丸く収まる───はずだったが、一つだけ、僕には残念なお知らせがあった。

　これも、自業自得として諦めてはいた。

　しかし、残念であることに変わりはなかった。

　そう、僕は今回のことで若干入院が長びいた。その結果───ポイント不足により、ニンジュツ＆ニンジャーズ日本選手権大会への出場権を逃したのである。













　平和といえば平和。平へい穏おんといえば平穏。

　日常とは常に、いつも通り。何も変わらず、変化も少ない。そう、今ある要素、今ある事象。それが変わらない限り、延々とそれは繰り返す。ただし、時間はその限りでなく、必ず僕らの現在を変えていく。そして、それは必ず牙をむく。ひっそりと、大胆にその時を狙ねらって。




　漫研の聖地巡礼から一週間が経過していた。

　そろそろ真夏が近づいている。部室もエアコンをつける日が増えてきた。

　凜りんしけんの面子メンツは今、夏の大イベント、コミックコミケット、通称コミケという同人誌即売会に参加するために作品作りに取り掛かっていた。僕はそういうものが描かけないので主に売り子だが、武たけ彦ひこや藤ふじ井い君を中心に原稿についてあーだこーだ話し合っている。

　僕はといえば、そう、まるで抜け殻がらのように部室でボーッとする日々だった。

　原因は明らかだ。

　僅わずか一ポイント。

　僕が楽しみにしていたニンジュツ＆ニンジャーズ日本選手権全国大会決勝。僕はその招待選手の規定に僅か一ポイント足らずに、参加を見送ることになった。

　いや、正確に言えばまだ参加のすべての道が閉じたわけではない。前日予選に参加し狭き門を抜ける方法もある。しかし病院を抜け出した罰として、姉に暫しばらくの間行動を制限されていた。当然大会参加の禁止も含まれている。

　僕にも落ち度があることなので、素直に従わざるを得ない。まがりなりにも僕は生活費を出してもらい同居している身分である。

　抜け殻のような自分の中を探すと、今一人の女性の名前が鮮明に思い浮かんでくる。その女に関かかわったことで僕の人生は確実に何か変わりつつあった。




「あ……」

「あ、こんにちは……」

　大おお河内こうち梓あずさと大学内で会うことはままあった。しかし、会話が続かずに、挨あい拶さつ程度で済ますことが増えた。何となく、僕が選手権参加を逃してから、気まずい雰囲気になってしまっていた。気にせずに話しかければ良かったのだろうが、ついその機会を失ってしまったのだ。それに加え、お互いコミケに参加するために忙しい時期を迎えていた。あちらもどうやら参加準備を進めているようで、毎日ワイワイと騒ぎつつ何か作っている様子である。

　まあいい。彼女も楽しくサークル活動に勤いそしんでいるのだ。僕は僕でそれを温かく見守ることにした。

　ふと部室に目を移すと、先ほどから武彦が落ち着きなく時計をチラチラと確認している。何かあるのだろうか？

「じゃじゃじゃじゃ～～～ん！」

　ちょう一五時を迎えた瞬間、注目とばかりに、いきなり武彦が大声を上げる。

「今日は～～～重大発表がありまぁ～～～す！」

　武彦はどこぞの理系女子のような口調で大仰にのたまう。

「……どうせろくでもないことじゃないの？」

　原稿にペンを走らせながら藤井君がジト目で武彦を睨にらむ。ほかの部員達も同様に思っているのか、武彦を無視する者も多い。日頃の行いが重要であることを思い知らされる対応だ。

「んだよみんなひっで～な～。……でもよ、今日は一味違うぜ？」

　武彦は当ててみて？　という顔をして僕に目配せをしてくる。ハッキリ言ってこういう時の武彦はめんどくさい。とっとと当ててしまおう。

「好きな子ができた」

「おぐああじええああじゃあああ!?」

　武彦の露ろ骨こつな反応を見ると、どうやら正解だったようだ。伊だ達てに十年来の付き合いではない。

「ち、違うぞ蓮れん司じきゅん！　今回はそれに限りなく近いかもしれないが……別のことだ！　さあどうぞ！」

「お邪魔しまぁ～す！」

　武彦の声で一人の小柄な女の子が部室に入ってきた。

「皆さん初めまして！　篠しの田だみくっていいます、ハンドルネームはみくぴょんです♡」

　僕の肩ぐらいの背丈のその娘は、どこぞのオタサーの姫の２Ｐカラーを見るように、似たような恰かつ好こうをして僕の目の前にいた。

　白いパフスリーブの服に身を包み、黒いニーハイとツインテ。そして厚底のローファーを着用。少女趣味を前面に押し出したその格好に、どうしてもある人物が頭をよぎる。

　大河内梓───あれをもっとわざとらしくした感じの、何というか『養殖物』という雰囲気が濃のう厚こうに漂ただよっていた。

「武彦、ちょっと……」

「うっひょー！　なになに？　いきなり女の子連れてきちゃってビックリってやつー？　あ、でも惚ほれちゃだめだぞ、なぜなら……」

　僕は武彦の手を引き、顔を寄せる。

「……お引き取り、願えないの？」

「え!?　なんで入れちゃ駄目なの」

「いや、ほらあれってさ……」

　僕の言いたいことを察してくれるほど武彦が鋭ければいいのだが、口を濁にごしても伝わらないだろうなと思っていると……。

「大丈夫だって！　またあんなことにはならねーって」

　その台詞せりふに高校の頃がフラッシュバックする。

「だってさ～彼女、みくぴょんさんは引っ込み思案だから、なかなかサークル活動に踏み出せないって言ってて、わざわざいきなり部室に来るのは恥ずかしいからって、偶然授業で隣だった俺に『紹介してくれませんか？』なんて尋ねるくらいの奥手きゅんだよ？　入れてあげなきゃ可か哀わい想そうじゃん」

「ぬぬぬ……」

「俺らもう大学生よ？　分別あるしー、それにうちらの部活崩壊させたのってあんな娘じゃなかったじゃん」

　それをお前が言うか？

　高校の頃、うちの部活を崩壊させた原因を連れ込んだのは武彦本人である。しかも、今回とその時のシチュエーションはすこぶる似ている。その苦い経験があるからこそ、できるだけそういう人物を避け、いままでこの凜しけんを運営してきたというのに……。

「あの～……お話し合いですか～？」

　超アニメ声で僕は彼女───みくぴょんと呼ばれる子に話しかけられる。

「私、お邪魔だったらその、辞めてもいいです」

　物もの凄すごくしょぼくれた空気を醸かもし出し、彼女はうつむき加減でそう言う。

「あ、いやそんなこと言わないで！　……ほら、蓮司きゅんも違うだろ？」

「あ、う……」

　事情説明までされ、そんなことを言われてしまうと強く断ることができない。元々入部規定自体はないのだ。それを選えり好みできるように誘導するだけであって、僕が最終的に入部を妨げるほどの権力は持っていない。それに彼女に現時点で落ち度はない。

「……じゃあ一週間仮入部ってことで」

　しょうがない。ここは入部を認めるしかない。

「わぁー！　宜よろしくお願いしますね！」

　そう言って彼女は僕の両手を包み込むように握手する。キラキラと上目づかいで僕を見つめ、空いた胸の谷間を強調するかのように身体からだを揺らして見せつけている（ように感じる）。大丈夫か、これ？

　だが、仮入部中に辞めてくれれば問題ないのだ。まあそもそも問題行動が起きなければそれで構わない。

　過去にもこういう人物が凜しけんに押し掛けたことがあった。自分が一番可か愛わいく、もてはやされないと我慢ならない、そんな人物。しかし武彦以外なびくものがおらず、居心地が悪かったのかすぐに辞めてしまった。別に苛いじめたり、塩対応をしたわけではない。平等に、あくまで特別扱いしなかったに過ぎない。注目を浴びられなかった彼女はどんどん問題行動をエスカレートさせていき、ＳＮＳに僕らの悪口や自傷行為の写真などを上げて盛大に後足で砂を掛けて消えていった。その頃にはさしもの武彦も僕にヘルプを願い出たものだが。

　この程度のことに対処できないで副部長を名乗るなどおこがましい、そんな思いもある。そう、僕はあくまで凜しけんの皆が楽しくサークル活動できる場を維持出来ればよいのだ。先入観だけで排除していては、健全な組織とは言えないだろう。

　大丈夫、僕が見ていれば問題ない。しかし、それが過信なのか、そう思い込もうとしているだけなのかこの時点では僕にはわからなかった。




「これどうぞ、差し入れです～」

　翌日───凜しけんの部室に入ってすぐ、みくぴょんに僕は焼き菓子を勧められた。

「みく……さん、ありがとうございます……。これ、高そうですね」

　そこらで売っている数百円の量産菓子とはパッケージからして異なりしっかりしている。デパ地下とかで売っているやつだ。

「あ、お気になさらず！　私の母が皆さんにって渡してくれたものなので」

「そ、そう……なら戴いただきますね」

　既に凜しけんのメンバーは幾人か受け取っている様子だった。菓子の空き袋が机の上に散乱している。

「あ、片づけますね、それ」

　彼女はその空き袋を率先して片づけ始めた。その態度を見て、僕の心配は杞き憂ゆうだったか、と少し安心する。ここだけ見れば気配りのできるいい子だ。

　ふと、みく───みくぴょんの恰好が前回と趣おもむきが異なることに気が付いた。

　前回のバリバリの少女趣味と違い、今日はシックに、図書館にいそうな文学少女をモチーフにしたようなブラウスにロングスカートという出いで立たちに変わっている。森ガール風というのはこういうのを言うのだろうか？

　そして彼女は前回ツインにしていた髪をいまはロングのストレートに変化させていた。これはこれでオタ受けしそうな、いや誤解を受けそうな表現だが清せい楚そ系のヒロインを地で行くような印象を受けた。

「……その服、どうしたの？」

「あ、何か気になっちゃいましたか？」

「ああいや、前回とはその、まったく趣味というか趣向が違うから……」

　そう言うと彼女は小声ですいません、と言いながら僕の手を引いて部屋の隅に行く。

　凜しけんのほかのメンバーは、ツイ、と僕らを目線で追う。何もやましいところはないが、緊張してしまう。

「だってその～、副部長さんが嫌そうな顔なさっていたように見えたので」

　ギクリ、とする。

「あ、すいません！　別に批難しているわけではなくて、ああいう身体のラインが出たり露出の多い服嫌うのかなって。だからみくぴょん、ちょっと雰囲気変えてみたんです」

「そ、そうなんだ」

　彼女なりに気を遣った、ということか？

「前に、男の人にそういう服着てちょっと勘違いさせちゃったこともあって。あ！　でも副部長さんがそうだってわけじゃなくて、そういうことがここでもあったから嫌な顔されたのかなって……ちょっと想像力逞たくましすぎますかね、私」

　そう言って彼女はくすっと笑う。

　案外鋭いタイプか、と思う。あれだけのやり取りで僕のことをすっかり見抜かれている。これからは顔に出ないように少し注意しなくては。下手に気を遣わせては申し訳ない部分もあるし。

「いや、間違ってないよ。想像通りだけど、そこまで気を遣わなくていいよ。好きな恰好してくれて構わないから」

「ありがとうございます！　……あのお言葉に甘えついでにもう一つ良いですか？」

「何かな？」

「私のことちゃんとみくぴょん、って呼んで戴けますか？」

「え」

「でないと私調子でなくて、そのほうが私もここに馴な染じみやすいって思うんです。親しみを込めて呼んで戴けるとすっごく嬉しいです！」

「わ、わかったよ。……みくぴょん……さん」

「さん、は要りません！」

「は、はい！　みくぴょん……」

「はい、これからも宜しくお願いします！　蓮司先輩！」

　そう言うと彼女は深くお辞儀をして振り返り、ほかの凜しけんのメンバーに混じっていく。彼女は楽しそうにその輪の中で会話をしている。時には語り、時には聞き手に徹して場を和なごませている。

　下手な心配をするだけ無駄だったかもしれない。しかし、この時妙な既視感が僕を捉とらえていた。昨日感じなかった感覚が、今日の彼女にあった気がしたのだ。

　───どこかで見たような、見なかったような。

　高校の部室が不意にフラッシュバックする。

　皆と仲良く話し合っていた彼女の姿が、みくぴょんと一瞬だぶる。僕は頭を思い切り振った。そんな馬鹿な───あれとは、あれとは違う。

　僕は気分が悪くなり、何も言わずに部室から出た。その僕の背中に絡みつく視線があった、ような気がした。




　オタサーの姫には大きく分けて、先天的なものと、後天的なものがある、と思う。

　先天的なのは、元々構ってちゃん気質や、ちやほやされたい女性が、自身の女『性』というものを意識して、活用する。まあ所謂いわゆる、確信犯だ。

　後天的なもの、それはサークルや世間から隔離された狭い集団が育ててしまうパターンだ。元々男子に縁がない女性が男性の多いサークルに入った場合、えてしてこういうことが起きやすい気はする。

　もちろん全すべてがそうではないが、色恋というのはどこに潜ひそんでいるかわからない。

　特に男子のほうも女性に免めん疫えきがない者が多いため、普通に会話できる女子、というだけで自分の中での敷居は凄すさまじく下がる場合も多い。

　そういった環境で持ち上げられ、皆に慕したわれ『姫化』するものが居たとしても不思議ではないだろう。自分を特別視してくれる集団を抱え増長していく、まるで羽虫から女王アリになったような存在。今までモテなかった故の勘違い。いや、需要と供給というべきか。ある意味この関係はギブアンドテイクなのだ。

　姫となったものはそのうち気がつく。どうやってこの環境を維持しようか、と。自分の王国を維持するため、そのうち彼らに遠からず起きる求婚のための奪い合いを回避すべく様々な手を尽くそうとする。時には彼女のための王を選び、交換し、欺あざむき───そのような者もいるかもしれない。

　こういう時のサークルの崩壊という結果は大体がこの女性の巣立ちによって生じる。恋人ができる、結婚する、ほかのサークルにいく、など、だ。彼らのサークルの目的が、サークル活動から女性の奪い合いにシフトチェンジしたのだから、それは至極当然の結果だろう。

　つまり何が言いたいかというと、後者には男性側にも落ち度がある、ということだ。

　自分達の女性経験が少なく失敗を犯しやすい、そういう集団であることを自覚せず、また相手の女性も同じであるため、歪ゆがんだ結果を産みやすい。それがオタサーの姫、なるカテゴリを産んだのではないかと僕は思っている。

　反論のある方もいるだろう。しかし、少なくとも僕のいた部活はこの後者の道を歩んだことは事実だ。

　そう、彼女と出会ったのは───。





　　　　　※






　都立不ふ二じ高校、ここが僕の通う高校だ。

　放課後の漫研の部室には、いつもと違う人物が一人混じっている。

　少し小太りで眼鏡を掛けたその女の子は、藍あい色の制服に身を包み、所在なげに隅すみっこのほうに座っていた。その様子はオタの友人たちとあまり変わらず、完全に女版の『俺ら』であった。彼女は男子たちの馬鹿話に入っていき辛づらいのか一人で本を読んでいる。

「えーと、竹たけ島しまみらい、さん？」

「……何ですか？」

「あ、いや、楽しんでるかなって……」

　男ばかりで盛り上がっていてはつまらないのではないかと思い声を掛けたが、早くも後悔しかけていた。僕自身も姉以外の女性とはあまり会話などしない。ほかの部員も似たようなものだろう。みな会話の切っ掛けや内容を摑つかみ兼かねていると思われた。

　武彦に何な故ぜ彼女をここへ連れてきたのかと尋ねたところ『頼まれた』という簡明なお答えが返ってきた。どうも彼女はクラスで浮いていたらしく、持ち前の女子に対する優しさ（エロ脳ともいう）を発揮した結果、ここを紹介することになったらしい。

　なお、武彦は女性の頼み事を一切断ったことはない。それがどんな女子でもだ。『何が恋愛に変わるかなんて誰にも分からないからこその全方位戦略だ』などとうそぶいているが、単に困っているポーズを取る女子に騙だまされているだけである。お蔭かげでいらん苦労ばかりしょいこみ、いいようにパシらされているのだから。

「蓮司きゅん、ほら、なんか言ってよ。困ってんじゃん？」

　親友と見込んで、ね？　と武彦は僕に耳打ちする。正義感を振りかざすのは良いが、丸投げかよ。

　……ともかく会話しなければ始まらない。

「えっと、何読んでるのかなって」

　僕が話しかけると彼女は無言で本を閉じ、僕の前に差し出す。

「お、これ俺大好きだぜ～～～！」

「うわっ……武彦!?」

　いきなり横から武彦が割り込んできた。武彦は僕に耳打ちする。

「きっかけ作りご苦労、親友よ」

「……なら、最初からお前が話せよ」

　呆あきれた、気があるなら最初から自分で何とかすべきであろうに。武彦は彼女の置いた本を見て語りだす。

「あ、これ、ちょ～～～面白いよね！　特にこのライバルが死んじゃうところとか超泣ける……」

「それ、まだ読んでない」

「あ」

　綺き麗れいにネタバレを食らわせ、場の空気が凍る。

「ごごごごごごめええええええん！」

　武彦は彼女に大げさなリアクションで土下座する。土下座というか、ほぼ土下寝であるが。

「……次、気をつけてね」

　そして彼女はようやく初めて表情を変え、口に手を当て控ひかえめに、くすり、と笑い、その流れで少しだけ髪をかきあげる。ちらと見えたうなじが男子達の目を引く。

　失礼だが、最初は仏頂面であまり可愛いと思えなかった彼女のそれは、この部活に来て初めての女性らしい可愛い仕草だったかもしれない。その時、若干部活の空気が変わった気がした。

　それからというもの、彼女は少しずつではあるが、僕らの会話に混じるようになった。そこからは早かった。皆彼女を同じ話題を共有する仲間として扱い始めたのだ。彼女の表情は最初こそ硬かったが、会話を続けるうちに色んな面が見えてきたのが他の男子にも新鮮で、楽しかったのだろう。彼女との会話は日増しに弾んでいった。

　一度、別のクラスに居る彼女を見かけたことがある。しかし見事に彼女はその中では悪い意味で浮いていた。容姿も平均以下、女子と仲良くすることも、男子と会話することもない。ただそこに、孤立していた。

　しかし、彼女は僕らの中においては違った。水を得た魚のように最近はよく喋しやべった。外で溜ため込んだ言葉を中で発散するかのように。

　僕にとってはよくある光景だった。形は違えど、外で猫を被かぶっていた姉の本音を家で聞くのに近い。

　僕らも教室においてはマイノリティであり、似たような側面はあった。ただ、彼女より早く仲間を見つけ、こうして寄り添っているだけなのだ。彼女にはそういう仲間が女子に居なかった。彼女にとってみても、ここは居心地のよい場所なのだろう。

　ある日の放課後、先に部室に来ていたのは武彦と僕だけだった。

「なあ武彦」

「ん？　何だい蓮司きゅん」

　武彦は漫画を読みながら鼻くそをほじって答える。あまり人の話を聞く態度ではない。……少し、意地悪な質問をしてみるか。

「お前、竹島さんのこと好きなの？」

「ぶほぅ!?」

　ほじっていた指が思い切り鼻の奥に入り、武彦は大おお袈げ裟さに痛がった。

「な、にゃんだそら？」

「いやさ、だってわざわざ女の子をこんな男所帯に連れて来て、何が狙いだったのかなあって。普通に考えたら、気があるから連れてきたって思うじゃん？」

「いやー……」

　武彦は困ったな、という顔をする。何か彼女が好きだと困るようなことがあるのだろうか？

「あ～いいやごめん、聞いて悪かった」

「ん～？　もしかして蓮司きゅん、みらいちゃんのこと……」

「ないない。そもそも……」

　あんな姉を持って、女性に対して夢を持つことができると思ってる？

「あー蓮司きゅんの姉ちゃん美人だもんな！　そりゃー比べちゃうか」

　原因は合っているが、意味は真逆に納得される。

「まあでも、惚ほれちゃえば顔なんて関係ねーもんだよ？」

　別に僕は女子の容姿のことなど何も言っていないのだが、勝手にそれで差別していることにされてしまった。単に女子全般に苦手意識があるだけなのだが。

「こんにちはー！」

　その時、元気よく部室に入ってきたのは、件くだんの竹島みらいさんだった。

「……こんにちは」

　僕の笑顔は少し引きつっていたと思う。そして、当然といえば当然だが、なし崩し的にこの話題は終了した。

「あのっ……今度皆で遊びに行きませんか？」

「え、どういうこと？」

「あ、親戚から遊園地のチケット沢山貰ったので、今度の日曜日にでも行かないかなって」

「お～、いーね！　行くよね蓮司きゅん！」

　僕は竹島さんの唐突な誘いに困惑したが、即座に武彦が反応した。

「う～ん、まあいいけど」

　皆で外で遊ぶことなど一度もなかったので（武彦とか個人同士はそれなりにあるが）そういう機会を持つのもいいかもしれない。後は何人が集まるかだったが、何と全員参加だった。皆二つ返事である。

　当日、僕は早めに家を出て待ち合わせ場所に向かった。人を待たせるのは昔から苦手だったからだ。バスロータリーでバスから降りた僕は駅の待ち合わせスポットになっている中央の柱の近くで皆を待とうと───ん？

　僕の視界に黒いゴスロリ風の衣装に身を包み、フリルのついた傘をさした女性がそこで待っているのが目に入る。地元ではあまり見かけないファッション、というか割と浮いていた。似合っているかと言えばお世辞にも似合ってはいない。街中を歩いた時に見かけても「ああ、そういう趣味の人ね」という受け取り方は出来ても「うわ～可愛い」とは決してならない。そういう差が如実に出ていた。

「あ───こんにちは！」

「!?」

　そのゴスロリ女に僕は声を掛けられる。

「……もしかして、竹島さん？」

「はい、今日は宜しくお願いします！」

「はは……一瞬誰だかわからなかったよ」

「ありがとうございます！」

　本音であるが、その言葉で彼女は思い切り破顔する。別に褒めたわけではないので気まずい気分になる。

「おーナンパしてんの、蓮司きゅん？」

「うわっ!?」

　すぐ後ろから武彦がやって来ていた。

「違うよ……ほら」

「みらいです！」

「うっそ────!?」

　武彦も驚きの声を上げる。

「へ～そんな服も持ってたんだ～」

「はい！　あの……似合ってますか？」

「へ？　あーうん、ちょー似合ってるよ！」

　武彦のその言葉に更に満足そうな笑顔を彼女は浮かべる。

　そして暫く待っていると、続々と漫研部員が集結し始めた。僕らを含め総勢七名。驚くべきことに参加者は誰も遅刻しなかった。しかも部員達は僕と武彦を除き、全員竹島みらいの傍そばに陣取っていた。僕が微妙な反応を示した衣装にも、ガッツリ食いつき、褒め倒している。この温度差に僕は妙な違和感と、気持ち悪さを感じていた。そして、謎なぞの不安感が押し寄せて来た。

　遊園地についたら、よりその違和感が明確になった。そう、彼女が中心となって、周りがかしずく。女王と兵隊、いや親衛隊のような関係が目の前に繰り広げられていた。

　彼女ののどが渇かわけば誰かがジュースを。彼女のおなかが空けば、誰かがハンバーガーを。彼女が乗りたいアトラクションがあれば、順番を。彼女を楽しませるために、漫研は存在していた。

　なんだこれは？　いつの間にこんなことになっていたのだ。

「知らなかったの、蓮司きゅん？」

　集団から少し離れた武彦と僕は並んで歩きながらその光景を見ていた。

「知らなかったって……でも彼女誰とも付き合っているわけじゃないだろう？」

「蓮司きゅんは彼女の魅力がわからないか～」

　腕組みをしながら武彦はカラカラと笑う。

「いや～もう彼女は漫研の人気者だからね～。皆彼女に惚れているわけですよ」

「……マジ？」

「マジだよ？　蓮司きゅんはあんま興味がなさそうだったから気づかなかったのかね？」

　確かに興味はこれっぽっちもなかった。皆が仲良くしてくれていることに満足していたから。それを語る武彦の様子はどこかドヤっている風である。

　やっぱり、何かが変だ。

　武彦のその態度は、何か妙である。自信？　優越感？　そんなような雰囲気が武彦から漏もれていたのを僕は敏感に察知していた。こいつ、もしや……。

「あの～蓮司くん？」

「は、はい？」

　皆から離れ、トイレに立って戻ろうとした時にちょうど竹島みらいと遭遇した。

「私もちょっと休憩に……あの、ちょっと良いですか？」

「いいけど、何の用？」

「あの～相談乗ってもらえないかなって」

「ふむ……」

「恋愛の」

「ぶ」

「あ！　皆には内緒にしてください」

「はぁ……」

　僕の危険センサーが敏感に働く。何か碌ろくでもないことを聞かされるのではなかろうか？　しかし恐怖もあるが、興味もちょっとだけある。

「あの～私、今漫研部員ほぼ全員に言い寄られてるんですよ～」

　知ってた。

「う、うん、そうみたいだね」

「それで困ってて～私誰とも付き合う気ないんですけど～」

　勿もつ体たいつけた感じで彼女はしゃべる。若干うざい。

「で、要点は？」

「なので、私の彼氏の振りしてくれませんか？」

　はぁ？

「皆そうすれば、諦あきらめると思うんですよ～好きな人がいる～とか付き合っている人がいるって言えば」

「……そんなことしなくても普通に断ればいいじゃない。付き合ってもいないのにそんな振りして恨み買うような真ま似ねはちょっと……」

「……だめですか？」

　彼女は涙目で懇こん願がんするかのように僕を見つめる。実に、勘弁してほしい。

「どうしてもっていうなら誰か選べばいいじゃない。あの中でさ」

「蓮司くんが良いんです！　……この意味わかりますよね？」

　肉食獣が獲物を見る目をしている。直感的に僕は危険を感じ後ずさる。いや、そんな、まさか……。

「ど、どこがいいの？」

　間抜けな質問をしたと思った。

「蓮司くんてよくみんなのこと見てるじゃないですか。安心できるっていうか……かっこいいお兄さんみたいで」

「そ、そう……ありがと」

　まったくもってそんな自覚はない。

「私が部に馴な染じむように最初話しかけてくれましたよね？　その時この人いい人だなって、それで……」

「……でも、あれぐらいは、ねえ」

　誰にでもすることだし？

「お願いします、蓮司くん！」

　彼女は右手を差し出す。しかし───。

「ご、ごめんね！　僕には無理だから！」

　僕は脱だつ兎との如ごとくその場から逃げ出す。竹島みらいが、僕のことを好き？　いや、そんな素振りがあったか？　思い返して見てもあまりピンと来なかった。戻っても武彦の軽口に生返事しか返せない。妙に口が渇いた。

　その後のことはよく覚えていない。何の乗り物に乗ったのか、何で遊んだのか、思い出せないくらいかなり混乱した頭のまま僕は帰路についた。

　そして、事件は翌日起きた。

　いつも通り、僕が部室に入る。すると既に、皆が集まっていた。そして、その中心には竹島みらいがいる。

「や───」

『おい蓮司』

　挨拶をしようとした瞬間、誰とはなしに漫研部員が僕を呼び捨てにする。その口調からはピリピリとしたものが伝わって来る。敵意、害意、そういった類たぐいのもの。

『お前、みらいちゃんに酷ひどいこと言ったらしいな』『泣いてるぞ彼女』『謝れよ！』『何とか言えよ！』

　他の男子部員達が僕を矢継ぎ早に責め立てる。今にも摑つかみかからんばかりの者もいる。

「待てって！　蓮司きゅんにだって言いたいことはあるだろ？」

　何のことか分からないまま困り果てた僕の前に武彦が割って入ってくれた。

「武彦、これ、何だよ一体？」

「何って……蓮司きゅんがみらいちゃんに酷いこと言ったってことになってるよ？」

「はぁ？？？」

「お前みらいちゃんにしつこく言い寄ったらしいじゃねーか！　彼女にその気はないって言ってんのによ」

　殺気立った部員達が武彦を間に挟みながら吠ほえる。

「は？　何言ってんだよ……それは」

　逆だ、と言おうと思った瞬間見てしまった。

　男子部員に守られるようにして向こう側に引っ込んでいる竹島みらいが、僕が口を開ける瞬間を見計らったかのようなタイミングで、大声で泣き出すのを。

「ひっぐ、うああああああ～～～！」

『みらいちゃん!?』『大丈夫!?　ほらハンカチ……』『こらテメー！　何泣かせてんだ！』

「な、何もしてないってば！」

　しかし既に反論が許される雰囲気ではない。僕の味方はもういないのか？

　ここに至って、僕は竹島みらいに嵌はめられたのかもしれないと考えた。でもなぜ？　僕が彼女の告白を断ったから？　それとも別の何か？

「蓮司きゅん、昨日のうちにこんなん回ってたんだよ」

　そう言って武彦が僕に携帯のメール画面を見せる。そこには彼女が僕に言い寄られ、断ったが逆恨みしてストーカー紛まがいになっている、との内容が書き込まれていた。

「んで、これ」

　次に見せられたのは彼女自身のＳＮＳでの書き込みだった。僕の彼女にしたというストーカー行為が克明に記されている。帰り道にストーキングされただの、遊園地ではほかの男とばかり仲良くしていて文句を言われて怖かっただの。今までみんなのことを考えて黙っていただの。こんなこと、身に覚えは一切ない。

「噓うそだこんなの！　そんな事実はどこにもないってば！」

　僕は声の限り叫ぶ。

『じゃあみらいちゃんが噓ついてるっていうのかよ！　こんな泣いてるんだぞ！』

「お、女の涙なんて信用するのかよ、泣いたほうが偉いなら僕だって泣けるぞ！」

　姉はよく「泣くだけなんて猿でもできる。これで騙だまされる男は猿以下ね」と常つね日ひ頃ごろ言っていた。実際姉の涙に一円の価値もありはしない。ただ、この場においてこの言葉は火に油だった。

『じゃあ泣かしてやんよテメー！』

　部員達が一斉に僕に向かってくる。やばい。殴られ───。

「やめて！」

　その声に皆振り返る。声を上げ、彼らを止めたのは、竹島みらいだった。

「ひぐっ……あだじがいけないの……思わせぶりな態度とったから。だからもうやべて……」

『みらいちゃん……』

　次々と部員達は矛を収める。僕は竹島みらいを睨みつける。皆が彼女を慰なぐさめる、しかし僕は見た。彼女の口が、一瞬嗤わらったのを。

　計算ずく、か？

　自分でけしかけて、自分でそれを収める。これで僕が悪役である。完全にしてやられたと言っていい。

　彼女は何でこんなことをした？　僕が告白を断ったから？　僕を追い出したいから？

　何か反論しなければと思う、しかし、場の雰囲気はそれを許さない。僕が何かを言ってもきっと何も覆らない。恐らく水掛け論である。八方塞ふさがり───僕にはもう打つ手がない。何か、何かないのか？

「ダメじゃん蓮司きゅん、女の子を泣かしちゃ～」

　軽いノリで武彦が僕の肩を叩たたく。一人だけ全く場違いな声のトーンに一瞬場の空気が緩んだ。

「ま、ここは俺に任せとけって。な、ダチ公？」

　武彦の満面の笑みに激しく不安を掻かき立てられるが、ここは任せる以外の選択肢はなかった。武彦はずいっと皆の前に出る。

「こんなことになっちゃったらしょうがない。皆も蓮司きゅんのことが許せないかもしれないが、許してやってくれない？」

『……ふん、武彦はダチだからって庇かばうのかよ。とりあえず謝れよな、四し海かい』

　湧わき上がる謝れコール。悔しい。泣きたくはないが、こみあげてくるものはあった。

「はーいストップストップ！　やーりーすーぎ！」

　その時武彦が大きく手を叩き、会話を止めた。

『んだよ武彦！　止めんなよ！　そんな権利ないだろ？』『そーだそーだ！』

「ん～あるんだな、これが」

　武彦を見ると、ふふん、という勝ち誇った顔をしていた。

「もう、やめとこーよ、みらいちゃん？」

「……何よ武彦くん」

　不審そうな顔で竹島みらいは武彦を見た。

「こんな風に揉もめちゃうならさーもっと早く言えばよかったんだって、内緒にしとくから蓮司きゅんだって、周りの皆だって傷ついちゃうんだよ～」

「ちょ、ま、待ってそれは誰にも言わないって……」

「いや！　良くないって、君のことも大切だけど、蓮司きゅんは俺の大切な友でもあるんだから！　間違いを正して更生させるには真実を伝えるのが一番だと思うのだよ！」

　部員達に動揺が広がる。武彦は何のことを言ってるんだろう？

「やめて！　そんなこと言ったら……」

　恐ろしい形ぎよう相そうで武彦に向かう彼女、しかし───。

「言うべきだよ！　俺と君が、付き合っているって！」




　…………………はぁ？




　その場の男子全員が、何言ってんだこいつ、という表情のまま固まった。

『何、馬鹿なこと言ってんだ、武彦？』

「え、いや真実だって！　いやー今まで隠し通すの辛かったな～、でもすまんなみんな！　実は俺たち恋人同士だったわけよ！」

『ふざっけんな！　テメー冗談でも言っていいことと悪いことがあるぞ！』

　男達は今度は武彦に突っかかる。

『みらいちゃん、この馬鹿に言ってやってよ！　冗談言うなって！　だって……』

『そうだよだって……！』『そうだ俺だって！』

　男達が口々に言い争い始める。

「だ、だめ───！」

　───『俺』『僕』『わし』がみらいちゃんと付き合っているのに！

　全員の叫びが、見事に重なった。

「「「はぁ？」」」

　間抜けな、あまりにも間抜けな顔をして全員が顔を見合わせた。

『……どういう、こと？』

　その呟きは、ようやくといった感じで誰とはなしに発せられた。

　その言葉を向けられた竹島みらいは、額に汗を吹き出し、激しく狼ろう狽ばいしていた。

「何……言ってるのよ、みんな……」

　彼女の笑みが引ひき攣つる。それはまるで、ヒキガエルが押し潰され、内容物を吐く、一歩手前のように。

　僕は勘づく。そうだ、すべては……あの武彦の態度も、それなら説明がつく。

「……お前ら、全員騙されてたんだろ」

　その言葉に、全員が僕の顔を見る。

「竹島さんは全員と付き合っている。もしくは、全員と付き合っている振りをしている。そういうことでしょ？」

『は……てめぇ何言って……』

「じゃあ全員で答え合わせしてみなよ。何を言われたのさ彼女に？　付き合って下さい、でも皆には内緒で絶対言わないでね、こんなところじゃないの？」

　全員が押し黙る。その沈黙は僕の考察が正解だったと雄弁に語っていた。

「彼女、僕にも同じようなこと言ったんだよ。で、僕だけは断った。だから僕を排除したくなったのかい？」

　既に能面のように表情が固まってしまった竹島みらいに僕は語る。

「何が目的なのか知らないけど、こういうのやめてくれないかな。迷惑だからさ」

「はっ」

　開き直ったような表情で竹島みらいは僕を睨みつける。

「別に、誰とも付き合ってないし、テキトーなこと言わないでもらえます？」

『ちょ……みらいちゃん!?』『は？』『ちょっとまてよ、どういうことだってばよ』

「付き合って下さい、なんて一言も私言ってませ～ん。勘違いしないでもらえます？」

『───』

　その言葉に男どもは全員黙った。

　僕は彼女が僕に言った台詞を思い出していた。───確かに思わせぶりな発言は多々あったが『付き合って』などとは一言も言っていない。彼女は彼氏気取りの部員をはべらせたかっただけ……そういうことなのだろうか？

「そ、そりゃないよ！　おかしいでしょ、だってあんなに仲良くして……それにキスだって」

　武彦、お前いつの間に大人の階段を半歩先へ。

『え、お前も!?』『お、おれほっぺだけ！』『ほっぺ!?　わし手なんだけど』『ぼ、僕も手だった……』

　彼らは思い思いに自らキスされたと思われる個所に手を当てる。一人も口に手を当てる者はいなかった。お前らどこの世界のちょろインだ。

「外国じゃキスなんて挨拶もいいところなんですけど？」

　彼女は大きくため息をつく。

「そんな顔しないでもらえます？　別に、騙そうとか思ってませんよ。単に皆と仲良くして、本当にいい人と付き合おうと思ってただけですから」

　意地の悪い笑みを彼女は浮かべる。

『こ、この糞くそビッチッ……ざっけんな！　ブスのくせに最悪だなおい！』

　部員の一人が彼女に食って掛かる。

「あーもう、うざっ。はいはいブスビッチですよ～だ。何、文句あるなら皆に言う？　ブスのビッチに騙されて、惚のろ気けてましたってさ！」

　逆にそいつは彼女に凄まれて言葉を失う。オタゆえの悲しい特性か、本気で怒られると萎い縮しゆくしてしまう人間は多い。たとえそれが逆切れであってもだ。

　そう、こんな窮きゆう地ちにあっても、彼女は動じていなかった。最初は動揺していたかもしれない、しかし今は完全に見下した目をこちらに向けている。他の者も同様に怒りの矛先を向けかねていた。いや皆一様に、……一部武彦を除いて怒り心頭という様子なのだが、彼女の豹ひよう変へんに戸惑い、文句をぶつけられずにいた。

　理由は簡単だ。武彦以外の皆が、彼女を見下していたからだ。

　この程度なら、俺でも話せる。この程度なら、僕でも付き合える。この程度なら、裏切られることもない。つまり、皆盲もう目もくだったのだ。

　その自分の愚おろかさに気づいてしまったから、彼らは今言い返せないのだ。

「……はっ大方こんな喪も女じよが彼氏もできないで可哀想、俺ならその魅力がわかってあげられる、とでも思ってんのバーカ！　こっちだって選ぶ権利はあるわよ。後から来たから気を遣わなきゃって思ってたらどんどんつけあがる。挙句盛り上がって迫ってくるから適当にあしらうためにキスまでしてやったのにこの仕打ち？　ちょっとやさしくされたからって勘違いしないでくれます？」

「……言いたい放題もその辺にしとけよ」

　僕は口を開けない他の代わりにようやくそれだけを言う。

「何をしたかったか知らないが早く出てってくれ。僕は君に、関わりたくない」

　ハッキリとした僕の拒絶の言葉に、ふん、と鼻を一つ鳴らし、彼女は部屋を出ていった。その後に残されたものは、言いようのない、後味の悪さだけだった。

『さ、最悪だよなあいつ……』『そ、そうだよな……』

　口々に彼女に対する愚ぐ痴ちをこぼす中、武彦はただ黙っていた。

「……お前らもその辺にしとけ。惚れた女に裏切られたからって愚痴るのはかっこわりーだろ？」

　ようやく重い口を開いた武彦はそう言った。その言葉を残し、その場は解散になった。

　皆が帰ったあと、僕は武彦と二人、部室に残っていた。武彦は肩を落とし、明らかに凹へこんでいた。

「気を落とすなよ、な？」

「ん、そだね」

　もう既に気にしてないという風に、あっけらかんとした口調で笑顔で武彦は答える。

「き、切り替え早くない？」

「気にしてたら前に進めねーよ？　終わった恋のことは忘れて新しい恋に生きるわ」

　まあ立ち直りが早いからこそ色んな女子に声を掛けられるのかもしれない。だからこそ、ほとんど振られると思うのだが。

「なあ……彼女何が目的だったんだと思う？」

「ん～わかんね。まーでも、一緒にいて最初は楽しかったんじゃねーかな。クラスに居た時よりは笑ってたし。ただまあ……ありゃ多分他に彼氏いるのかも、とは思ってた」

「はぁ、マジかよ!?　それでお前付き合ってたのか？」

「多分この学校じゃねーだろうなー。別のコミュニティだと思う。キスまで、まあ俺もほっぺだけどしてくれたから少しは信じようかなーと思ってたけど……他の女子からそんな話聞いたんだよね、学外で見かけたって。でもさ、他人の噂うわさを信用するより、彼女の言葉を信じたいじゃん？　だから、黙ってたんだよね」

　……だからあの時、彼女が好きかと聞いたとき、妙に何か隠す雰囲気があったのか。

「お前……もうちょっと疑ったほうがいいぞ？」

「えーでも基本好きになったら、信じてあげようよ～」

　……そういう朴ぼく訥とつなところ、めんどくさいことに巻き込まれるけど、割と好きなんだよな。

「でも、できるならこっちに迷惑かけない範囲で頼むわ」

「う、そう言われると返す言葉もない」

　武彦の話を整理すると、うちの部員達も彼女を他のコミュニティに行けないボッチだと見下し、あっちも僕らをそうだと勘違いしていたわけだ。実際はとんだ間違いだったわけだが。

　しかしこれは自分自身に対する自信のなさ、評価の低さの裏返しとも取れる。自分如きに近寄ってくれる女子なんていないから、そんな相手がいれば相手も同レベルなんだという思い込みだ。結局皆、コミュ障なのだ。でも他人に承認されたい。だからコロッと騙される。

「彼女のこと擁よう護ごするつもりないけどさ」

　武彦が前置きをする。

「楽しかったんだろ、多分。俺もハーレムものの主人公になったら、悪い気しないし。なんとなくそういうのわかるから、怒る気しなかった」

「……童どう貞ていのくせに、少しだけいいこと言うじゃん」

「一言余計だよ！」

　こうして僕らは笑ってその日は別れた。しかし、この日を境に、この部屋に皆が集まることは減り、笑顔もぎこちない日が続いた。それはまるで、楽しかった思い出を引きずるかのように。そしてひと月もたったある日、ついに誰もこの部室に来るものはいなくなったのだった。





　　　　　※






「ふみゅ～～～」

「どうしたの、あずきゅん？」

　漫研の部室、長机の端で大河内梓は心ここに在らずといった風に頰ほお杖づえをついていた。それを気に掛けた山やま田だ太ふとしはプラモを作る手を止め、彼女に話しかける。

「あ、ごめんね！　次に作る漫研の部誌の話だったよね？」

　向かいに座る部長の太おお田たが親指をグッと示し、気にするなというサインを出す。

「あ、大丈夫だぞ、あずあず。我らがしっかりと取り決める故ゆえ。……それとも何か作りたい本でもあるのか？」

「あ～うん……別に梓は皆の作りたいものでいいよ？　今季アニメ実はあまり気に入ったのなかったし」

「ぼ、僕は機動紳士シリーズがいいなあ～」

「またロボ物かよ」

　横から仏ぶつ頂ちよう面づらの大おお平ひらが茶々を入れる。

「では大平氏は何か意見があるのか？」

「ふ、オリジナルこそが、至高。創作少年しかあるまい！　俺様の新作を見たら腰を抜かすぜ？　これを編集者の目に留まれば全世界十億部も夢では……」

「「妄想乙」」

「んがっ!?」

　見事に突っ込みが被る太田と山田。

　そんないつもの微笑ほほえましいやり取りを見て、梓は一人今も机の端はしで黙々と原稿を描いている田た中なかに話を振る。

「田中君はどうしたい？」

「……（サッと原稿を隠す）」

　彼が隠した原稿の端からは、梓とよく似た少女と思おぼしきものが描写されている。チラとそれが見えた部長の太田は、武士の情けだと言わんばかりに大おお仰ぎように声を出して、話題を変えることにした。

「えー、田中氏は自分の原稿で忙しい様子、我らの意見で良いな？」

「……（コクコクと頷く）」

「よし！　ではやはり時代は忍者！　忍者物はどうだ!?」

　梓はその声にピクリ、と反応する。

「ぶ、部長だって時代劇ばかりじゃまいか!?」「文句があるのか、山田氏？」「忍者なんてありふれた題材、創作少年では一○年前に通り過ぎた道……」「バカ者！　忍者は古来……」

　ニンジャ……、その単語に大河内梓はある人物を思い浮かべていた。ニンジュツ＆ニンジャーズ、そのカード大会で知り合った四海蓮司のことを。

　そう、彼女のモヤモヤの原因は、主に今、彼としたい話をしていないことにあった。カードゲームの話もそうだが、何よりもまず、先日の京都の件以降、ろくに会話もしていない。

　会いたいが会いにくい、その理由は主に彼が目指していたものを自分が奪ってしまったのではないかという後ろめたさだった。謝ってもそれは解決しないし、表面だけのことに終わってしまう。せめて、彼が自分から話しかけたいと思うまでは中々踏み出しにくい。本当に大事なことというのは、時期が来なければ解決しないこともままあるのだ。しかし───。

「やっぱ、行ってくる！」

「どうした、あずあず!?」

「皆ごめんね！　後で必ず穴埋めするから！」

　そう彼女は言って部屋を飛び出す。

　───自分らしくない。

（とりあえず、進んでから考えよう！）

　うじうじしているなんて性に合わない。

（もう一回、ありがとうって、言わないと）

　皆と仲良く楽しむためにも、この問題は先に解決しなければと彼女は思った。

「あれ？」

　凜しけんの部室に来た梓だったが、鍵かぎが開いていなかった。

　ドアを叩くが、反応はない。

「何か御用ですかぁ～～？」

「あ、はい……」

　後ろを振り向くと、見知らぬ女性が立っていた。

（……んんん？）

　妙な既視感を彼女は覚える。そう、二人は似たような恰好をしていたからだ。

「あの～蓮司……四海先輩はどちらに……」

「……あ～蓮司先輩ですか？　今日わ～、先輩方皆みんな課題提出が被ってるとかでぇ～来るの遅いと思いますよぅ～？」

「あ、そうなんですかぁ～、じゃあ……」

「あの～もしかして、四海先輩の彼女さんですか？」

「え!?」

　不意に、その女性はそんな質問を飛ばしてきた。

「ち、違いますよ～。梓は、そんなんじゃないです！」

　力強く否定したが、彼女の顔には赤みがさしている。そんな彼女を値踏みするかのように、その女性は上から下へと彼女を見渡す。

「じゃあ、先輩のことが好きなんです？」

「ええええ!?」

　更に突っ込んだ台詞に、梓は頓とん狂きような声を上げる。

（考えたことないよう～～）

　友人としてはもちろん好きだった。というか、彼女は漫研部員も、家族も、関わってくれる友好的な人すべてに好意をもって接していた。しかし、男女の仲を聞かれると初めてそれを意識せざるを得なかった。

「じゃ……」

「じゃ？」

「じゃあ、あ、あなたも蓮司先輩のこと好きなんです？」

　激しく混乱する頭で彼女は相手の質問の意図を読めずにいた。そして、つい質問をオウム返ししてしまった。天然故に。

（およよ？）

　しまった、かな？　と梓は直感した。目の前の女性の顔が、先ほどまでの笑顔ではなく、真顔になったからだ。

「……いえ、全然？」

　ニコリ、と堅かたい、張りついたような笑顔が彼女から返ってくる。

「ただ、興味があるだけです。蓮司先輩、全然女性になびきそうもないので、どんな女性に興味があるのかなって」

　質問をしたのは良いが、梓はその答えに何も返せなかった。それは、好意というよりも、敵意を感じたからだ。

（大丈夫かな、この人？）

「もう、良いですか？　そろそろ部室に入りたいので」

「あ、はい！　ありがとうございました！」

　梓は扉の前から飛びのくように離れた。そのまま彼女は廊下を駆け、課題を制作する教室の方を目指す。

（なんだったんだろ、あの人？）

　見た目の「皮」は一緒でも、中身は全然違う。饅まん頭じゆうの中身が餡あん子こではなく、キムチくらいには違う。彼女にはそんな印象を受けていた。

（やめとこ）

　考えてもしょうがない。きっと自分にはあまり、関係のない話だ。教室を目指し、部活棟を抜け、別の棟への連絡通路をひた走る。

　もう少し、あと少し。

　ブブッ。

　振動音が服の中のスマホからする。メールだ。無視してもよかった。もうこの教室の扉を開ければ、課題中の蓮司さんに会える。しかし───。

　ちょっとだけ。

　急用かもしれない。そう思い彼女はそのメールを見てしまった。

「え───」

　そのせいで、彼女が蓮司に会うまでの時間が伸びるとも知らずに。




「おーっす」

「あ、蓮司さんこんにちは！」

　凜しけんの部室に入るといの一番にみくぴょんが反応した。何と今日は、猫耳カチューシャをつけている。

「え、何それ」

「あ、えへへ～似合います？」

　ぶりっ子ここに極まれり、という感じで彼女はポーズをとる。

「あ、うんまあ、うん」

　反応に困って適当に相あい槌づちを返す。

「これで売り子しないかって先輩がくれたんですよ～」

　そう言って後ろにいた凜しけんの三年生の一人を指さす。その先輩は満足そうにその光景を見ている。

「へ、へぇ～、なら良いんじゃない、かな」

　彼女はちょくちょく服装が変わっていた。それは普通変わるものだろうと思うのだが、彼女のそれは、なんとなく意図的なものを感じてしまうことが多かった。

　毎回、誰かの好みに合わせている、そんな気がするのだ。各人の好みを探り、警戒心を解き人気を順次得ていく。考えすぎかと思うがそうやって急速にこの凜しけん内の人気を確立していっている、ような気がするのだ。

「まさか、ね」

　その呟つぶやきは誰にも届くことはなかった。その時スマホが振動する。スマホを開くとＬＩＭＥライミーで智とも美みちゃんからのメッセージが届いていた。

『今日お時間ありますか？』と書かれている。

『いいけど、今から？』

『はい、今から一時間しか空いてなくて、大学の近くに来てます』

『んじゃ行くわ。入口あたりで待ってて』

『はい、待ってます』

「……あの、蓮司くん」

　僕がそんなやり取りをしていると、いつの間にかそばに藤井和かず希きがきていた。

「あ、何か用？」

「ちょっと相談したいことがあるんすけど……」

「今日はちょっと……また後日でいい？」

「は、はぁ……まあ良いっすけど」

　先約が入ってしまっては仕方がない。藤井君には悪いけど、後日に回してもらうことにする。僕は取って返し、部室を出て待ち合わせの場所に向かう。

「あ、蓮司先輩！」

　智美ちゃんは相変わらずの可か憐れんさを振りまきながらそこに立っていた。行き交う人々の羨せん望ぼうの眼まな差ざしを受け少しいい気分になる。

「蓮司さんでいいって。ところで何の用？」

「あの～蓮司さんに会いたくて……」

　ドキッとするようなことを言われ胸が高鳴る。

「……って言いたいところなんですけど、ちょっと兄のことで相談が」

　今自分の顔を鏡で見られたら、さぞかしガッカリした顔をしているに違いないと思った。

「あ、うん。じゃあちょっと場所変えて話そうか」

　僕らは連れだって近所の喫茶店に入る。人も少ないしシックな雰囲気の穴場だ。僕らは奥の席に座った。

「……で、武彦がどうかしたの？」

「はい、あの、兄にその……彼女、ができたっぽいんですけど」

「へ？」

　初耳である。

「それ、確実な話なの？」

「ええ、多分。毎回日曜日にウキウキと髪の毛をセットして出かけてるんですよ。で、帰りにデレデレのニコニコ笑顔で帰ってくるんです。あれ、絶対女ですよ」

「へ、へぇ～」

　動揺を隠すように僕は言ったつもりだったが、若干声が震えていたと思う。

「あの、何か心当たりありますか？」

「心当たり？　いや、う～ん」

　一人だけ、現状思い当たる節はあった。手近で最近あいつが関わっている女子なんて、彼女───みくぴょんしかなさそうである。

「ある……けど、それ知ってどうするの？」

「あ、いや私も兄に彼女ができるのは良いことだと思います……けど、何かおかしいなって」

「おかしい？」

「お金遣いが荒い、というか、この間お金を私に無心に来たんですよ。『兄を助けると思って』とか言って……少し心配で」

「急に金遣いが荒くなる、ねぇ……」

　確かにそれは怪しい。姉も彼氏に貢みつがせていたからなんとなく状況はわかる。

「別に普通の付き合いなら良いんです。でも騙されたり、集たかられたりしているなら、止めてあげたほうが、と……。心当たりがあるならそれとなく探ってもらえませんか？」

「あー……うん、わかった。安心して、調べてみるから」

　彼女の顔に少しだけ安あん堵どの表情が広がる。兄を心配するこんな良い妹を不安がらせるとは武彦も兄貴として反省すべきである。そんな話をしていると、件の武彦から電話が入った。僕は彼女に目配せをして、電話に出る。

「よう蓮司きゅん！」

「あー武彦か。何の用かな？」

「あのさ～ちょっと話したいことがあるから部室に来てくんね？」

「ああ、それならちょうどよかった、僕も武彦に聞きたいことがあるからさ」

「りょーかい！　……それで蓮司きゅん、俺ら、友達だよな？」

　嫌な予感。こういう言い方をする時の武彦は何か頼みごとがあるからだ。

「何だ、金ならないぞ？」

「違うよ～、この後ちょっと俺の味方してくれればいいから、多数決になった時に」

「多数決？」

　何を始めようとしてるんだ、こいつは？

「宜よろしく！　じゃ、待ってるよん♪」

　それだけ言うと電話は勝手に切れた。

「……大丈夫、ですか？」

　彼女は心配そうな顔で僕の様子を窺うかがう。僕はできるだけ笑顔を崩さないようにして、その心配を払しょくできるように努めた。




「お、蓮司きゅんおかえり～！」

　僕が部室に戻ると、もう全員が揃っていた。総勢八名、上級生が二人、後は二年生が僕と武彦と藤井君の三人、一年生がみくぴょんを加えた三人だ。幽霊部員の部長を抜かせばこれで全員である。

「じゃ、副部長さまお座りください～」

「何、この集まり？」

「まあまあいいから～」

　僕は武彦に無理やり机の端の議長席っぽいところに座らせられる。

「はい！　では我が凜しけんの緊急動議を発動したいと思います！」

　緊急動議？

「凜しけんでは毎年同人誌を発行しております。今年もコミケに出すための本の準備をしておりましたが、えーとその内容を一部変更したいと思いまして、こうして集まって頂いた次第です」

「え、ちょっと待って、確か今年はもう出す本の内容決まってたよね？　原稿も取り掛かってるはずだし」

　僕は本づくりには基本ノータッチで売り子専門ではあるが、本の内容は皆で事前に話し合って当然決めてあった。それを、変えたい？

「元々今年出すのは缶ジュース擬人化コレクション、通称缶コレ本で登録してましたが、他ジャンルの本を出したい！　という強い希望が部員から出まして、缶コレ本の部数を減らして、もう一冊作ろうという話をさせていただきたいなっと」

「ちょっと待てよ、武彦。ジャンル違いの本もブースに置くってこと？」

「ん～そうなるね。でもほら、完全にダメってこともないし、一応ジャンル本も置くし？」

「確かに駄目という決まりはないけど、それって同人だと嫌われる行為じゃないのか？」

　当然の疑問を言ったつもりだったのだが、武彦には睨まれてしまう。そして武彦は僕に近づき耳打ちしてくる。

「協力してっていったじゃん」

「まだ何もするとは言ってないだろ？　何だよこれ」

「も～わかった、最後まで大人しく聞いててよ」

　武彦は口を尖とがらせる。仕方ない、何を考えているか知らないが最後まで聞くとしよう。

「で、新たにみくぴょんさんから白子のビスケット本を出したいという案が出まして、そちらの原稿を募集して、よければ発行という形を採とりたいと思います。賛成が過半数を超えた場合成立ということで……」

「ちょ、ちょっと待て！」

「も～うるさいなあ蓮司きゅん」

「それ、女性向けジャンルじゃないか、誰が描くの？」

　凜しけんは基本男性向けオンリーの男所帯である、誰が描くというのだろう？　付け加えればこの本はジャンル違いも甚はなはだしい。男性向けの日に女性向けのものを置いても売れるかどうかすら怪しい。

「大丈夫、売れ残ったらそれは別の日にそれ向けのジャンルの即売会に出すから。とりあえず発行できれば責任はこちらで持つんで心配しないで～」

　滅茶苦茶だ、こんな動議が通るはずがない。僕は本を出したいと言ったみくぴょんを見つめる。しかし彼女は、余裕、といった風で全く動じていない。

「じゃあ決を採ります！　手を挙げてくださいね！　発行してもいい、参加しても良い、という人！」

　誰も上げまい、武彦とみくぴょん以外は───そう思っていたのだが。

　賛成六人。僕と藤井君以外のすべての人間の手が挙がっていた。

「……は？」

「はい！　以上賛成多数により可決されました！　ではそういうことで……」

「待て待て！　皆それでいいの!?」

「良いも何も、良いから決まったんじゃん」

「いや、そうだけどさ……み、皆描くわけ？」

「いや～頼まれちゃしょうがないかなあ」「原作貸してもらって読んでみたら案外面白かったっす」「が、頑張ってみます」「……今回はみくぴょん殿の顔を立てようかと思い候そうろう」

「うわ～皆さんありがとぅ御座います～♡」

　みくぴょんが猫耳をフリフリさせながら皆に笑みを送る。その瞬間、僕の頭の中に過去の映像がフラッシュバックした。高校の時の、あの竹島みらいの姿が。

　いつの間に彼女は皆に取り入ったんだ？

　いや、気に入られていたのは分かる。しかしこの短期間で急速にここまでの支持を得られるとは完全に予想外だった。

「……蓮司くん、こっち」

　僕の服の裾すそを引っ張るのは藤井和希だった。

　もう、ここに居てもしょうがないでしょう？　と言いたげな目をして外へ出ようと促す。

　僕は彼の後をついて、勝手に盛り上がる部室を後にした。




　僕らは先ほどの喫茶店に再び戻っていた。今度は藤井和希を加えた三人で席に座りなおす。

「何か分かりましたか？」

　喫茶店でまだ待っていた智美ちゃんが僕らに尋ねる。

「その辺を詳しく説明してもらいたいんだけど、君の相談ももしかして、このことだった？」

　藤井君は頷うなずく。

「うちもですけど、そういう事前の根回しみたいなのがきて、同人誌もう一冊書かないか、みたいな話を振られたんすよ」

「その話は武彦から？」

「いえ、みくぴょん……篠田さんでしたっけ？　彼女からしつこく勧誘されましたよ。うちは断ったすけど」

「そうなんだ、それで僕に相談を？」

「ええ、何か作ろうとしてるものを横取りする感じで嫌だったんで……」

「みくぴょんさんてどなたですか？」

　当然の質問を智美ちゃんはする。彼女には補足をしなければいけない。

「ああ、多分だけど、武彦の付き合ってるっていう彼女じゃないかなあ」

「へぇ……どんな人なんですか？」

「ん～……そうだなあ」

　そういえば僕はまだ言うほど積極的に彼女と関わっているわけではなかった。周囲の反応を見つつ、遠巻きに観察していただけなのだ。

「表面上は皆と上手くやっていたように見えたけど、気がついたらサークルを支配していた、というか」

「乗っ取り、ってやつっすね」

　彼女を心配させないようせっかく無難に言おうとしたことを藤井君がぶった切る。

「今までのサークルの方針を自分の望む方向に強引に捻ねじ曲げるんですよ。昔うちもそういうのされたことがあるんでわかります」

「じゃあ、兄も利用されてる？」

「可能性は大いにありそうだなあ、金遣いが荒いのも、何かとたかられてるか、同人の印刷代をねん出しているかとか？」

「なるほど、だから荒あら木きさんはサークルの部費を狙ったんじゃないっすか？　自分の金は足りないから、印刷代をそっちに回すために」

「いや、でもそこまで考えてはいないんじゃないかなあ……。ほとんどあれは、女に言われるがまま動いてるような……」

　フォローにならないようなフォローを一応入れておく。

「すいません！　うちの兄がご迷惑をお掛けして！」

　突然智美ちゃんが深々と頭を下げる。

「あ、いや智美ちゃんが謝ることじゃないって！　……それに武彦だけの問題じゃないからさ」

「ですね。主犯の、裏で糸を引いている篠田さんを何とかしないと意味がないですし」

「確かに、でも何か証拠はあるの？　いや、彼女がやってるってのはわかり切っている話だけど、こう具体的に攻めれる材料みたいな意味でさ」

「んー、うちの場合は胸を押し付けられたりとか、顔を近づけられたりとかでしたけど、もっと露骨に肉弾攻撃しているっぽかったっすよ？　他の先輩とか後輩とか、偶たまに彼女とどこかにしけこんだと思ったらデレデレで部室に帰って来ること多かったですから」

「それだけ露骨で、他の人気づかないもんかね？」

「上手いんでしょうねその辺、一緒に出ると言っても買い出しで一緒とか、ランチを一緒とかそういうちょっとした二人きりのタイミングを作って仕掛けてたっぽいですし」

「藤井君、よく見てるね」

「彼女のこと拒否ってからこっちからもあっちからも空気扱いみたいなもんでしたから、ずっと部室の隅で原稿やってただけなんで、見てるとは思ってないんじゃないっすかね」

　うん、藤井君の前では変なことをしないようにしよう。

「……そういえば、蓮司くんは彼女からモーション受けたりしなかったんすか？」

「え、いや、特にないな」

　なぜだろう？　最初の絡み以外、僕と彼女にはあまり接点はなかった。僕にも罠わなを仕掛けてきそうなものだが。

「それは、蓮司さんが兄の友人だからですよ。下手に手を出したら、兄が裏切るかもしれないって思ってるんじゃないですか？」

「ああ、バレたら困るもんね」

「ええ、簡単に騙されるような兄ですけど、蓮司さんとは腐れ縁ですから、いざとなったら、どっちに転ぶかわかりませんから」

　女性に関しては案外あっさり敵方につきかねない危うさはあるけどね……。しかしそんなことは言わずに僕は話を続ける。

「……で、どうしようか」

　僕らはお互い顔を見合わせる。

「何とかしなきゃとは思うけど、正当な手続きを踏んだうえでサークルの舵かじ取とりをしちゃっている以上下手なことはできないし、メンバーも納得しないと思うんだよなあ……」

　そう、これが困った点なのだ。みくぴょんを問い詰めたとしても意味がない。表だって行動しているのは武彦だし、みくぴょんが皆に色仕掛けをしていたことを証明しようにも、実質的な証拠や証言が、藤井和希一人のものに限られるからだ。これでは、彼が噓をついたと言われてしまえばそれまでである。実質今は二対六なのだから。

「じゃあ、証拠集めますよ」

「藤井君が？」

「ええ、それしかないっすよね、敵の尻尾を摑むためには。だからあっちのグループに入って調べます」

「でも、大丈夫？　彼女の色仕掛けに乗るというか、敵の懐ふところに入るわけだから……」

「ああ、平気ですって、うち女には興味ないっすから」

「え!?」

　意外、それはホ○!?

「まあでもいい気分はしないっすね」

「そ、そうだね……」

「ええ、同性から迫られるって、嫌ですもん」

「───」

　どう……せい？

「え、藤井君て、まさか……」

「先輩、失礼ですよ」

　横にいる智美ちゃんに脇わきを小突かれる。

「気づいてたんすか？　失礼ですけど荒木さんの妹さんとは思えないですね。一年以上誰も気づいてなかったのに」

「え、まさか───本当に君、女なの？」

「はい、まあ気にしてないから良いっすよ」

　藤井和希は変わらぬ表情のまま、淡々とそう言った。




「どうしたんですか先輩？」

「ちょっと、落ち込んでいる……」

　藤井『さん』の去ったあと、僕は喫茶店のテーブルに肘ひじをつき、頭を抱えていた。

　彼女はみくぴょんのことを調べるために獅し子し身しん中ちゆうの虫になるべく、部室に戻っていった。

「だってさ、あれだけサークルのことを考えていたつもりが、何も見えてなかったんだもん……」

　女性を入れずに上手くいっていたと思えば、女性が既に在籍していたし、女性を入れても注意していれば大丈夫だと思っていたら、案の定出し抜かれる始末である。

「自信なくすわー……」

　結局僕自身、人を見る目がないのだ。自分なら大丈夫。失敗に学んだから大丈夫。そんな言葉はまやかしに過ぎなかった。

　そう、そして直近で最も見る目がなかった事案も脳裏を過よぎる。大河内梓だ。

　彼女のことを見誤り、要らぬ疑いを掛けたこともあった。僕は自分が酷い人間だと痛感していた。

「大丈夫ですよ先輩、自信持って下さい」

「……根拠のない応援はいいよ、自分が駄目な奴だってのはわかってるから」

「根拠ならありますよ？」

「……はは、慰めはもう───」

「先輩は、善い人じゃないですか」

　善い……人？

「人間は失敗する生き物なんですから、そこまで気にしなくてもいいですよ。本当にどうしようもないのは、人を利用することとか自分の利益でしか考えない人のことですから。先輩は少なくとも自分の為ためだけに何かしようとしたわけじゃないですよね？　それって、それだけで普通に素晴らしいことだと思います」

「……ありがとう」

「……いいえ、どういたしまして」

　ちょっと、泣きそうだった。

「よし、くよくよしててもしょうがない。やるか！」

　僕は席を立つ。

「頑張ってください！　手伝えることがあったら何でも言ってくださいね！」

「うん、智美ちゃんには家での武彦の監視だけお願いするよ。……それに失敗を気にしないでとはいうけど、繰り返し過ぎたら意味がないしね。今度は上手くやるよ」

　そう言って僕は彼女に手を振り、店を出たのだった。




「あれ？」

　凜しけんの部室に遅れて戻ると、既に誰もいなかった。ブブッとスマホが振動する。見ると藤井さんからのメッセージが送られてきていた。

『場所移動しました。カラオケで会議＆遊んでます』

　向こうは親交を深めている、ということか。まずいなー結束が強くなるのは。

「あれ？」

　この部室が静かなのはいい、しかし、あまりにも静かすぎる気がした。そうか、隣から何も聞こえてこないからだ。いつもはうるさいほどに和わ気き藹あい々あいとした騒ぎ声が聞こえているのだが、今日は何もない。どうしたのだろうか？

　僕は部室から出て、隣の漫研の部室のドアを叩く。返事がないのでノブに手を当て回してみると、鍵も掛かっておらず、素直に開く。

「こんにちは～……」

「……あ、ども」

　中を覗くと、そこには京都で協力してくれた田中良りよう平へいくんが一人原稿に向かっていた。

「……何か用ですか？」

「あ、いや、今日は静かだなと思ってさ、単なる陣中見舞いだよ。そっちも原稿ってことはコミケのやつかい？」

　田中くんはコクリと頷く。

「他の人はどうしたの？　梓……大河内さんもいないみたいだけど」

「……あずあずは、急に親族の……おばあちゃんの具合が悪くなったとかで、その世話をするらしく暫く来ませんよ」

「あ、そうなんだ」

　水臭いなと思いつつも、言ってもらったところで何ができるわけでもない。今度会ったときに何かお見舞いでもしようか。

「……もしかして、他の人がいないのって、彼女が来てないからとか？」

　冗談交じりに言ってみるが、田中くんには真顔で返されてしまう。

「はは……ごめん」

「……ここのところ来ないのでわかりませんけど、どこか他のところで集まって遊んでるみたいです。……原稿どうなるんだろう」

　なるほど、姫がいなくて皆やる気を失っている、というわけか。一人真面目にやっている田中くんが可哀想である。

「ごめんね邪魔しちゃって、また今度来るよ」

「……さようなら」

　僕は漫研の部室を後にする。凜しけんのことが片付いたら、またゆっくり話すこともあるだろう。僕はこの時は割と、楽観的に構えていた。




　僕らがみくぴょん同盟（仮名）の調査を始めて三日、色々と証拠は集まりつつあった。

「一応これが、ボイスレコーダーで録音したやつです」

　藤井さんは喫茶店の机の上にみくぴょんこと篠田みくとの会話を拾った小さなボイスレコーダーを置く。中身を聞くまで、彼女のことはどうとも思っていなかったのだが、だんだんイライラとして来るから不思議だ。彼女は基本的に二人でいる時は、思わせぶりな会話をして気があるように見せている。少し話に乗ると、はぐらかすようにして、軽いボディタッチや、モーションをかける、その繰り返しのようだ。

「……どうっすかね、これ」

「うーん、まあ使えるとは思うけど、材料としては弱い気もするなあ」

「結構ガード堅いんですよね。一回こっちが拒否ったからかもしれませんが、思ったよりも、慎重というか、ちゃんと使うべき相手を選んでカードを切っている感じで……」

　ニンニンの大会で当たったら一番嫌なタイプだな、それ。

「しかし、あんまり時間はないしな。ある程度持っている材料で攻めないと」

　本の執筆や発行の期間から考えると皆を思いとどまらせるには今週中、遅くとも来週までがデッドラインだろう。

「智美ちゃんは何かあったかい？」

「こっちもガード堅いです。スマホもロックされてるし、覗くのはちょっと無理でした」

「そうかーでもしょうがないよ、ありがとう」

「でも、一度兄の後を尾行してみたんです」

　顔に似合わず結構大胆なことをする。

「何かわかったの？」

　そう聞かれた智美ちゃんは顔を赤らめ、俯うつむき加減でもじもじしている。可愛い。

「……あの、言い難いことなんですけど、その……色々イチャイチャしてたというか、あんなことや、その……人前でもこう、えーと」

「あ、大丈夫だよ、大体想像つくから」

　武彦のデレデレの間抜け顔なんていつでも脳内再生できる自信がある。

「それで……目を離した隙に二人を見失ってしまって、みくさんて人がどこのどういう人かとか、わからなかったんです。すいません」

　残念なことに僕も彼女がどういう人間で何者なのかという情報はほとんど持っていなかった。もう少し突っ込んで彼女個人のことを調べるべきかもしれないが、如何いかんせん時間がない。

「とりあえず、武彦と差しで話すか、皆の前で話すか、どっちがいい？」

「今の時点だと、リスク高くないっすか？　躱かわされたり誤魔化されたらコミケまで逃げきられるかもしれませんし」

　それもそうだ。それに藤井さんのボイスレコーダーの音源を出したら間違いなく彼女が失敗したときに不利益を被り、最悪、彼女だけ凜しけんを追い出されかねない。

「そんな危険なことできないねえ……藤井さんにも迷惑が掛かるだろうし」

「まあ、最悪辞めてもいいっすけどね、今のままなら」

「そう言わずにもうちょっと考えてみようよ」

　僕らのやり取りをジッと見ていた智美ちゃんが、あの……、と話しかけて来る。

「それとなく、兄と彼女の関係を部員に匂におわせる、というのはどうでしょうか？」

「ほう？」

「そういう、色恋を仕掛けて人を操っているというなら、特定の相手がいるということがバレれば、自然崩壊するんじゃないかなって」

　確かにそうかもしれない。竹島みらいを思い出す。彼女は全員を彼氏扱いしていたことがバレてその場を追われたのだ。今回も同じことが期待出来る可能性は高い。

「そうだね、それにこの方法なら、最悪誰も傷つかずに終われるかもしれないし」

　───本当に？

　僕の頭の片隅でその呟きが聞こえる。いや、兎に角やってみるしかない。他に代案もない、上手く解決するならそれでいいではないか。

「よし、じゃあ早速やろう」

「今からっすか？」

「うん、今皆は部室？」

「そうですね、さっき集合連絡が彼女からありましたから」

「了解、じゃあ話の流れは……」

　僕らは今後の打ち合わせをして喫茶店を出た。

　果たして鬼が出るか蛇じやが出るか、上手くサークルを崩壊させずに、ことを収められるのか？

　僕は不安を抱えたまま、凜しけんの部室を目指した。




「ちょえーす！　今日も湿し気けた顔してるね、蓮司きゅん！」

　部室に顔を見せるや武彦に砕けた挨拶の歓迎を受ける。

「別に湿気ってないし、お前ほど能天気で常時乾燥してる面よりはいいと思うぞ」

「うっわ～、モテない男の台詞だよそれ？」

　完全に調子に乗っているのが僕でなくてもわかるレベルだった。部屋には既に僕以外の全員が来ていた。怪しまれないために、藤井さんは先に部室に帰していた。

「あ～蓮司先輩どうも～」

　今日は胸の開いた、大胆な服装をしているみくぴょんがしなを作って僕の前に出て来る。髪もパーマを掛けたのか、軽くウェーブが掛かっている。まるで、そう、キャバクラのホステスみたいな……。

「おはよう……今日は気合入ってるね」

「そうですか～？　嬉うれしい～。最近蓮司先輩、あんまり話しかけてくれないから嫌われてるのかと思ってましたよ～？」

　鋭い、というかこれは彼女からの牽けん制せいだろうか？　いや、考えすぎか……。これからやることを考えて、嫌な予感が頭を過る。いや、弱気になるな、今更引き返せない。

「ほ～い！　みんなじゃあ席に着いて～、今日の議題を始めるから」

　もう完全に武彦が部長であるかのように振る舞っている。それもこれも、すべては横にいるこの女性のせいである。皆が席に着く。話が始まってしまえば、僕が話をするタイミングはなさそうな雰囲気だ、ここは先にぶち込むしかない。

　深呼吸を一つして、僕は口火を切った。

「あ、そういえば武彦、お前この間篠田さんとデートしてたろ？」

　ほぼ全員の視線がこちらを向いた。よし、摑みはＯＫだ。

「え、何それ～？」

　とぼけた様な嬉しいような、そんな反応を武彦は見せる。

　───やっぱり、否定はしないんだな。

「え？　だって街中で二人歩いてるの見たよ？　しかも夜の繁華街だったからさー焦ったよ。やるじゃん、隅に置けないな～」

　静寂、皆がこの後の展開を心待ちにしているような、そんな雰囲気。

「え～見間違いじゃないですかぁ？」

「あ、いや、自分も見ました」

　追撃、否定するみくぴょんに藤井さんがそう反論する。

「新宿ですよね？　画材買った帰りに偶然でしたけど、見間違いなんすか？」

　彼女は困ったような顔を一瞬だけ見せたが、あまり動揺したようには見えなかった。

　……まあいい、続けよう。

「もうやだなぁ～プライベートだよ～？　蓮司きゅんも何でそんなところにいたのさ～？」

　喋りたくてうずうずしているような、そんな態度の武彦。これはもうひと押しでいけそうだと確信する。

「こっちもさ、連れが居たんだよ」

「え、マジかよ！　誰々!?」

「そっちがちゃんと教えないなら言えないな～」

「誰だって……おい、まさかうちの可愛い妹じゃ……」

「さ～ね～」

　武彦は僕の会話に完全に食いついた。よし、目指す言葉を引き出すまであと少し……。

「趣味悪いですよ、先輩」

　僕らの会話をぶった切るかのように、冷たい声が部室に響いた。

「あれ、みくぴょん？」

　調子に乗っていた武彦が、彼女の怒りに触れ、一瞬で冷静に戻る。

「確かに一緒にいましたけど、こういう場でする話ですか？」

「あ、いや、別に、その……」

　あっさりと一緒にいたことを認めた彼女は、冷静に───極めて冷静に、切れていた。

「人のプライベートをそうやってペラペラ話すような必要はないと思いますけど？　話したいならお二人でどうぞ？」

「ご、ごめんよ、みくぴょん！」

　すがる様な目つきで武彦はみくぴょんに謝る。

「あ、ご、ごめん」

「何を聞きたいか知りませんけど。確かに私、武彦先輩と付き合ってます」

「え!?」

　彼女はあっさりと付き合いを認めた。何だ、この展開は……。僕は完全に予想外の事態に困惑していた。

「でも、一々言うことじゃないですよね？　黙っておきたいことだってあるのに……酷い、ぐすっ……うああああああああああああん！」

　彼女は大声で泣き出してしまった。

「みくぴょん！」「みくさん！」「みく殿！」

　僕らのやり取りを見守っていた男子部員全員が立ち上がり、彼女の傍に駆け寄る。

　彼らは泣き止やまない彼女を囲み、慰めの言葉を掛けている。そして僕を睨みつけ、非難の目線を送っている。僕の背筋に、寒いものが走るのがハッキリとわかった。

「お前、最低だな！」「謝れよ副部長！」「泣かしてんじゃねーよ！」

　口々に言われるその言葉に僕は自分の甘い考えが打ち壊されたことを悟った。

「ぐすっ……ありがとう、皆、もうみく、大丈夫だから」

　そう言って一人一人の手を取って彼女は感謝する。そして彼らは破顔する。彼らにとって女神に映っているに違いない。

「出てってもらえますか？」

　泣きはらした顔をハンカチで拭ふき、こちらを向いた彼女の第一声は、それだった。

「え……」

「出てけよ」「そうだ出てけ！」「反省しろ！」

　口々に罵ののしられ、僕の心はもう、折れかけていた。なんだこれは？　どうしてこうなった？

　圧倒的敗北、ちょっと仕掛けただけで、僕は見事に彼女に切り返されてしまった。

「……ごめん、蓮司きゅん、今は……」

　庇かばいたいけど庇えない、そんな申し訳なさそうな顔で武彦に謝られる。言いようのない罪悪感が顔を出す。僕が、悪かったのか？　今この場において、邪魔者は間違いなく、僕だった。僕は項うな垂だれ、部室を後にするしかなかった。

「蓮司く───」

　藤井さんの声が聞こえるが、その呼び止める声も虚ろに響く。僕がドアノブに手を掛ける、すると───。

「ども～っす！」「お邪魔する！」「うぃーす！」

　よく聞いた覚えのある声が、ドアを開け入ってきた。驚きつつも僕は横に避ける。

「あ、ども！　……すんません、ちょっと立て込んでて」

　武彦が彼らに謝る。

「大丈夫です、よくいらっしゃいました！　歓迎します～」

　もう先ほどの涙はどこへやら、既にぶりっ子モードが戻ったみくぴょんが跳ねた声で相手をする。

「それじゃ、邪魔者もいなくなったので、話をしましょう！」

　彼女の勝利宣言のような言葉が僕の背中に刺さる。そして、彼女の次の言葉の更なる衝撃で、僕は立ち上がれなくなるのではないかと思った。

「ではこれから凜しけんと漫研の合同誌企画の会議を始めたいと思います！」




「……やられたっすね」

　喫茶店のいつものボックス席は、敗残兵の墓場と化していた。藤井さんと僕は二人無言のまま、暫く動けないでいた。ようやく口を開いた彼女の言葉に、僕は曖あい昧まいに頷いた。

「……どうやら皆、実は二人が付き合ってたことは知っていたっぽいです」

「……え、マジ？」

「はい、うちにも後からフォローが来ました。付き合いが深くなる順に彼女はそれを個別に相手にバラしていて、少しずつ彼氏の武彦さんの愚ぐ痴ちを言っていたみたいっすね。『貴方あなただけよ、こんなこと話せるの』とか『なんでも話せちゃう、※※さんなら』とか。それで……皆次の彼氏のポジションを争っている、みたいな」

「だから、バラしても影響がなかったのか……」

　まるでキャバ嬢だと思った印象は間違っていなかったのだと思う。一人の女の子を囲って、自分が彼女の一番になろうと争う、その構造はキャバと完全に一致している。

　しかし───だ。僕は自分の見込みの甘さを後悔していた。この程度でどうにかなる、という甘い認識。長年の付き合いや、男同士の友情ならそれに勝てるという思い込み。

　しかし彼女は僕の甘い計画を利用して、僕という彼女に影響されない邪魔者を完全に排除することに成功させてしまった。更に……。

「……漫研の話、知ってた？」

「執筆者が増えるかも、みたいな振りはありましたけど、聞いたのはさっきが初めてっすね。あれって、その……」

「隣のサークルにも、粉を掛けてたってことか……」

　手が早いというか、用意周到というか……恐らく大河内梓の不在をついて上手く彼女が漫研に取り入ったのだろう。

「男って、浮気者ばかりなんすか？」

　藤井さんの弁にぐうの音も出ない。あいつらも、大河内梓をあれだけ持ち上げておいて、この体たらくである。

「これで部費もサークルも二つ分手中に収めたってことか……。ほんと、悪い意味で感心するわ」

　こんな状況ではもう、ため息しかでない。

「で、どうするんすか？」

「……やれること、何かあると思う？」

「……ない、っすね」

　そうだ、完全に僕らの負けである。皆の前で悪役になってしまった以上、これ以上は望むべくもない。戻るにしても、とっかかりが摑めない。

「まあ、しょうがないっすね」

「藤井さん、どこへ？」

　席を立つ藤井さんに声を掛ける。

「帰ります。それで、サークルも辞めます。今までありがとうございました」

「ちょ、ちょっと待ってよ。それじゃあ……」

「蓮司くんはよくやってくれましたよ。でもしょうがないじゃないっすか、サークルの方針はもう彼女を中心に回ってる。嫌なら辞めるしかないですし。それじゃお疲れ様でした」

　いいのか、それで？

　しかし僕は彼女を呼び止める言葉を持たなかった。無力だ。こんなにも僕のいた世界は脆もろかったのか。たった一人、登場人物が増えただけでこうも劇的に変化する。たった一人、そうたった一人なのに───。

「あれ～？　お久しぶりでーす！」

　藤井さんと入れ替わるように喫茶店の入口から入ってきた女性。その女性の明るい声が店内に響く。声の主は、こちらへ向かって来る。

「も～部室に行ったけど、誰もいなくって～。何か知りませんか、蓮司さん？」

　彼女の姿が目の前に現れた時、僕の目から不覚にも熱いものが飛び出した。

「え!?　ちょ、ちょっとどうしたんですかぁ～～～？　あ、梓何かしました!?」

　そこには、何も変わらないままの大河内梓が立っていた。




「……ふむふむ、ってそれまずいじゃないですか！」

　僕の話を聞いた梓は開口一番そう言った。

「何とかしましょ～よ～蓮司さ～ん！」

「……そう、しようと思ったんだけどね」

「もう、情けないですねえ～大の男が泣いて悔しがるだけとか」

「……まだ、何もしてない人には言われたくない」

「あ！　酷い！　梓は大事な用で不在だっただけですもん！　これからちゃんと巻き返します～。あ、ちなみにおばあちゃんはもう元気ですからご安心を！」

　ぶすっとした顔で反論される。

「……ごめん、言う通りだ」

「……蓮司さん？」

「色々部員の為ためを思ってやったけど、結局何もできなかった。というか、今となっては部員の為だったのかもよくわからないんだ。本当に彼らの為に僕は行動してたのかなって……自己満足じゃなかったのかなって」

「そんなことはないと思いますけど？」

「本当に、そう思う？」

「ええ、蓮司さんて、善い人ですし」

　前にもこんなやり取りをした気がする。同じようなことを言って、智美ちゃんが僕を励はげまして焚たきつけてくれたのだ。

「でも、梓はそれだけじゃ駄目なんだと思いますよ？」

「え───」

「ただの善は独善に勝てませんよ。皆の為に、なんて曖昧なものじゃ、しっかりした目的を持った人に勝てないのは道理だと思いませんか？」

　強烈な一撃を、脳天に喰くらった気がした。

「カードゲームも一緒ですけど、蓮司さんは臆おく病びようです。自分を信じてないから、疑い深くなる。人を信用したいけど、自分を信用してないから結構他人に対してハードルが高い。だからあまり深く人と関わらないじゃないですか。それじゃ勝てませんよ？」

「ひょ、表面上の付き合いだっていうの？」

「蓮司さんて心を許した人には結構魅力的な人物だと思いますけど、それ以外には割と壁があると思いますよぅ～？　まあ広く、浅く、ですよね。実は友達少ないのでは？」

　……確かに、そうかもしれない。僕の人生で親友と呼べる人間なんて右手で数えるほどであろう。

「皆のためにバランサーになろうとする態度は良いと思いますけど、問題を解決するときは強引な手段も必要です。自分の我を押し通すなら、そういう手段で対抗しないと」

「……きっついこと言うね」

　僕のことをそんな風に考えていたのかとビックリする。

「ええ、だって梓を助けようとしてくれた時の蓮司さんのほうが、かっこよかったですから」

「───」

「やり過ぎは良くないですけど、そういうのも必要かなって。そうやって汗水垂たらして行動する姿を見せたほうが、百倍かっこいいですよ？」

　僕は彼女の言葉を一つ一つ嚙みしめるように聞いていた。

「梓にしたように、凜しけんていう組織の為にかっこ悪くてもいいから何でもしてみましょうよ。勝てない勝負も、諦めてたら勝てませんから。形勢が悪いところから勝ちに行く、それが粘りのある勝負を呼ぶんです」

　梓みたいに、と最後に彼女は付け加えた。僕は彼女と戦った試合を思い出す。序盤有利に進めながらも逆転負けした試合の数々を。

「……そうだね。やってみる」

「はい！　頑張りましょう、梓も協力しますから」

「僕の、日本選手権はこれからだね」

「ええ、ニンニンは出れませんでしたけどね」

　一言余計だ。

「あの……そのことで一言だけ」

「ん？」

「改めて、ですけど、あの、ありがとうございました！」

「え？」

「京都のことです！　あと、ごめんなさい」

　深々と彼女は頭を下げる。

「あ、いいよそれはもう……」

「い～え！　ずっと言いたかったんですから！　気にしてたらどうしようって」

「……いいよ、もう」

「でも～」

「君には、随分と救われてるから。こっちこそ、ありがとう」

　僕は彼女の右手を僕は摑む。そして軽く拳を合わせた。

「これで、チャラ」

「ふふ……」

　彼女の顔に、笑顔が戻った。

「さてと、そうと決まったら……」

「どこかに電話を？」

　そう、後は前に進むだけだ。

「うん、ちょっと連絡取りたい相手がいてさ、蛇じやの道は蛇へびっていうか」

「じゃあ梓は……どうしましょう？」

「田中くんはまだ彼女の毒牙にかかってないっぽいから連絡取ってみて。それでまた集まろう」

　やれることはやろう。みっともなくても、足あ掻がいてみよう。

　カードゲームは基本三本勝負だ。一戦目は負けたが、次は譲らない。そして、最後には必ず勝つ。僕は今度こそ、勝ち抜く覚悟をした。




「なにを企たくらんでるの？」

　姉の十と和わ子こが訝いぶかしむ表情で自宅の居間のソファに座りながら、僕の買ってきたお土産を見ている。

「差し入れです。色々ご迷惑をお掛けして……」

「あ～、前提はいい。長い付き合いだから何かお願い事があることくらいわかるわよ。何させたいの？」

「じゃあ、姉さん協力してくれる？」

「……このケーキの値段程度じゃせいぜい一○分くらいしか付き合ってらんないわよ？」

　姉は自分の取られる時間を時給計算してそう判断する。相変わらずドライである。

「それでいいよ、だからちょっとアドバイスをくれない？」

　そう言って僕は種類の違うもう一つのケーキの箱を後ろから取り出す。

「……あと、何個用意してんの？」

「分からないから、後一○個くらい？」

「太るわよ！　……全く、そうやって人の持ち時間計るの止やめてくれない？」

　姉は不機嫌そうにぼやく。

「残りはあんたが食べなさい……その悪知恵に免じて聞くだけ聞いてやるわよ」

「ありがとう、姉さん」

　僕は今まであった出来事を順序立てて話していった。姉はそれを黙って聞いている。

　一通り話し終えると、姉はつまらなさそうな表情であくびをした後、口を開いた。

「あんた、女運ないねぇー」

「……姉さんに言われたくない」

「あ？」

「い、いえ何でもないです」

　姉はしょうがないなあと言った風に頭を掻く。

「まず、情報が足りなすぎ」

「全然？」

「全然、これから喧けん嘩かをする相手のことなんだから、学生課にでも行って問い合わせるなり、交友関係も調べて、徹底的にやりなさい。もちろん犯罪にならない程度で、ね。ストーカーで弟が捕まるとか私の将来にも影響でるから」

　姉は無言で顎あごでポットを指す。僕は急いで姉の為にハーブティーを淹いれる準備をする。

「よろしい。さて、調べることができたとして、次は分断」

「分断？」

「そう、分断。対抗するにはちょっと数が多すぎるから、減らしなさいってこと。なんでもいいから内部分裂させなさい」

「え、でもそれはちょっと……」

　僕の話を聞く相手はあの中にはいないのだが。

「できなくてもやるの、それは自分で考えな」

「……は、はぁ」

　姉にハーブティーを淹れたカップを差し出す。姉は無言でそれを口に運ぶ。

「……あの、それで？」

「終わりだけど？」

「はぁ？」

　これだけ!?

「何露ろ骨こつにガッカリした顔してんのよ」

「だ、だってさあ……何も具体的に」

「いい？　具体性なんてものはこんな穴だらけの計画につけるもんじゃないの。その都度臨機応変に、相手の出すカードを先読みしてやるしかない。だから情報をもう一度集めていく過程で対策を実行していくしかないのよ」

「その場で会ったいい男を落とすみたいな？」

「そうそう……って違うわ！」

　いや、多分高確率で合っている。

「でも、今のをちゃんと実行すれば、突破口くらい簡単に開くわよ。……あんたさ、相手を過大評価しているみたいだけど、一つ考えてみなさい」

　姉は僕の目をまっすぐ見据え、その唇くちびるを妖あやしく歪ゆがませる。

「そいつらと、私、どっちが怖い？」

　───そういうことか。

「ありがとう姉さん」

「わかったわね。そう、女の敵は結局女よ。男なんて目じゃないの。男なんてどうにでもなる。そこだけ何とかしたら、本丸を落とすだけ」

　そして姉は一気にお茶を飲みほしこう言った。

「ね、簡単でしょ？」




　授業の終わった昼過ぎ、藤井和希を呼び出した僕は再び二人、喫茶店に集まっていた。

「諦め悪いっすね、蓮司くんも」

「ごめんね、また巻き込んじゃって」

「いや、いいっすよ。うちも本音では悔しいですから」

「で、何かわかったかい？」

「またろくでもないこと企画してましたよ」

　僕は藤井さんに調べて貰もらったことに耳を傾ける。

「今度彼女のお誕生日企画をやるそうです。で、その日の後にお祝い入稿するって言ってました。印刷所にお金を支払うのもその日っすね」

　つまり、その日がデッドラインか。

「ん……？　そういえばみくぴょんの誕生日っていつだい？」

「七月二○日ですね、それが何か？」

「あ、いや良いんだ、気になっただけだから。それで彼女の学外とか他の交友関係ってわかった？」

「ガード堅いっすね。まあでも、他にも何かしてるんじゃってのは合ってそうですが」

「ほう？」

「必ず不在になる曜日があるんですよ。最初は気づかなかったですけど二週とも同じ曜日に休んだので」

「へぇ、何か気になるね。調べられる？」

「来週の彼女の誕生日までだとあと一日くらいしかその日はないっすね。まあ、やってみます」

「無理そうなら連絡して、それと例のあれは……」

「あ、はいこれです」

　僕は封筒に入れられた書類を受け取る。

「彼女の学校での在籍情報です。他にはちょっと手に入らなかったっすけど……」

「いや十分だよ。ありがとう、どうやって手に入れたの？」

「思ったより簡単でしたよ？　あの大平って人がすっかり調べ上げてたので、おだてて教えてもらいました」

　相変わらずストーカー体質すぎるぞ大平。いや、僕も人のことは言えないが。

「あれ？　じゃあ彼女の他の情報も大平くんが知ってるんじゃない？」

「いや、結構ガードが堅いって言ってましたね。追いかけてみたけど見失うって」

「……よくペラペラと犯罪自慢するな、あいつ」

「まあでも、学生カードを偶然盗み見たり、偶然帰り道が一緒だとか、そういう時に、偶然に、あくまでも偶然の産物だとか言い訳してたっすよ？」

「……チキンなのも相変わらず、と」

　その程度じゃあ期待できそうもない。やっぱり誰か確実性の高い人に頼むほうがいいかもしれない。まあ言い出しっぺの自分でやるほうが良さそうだ。

「漫研部員のほうは彼女にベタ惚れな感じ？」

「……ん～どうっすかねえ、確かにデレデレしてますけど、なんかこう、あわよくば的な印象はあります」

「何それ？」

「ほら、女性が複数いたとして、全員にアプローチする男性っているじゃないですか」

「ああ、ホストとかナンパ師みたいな？」

「いえ、もっと違くて、あのーエロゲとかラノベのハーレム的な」

「あ、わかった」

　察しました。同時攻略的なやつですね。

「……なら、付け入る隙すきはあるか」

　僕はそこで思い付いた可能性を一つ、彼女に聞いてみようと思った。

「あのさ、藤井さん」

「はい？」

「藤井さんさ、ちょっと化粧してみない？」

「はい？」

「いや、いざという時女性陣の数が多いほうが何かと有利かもしれないって思って。みくぴょんと対決するときに、分断出来る可能性は多いほうがいいし」

「うちの容姿みて、物言ってます？」

　彼女はちょっとムッとした表情になった。

「あ、ごめん！　いや、そんなつもりはないけど。でも姉が良く言ってたからさ、『きれいになろうと思えばある程度までは誰でも着飾れる』って。ようは気持ち一つでできるようになるって……言いたかったんだけど……」

　藤井さんはため息をつき、すぐに元通りの彼女に戻った。

「……まあ、時間があれば考えます。でも、今は嫌っす。少なくとも痩やせてからにしてください」

「だ、だよね～……ははごめん」

　再び謝る僕に対して、彼女はスマホを取り出し写真を一枚見せる。そこには可愛らしい、小柄な女の子が写っていた。

「これ、うちです」

「へ？」

「うち田舎から出てきて、それ以来仕送りでいっぱい食材送られてきて、残すの悪いから全部食べてたらホームシックと過食であっという間に太ったんです。これぐらいとは言いませんけど、ダイエットできたら考えます。理解してもらえたっすか？」

「あ、はい。もう十分に」

　とても同一人物とは思えない画像を見せられ、僕は頷くしかなかった。

　藤井さんは「それじゃ」と一言言い残し、再び部室へ向かう。

「さてと……」

　僕は彼女の持って来てくれた資料を読みだす。ふむ、これが彼女の……。

　彼女の情報を読み込むうちに、何か漠然とした既視感が湧わき上がってくる。なんだろうか、この違和感は。その違和感に、一いつ旦たん資料を置く。

「疲れてるのかな」

　目を瞑つぶり、色んなことを考える。

「それにしてもびっくりしたよなあ。まさか、あんなに変わるもんかね」

　藤井さんの写真を思い出す。あれはあれで、ギャップ萌えを刺激していいのではないか、と思うのだが。素が美少女だと分かれば、今のままでも口説く男はいるかもしれない。しかし、本人にやる気がないのに無理強いは出来ない。

「しょうがないよね、いくら元が美少女だって……」

　───。

　閃ひらめき。それは雷光に打たれたような、一瞬の出来事だった。僕は机の上の資料を大急ぎで片付け、自宅へと向かった。




「大平氏。お主、どっちが上だと思う？」

　漫研の部室で梓親衛隊の三人が机に向き合い話をしている。一人離れた位置で、田中良平は彼らの話を片耳に、原稿へと向かっていた。

「それは、あずあずとみくぴょんのことかな？」

「ぼ、僕はみくぴょん派かな」

「山田氏、寝返るのか!?」

「い、いやそういうわけじゃ……でも、一人を四人で奪い合うより、その方が建設的かなと思うでしゅ。多角的に狙ってみるのも……」

「……うむ、一理ある。でも大平氏はあずあず派だよな？」

「いや、俺はみくぴょんだな」

「ファ!?」

「あずあずは可愛い、しかし男に口答えする女性というのはどうも好かんというか……。女性というのは奥ゆかしく、男の背中をついてくるのが理想ではないかね？」

「そ、そうなのか……」

「そういう太田部長は？」

「いや、そりゃあ当たり前だ……えーと、みくぴょん氏」

「はああああああああ!?」

「あ、いや！　ほらお主たちがあずあずを狙っているのは知っておったから、そんな部の結束を乱すようなところを狙うのはどうかなと思っただけだ！」

「……部長殿、それは裏切りでしゅってば」

「うるさい山田氏！　お主もちょっと胸を押し付けられて優しくされたからといってコロッとしおって、恥をしれ！」

「いやいや、他人のこと言えないでしゅよね!?」

　三人が喧けん々けん囂ごう々ごうの言い争いを始めている横で、田中良平が煩うるさそうに、大きく机をたたいた。

「……どうした、田中氏？」

　田中良平は普段の温厚な彼に似合わず、彼らを睨みつけていた。

　その目は『そんなものだったの？』とでも言いたげな非難の色を帯びていた。

「た、田中氏！　我々は現実に即した判断をしているだけだ！　いつか手に入るか分からぬ宝石より、今目の前のごはん！　一回の性欲！　そういうものも大事だと……」

　ガチャリ。その言葉の途中で、漫研の入口のドアが開く。

「皆、久しぶり～♪」

　入ってきた者の姿を見た漫研の男子たちは、その姿に息を飲んだ。




「ドンドンドンパフパフ～～！　第五回、合同誌会議～！」

　荒木武彦の調子に乗ったような跳ねた声が凜しけんの部室に響く。

「と、言っても今日は原稿を預かって確かめるだけで、終わったら彼女の誕生会をパーッとハネて行いまっす！　皆宜しくうぃーす！」

「うぃーす！」

　皆息の合った声で彼の音おん頭どに応える。その様子をみて、篠田みくはほくそ笑む。

　───ああ、いい気分。

　思い通りに人を操るのは最高に気持ちが良かった。

　誰だって、王様に憧あこがれる。自分自身をもっとも尊く扱ってくれる場所を目指すのは、人として当然の欲望だ。

　人間を操るのは簡単だ。特に根拠もなく自分に自信のある奴は。自分は貴い人間だ。必ず何かを成し遂げる人間だ。特別な存在だ。そう感じている人間相手にはこちらから隙を作ればいい。弱い人間だと見せかけてやれば、勝手に私の為に動いてくれる。可哀想な過去をねつ造したり、望むような過去に脚色したり、そうして私という存在を創り上げる。彼らの理想に沿うように。彼らの同情を買うように。あとは耳元で囁ささやくだけだ。

「こんなこと話せるの、貴方あなたしかいないわ」と。

　奴らは自分を特別な存在だと、王様だと夢に浸っていればいい。その代価は、現実のお金として戴くだけ。本を作るのも、お金を出すのも人任せ。私はそれを企画してあげるの。報酬はもちろん全部使わせてもらうわ。理由をつけて、ね。

　そう、これは対価、正当な報酬なのよ。ただ───。

　このことは、ちょっとした心残り、それを整理するためにこの男を選んだだけ。武彦を見つめる彼女の目は氷よりも冷たい。

「じゃあ、各自原稿を───」

「たのも～う！」

　勢いよく凜しけんの部室のドアが開け放たれる。漫研の部長太田がそこに立っていた。

「あ、いらっしゃいませ！　ちょうどお待ちしていたところで、ささ、中へ……」

「いえいえ～お構いなく～」

　太田の横をすり抜けるようにして、その女は颯さつ爽そうと部室に入ってきた。瞬間、部内の空気が変わる。

　明らかな、戦闘力の差。素材の質。それを感じる女性が目の前に立っていた。

　そう、私と同じ、オタ受けするファッション。今日でいうなら白のゴスロリを自然と、嫌みなく着こなした女が目の前に現れたのだ。

　黒い衣装の私と対照に映る奴に全員の目線が集中する。

「初めまして。私、大河内梓、と申します」

「ど、どうも」

「そこ座らせて戴いて宜しいですか？」

「は、はいどうぞ」

　私の手下が彼女のために道を開ける。そして、奴はちょこんと丸椅い子すに座り、まるで人形が置かれたかのようにそこに収まってしまった。

　何だこいつは？

　激しく自分の中でアラートが鳴り響く。漫研に女性がいることは知っていた。そう一度こいつには会っていた、凜しけんの部室の前で。その時はお世辞にも私が負けるような人物には見えなかった。

　化粧は下手。服は着こなしているのではなく、着られている。微妙に合ってないサイズ。誰かに着させられたような、そんな女だった。それが、何だ。今のこいつは完かん璧ぺきに自分に最も合う衣装を選び、それが一番似合うメイクを施ほどこし、動きの可愛さがそれによって際立ち、見事な美少女のそれへと変へん貌ぼうしているではないか。

　私だって相当研究した。どういう服を着るか。どういう身動きをするか。どういうメイクをするか。それを私以上の完成度で成し遂げた者が目の前にいた。

　こんな短期間で───なぜ？

　大河内梓は心の中でつぶやく。

（えへへ、上手くできてますよ、蓮司さん）

　事は、今日にいたる前に、すべては作戦開始のスタートラインへと遡さかのぼる。

　四海蓮司から大河内梓に与えられた任務は、漫研部員の離反。彼女の魅力で彼らをみくぴょん同盟から切り離すことだった。

「やることは簡単だ」

　蓮司から彼女に施された点は簡単なものだ。

「元々彼らを縛りつけてるのは、肉体的な誘惑だけだ。そんなもの、発散しちゃえばそれだけのもの。本当にオタクが欲しているのは、精神的な繋がりだよ」

　滔とう々とうと彼は喫茶店で彼女の向かいに座りながら語る。

「彼らがいま陥っている状態は風俗嬢に嵌はまった男のそれだよ。そういうのとは別に、本当に好きな子に告白されたら、結局どうでもよくなる、そんな存在だよ」

「そこまで駄目な人ばかりじゃないと思うんですけど～」

　梓は皆の名誉のためにちょっと反論してみたが、別に彼に効いた様子はない。構わず彼は話し続ける。

「理解者、これが何よりも欲しいんだ。みくぴょんのような彼らを利用しようとするだけの偽の理解者は目が覚めてしまえばおしまいさ。だからこっちはいつも通り、彼らと接すればいい。君は彼らにとっては理想的な理解者だと思う」

「でも、それじゃ時間掛かるんじゃ？」

「まあ今の状態は麻薬に嵌はまっているようなものだからね。だから、荒療治しなきゃならない。そこで、助っ人を呼んだ」

　彼の横にいる人物に目を動かす。理想的な美少女───だと思う。そこに居たのは荒木武彦の妹、荒木智美ちゃんだった。

「身だしなみを整える。メイクもちゃんとしよう。そのために彼女を呼んだんだから。前から思ってたけど、君は素材はいいんだ。ただし、野や暮ぼったい。お兄さんの趣味が入り過ぎてて、ちぐはぐなんだ。見た目で圧倒的に勝てば、彼らの目は一発で醒さめるよ」

「そんなもん、ですかね？」

「大抵、女でも男でも顔がいい奴と付き合いたい。並べたら、如実に変化が出る。アイドルグループの人気投票とかやっても割とそういう傾向あるでしょ？」

「不細工でも一位になることもあると思いますよ？」

「純粋に一人一票ずつ投票した時にそういうことは検討するとしよう」

　若干納得がいかなかったが、そう言われて強く反論するのも気が引けた。

「でも、本当に何も変えなくて良いんでしょうか？」

「そういう不自然なのが一番駄目だよ。自分たちの姫が一番だって、彼らに気づかせるために必要なのは───」

　彼は言葉を区切って、キザっぽくこう言った。

「愛だよ」




　場面は彼女が凜しけんの部室の椅子に座った時へと戻る。

「えーと、今日はちょっとお話があってきましたぁ」

「は、はい、何でしょうか？」

　何敬語使ってんだこの馬鹿奴ど隷れいが、と篠田みくは武彦のことを内心毒づく。天然のダイヤと人工物を並べては、彼女の影響力が揺らいでしまうではないか、と。苦々しい思いで彼女は大河内梓を見つめていた。

「私たち漫研は、合同誌から降りたいと思っています」

「はぁ!?」

　篠田みくは思わず柄がらの悪い声が出てしまった。彼女は口を押さえるが、時すでに遅い。自分の苛いらつきが周囲に分かってしまう。

「ちょ、ちょっと待ってよ？　今更それは困りますって……もう印刷所に持っていくだけなんですから」

「ええ、でも若干のキャンセル料をお支払いしても、今回は不参加とさせて頂きたいと思いますぅ～何なに卒とぞご了承ください」

　ペコリ、と彼女は可愛らしく頭を下げる。ニコニコと笑顔を崩さないその姿勢、そしてそれは『貴方達の言うことは聞かない』という明確な意思表示であった。

「……いいかしら、梓さん」

　篠田みくは口を開く。

「もう皆がそれに向けて動いているの。これは決定事項、迷惑を掛けておいてその態度はないんじゃないの？　責任を感じないんですか？」

　奪えるものは必ず奪う。それは私の物だからだ。絶対に譲らない、その決意が彼女の瞳ひとみに宿っていた。

「どうなんですか、部長の太田さん？」

「あ、いや、わしは、うん……あずあず……じゃない梓くんの言うことに従うぞ」

「……はぃ？」

「申し訳ないとは思うが、そういうことで」

　それだけ言うと太田は後ろのほうに下がってしまう。

「元々やりたくないって人もいたのに強引に進めてしまったのにも問題があったかなぁと思うんですよぅ～。田中くんは別の本作りたいって言ってましたし。梓もいなかったとはいえ、これには反対なので～」

　篠田みくのイライラは頂点に達しようとしていた。彼女は漫研の面子メンツを笑いながら睨みつける。

「良いんですか、それで？」

　腕を前で組み、胸を強調させるように見せつける。二度と、貴方達にはこれは触れられないとでもいうかのように。しかし、もうその色香は彼らには通用しなかった。

「あ、あずきゅんは、ぼ、僕らのやりたいことを尊重してくれたんだな」

　たどたどしい感じで山田が口を出す。

「作りたいものが自分の好きなものなら止めないけど、誰かに言われて気持ちを押し殺してやるものなら反対だって。好きなものを追っている皆が、梓は大好きだって……。だから僕は、もうやらないんだな！」

　彼は振り切るように大声でそう宣言した。

「わしも」「……僕も」「俺も」と、次々に漫研部員は彼に同調する。

「はっ！　……この糞共がっ」

　思わず彼女は毒づく。

「み、みくぴょん？」

　心配そうな声を武彦が上げる。

「わかった、わかった。じゃあ～本が完成しなかったり～延期になったら～その分の割り増しやら収益分そっちが補てんしてく～だ～さ～い～！」

　説得が通用しないと見るや、もはや本性を隠さないとばかりに、彼女は脅しをかけて来る。切れる彼女の目の当たりにして、幾人かの凜しけんメンバーも少し引き始めた。

「えーとぉ、じゃあ代わりの原稿とぉ～、お金を用意したら納得してもらえるんですかぁ～？」

「そうだよ！　じゃあやっぱり参加するんだな！　ほら、とっとと金を出せよっ！」

「いいですよ～」

　あっさりと彼女は前言を撤回する。篠田みくは満足そうに勝ち誇った笑みを浮かべた。

「素直に最初からそうしておけばいいのよ、ほら、さっさと出しなさい……」

「でも、それは梓達じゃないので～」

「……はぁ？」

「言いましたよね？『代わり』って」

　凜しけん部員全員が、怪け訝げんな顔をして梓を見る。彼女はたっぷりためを作り、じらすように口を開いた。

「ええ、なので見つけて来ました！　合同誌に参加して下さる代わりのサークルを～」

　その時、凜しけんの扉が開き、新たな人物が入ってきた。

「お待たせ！」

　篠田みくは彼を見て、呪じゆ詛そのようにその名を呟く。

「四海……蓮司ッ……」





　　　　　※






「お待たせしましたっと」

「ちょっと、部外者は出てってくれません？」

　不愉快そうに篠田みくは僕に突っかかってきた。

　中の様子はスマホの通話をＯＮにして梓と繋つなげて確認していた。

　だいぶ梓の揺さぶりは効いていたようである。

（どうやら、第二ラウンドは僕らの勝ち、と）

「……そうは言われても、今僕は漫研のサークル会員なんで関係者なんですよね」

「なっ!?」

　凜しけんを辞めた覚えはないが、そっちが僕に発言権がないと言ってくることは予想がついていた。だからまあ、掛け持ちさせてもらうことにしたのだ。

「合同誌のページを埋めてくれる代わりのサークルとお金があれば良いんですよね？　僕が全力で見つけておきましたから安心して下さい」

「ちょ、蓮司きゅん……それ、本当なん？」

「うん、そうだよ武彦。別に構わないだろ？」

　事態の変化についていけないのかこれ以上僕に異議を唱える男子部員はいなさそうだった。ただ一人、みくぴょんこと篠田みくだけは僕をまだ睨みつけている。

「……まともな、人たちなんでしょうね？」

「あーうん、まあ……まともだよ」

　ちょっとその意味が違うんだけどね。

「変だと思ったらお断りしますからね！　覚えておいて！」

「はいはい、じゃあ時間も押しているので入ってもらいましょうか。どうぞ～」

　彼女は一つミスをした。彼女はここで全力で僕の提案を断り、彼らの入室を阻止しなければならなかったのだ。そう、戦いは、彼らが入ってきた瞬間についてしまったのだから。

「───！」

　篠田みくの顔が驚きよう愕がくの表情のまま固まった。まるで、壊れたぜんまい仕掛けの人形が何も声を発することが出来ず、口パクをするように、瞳は虚こ空くうを泳いでいる。

「ふぇ？　……どなたさま方？」

　部屋に入ってきたガタイのいい、およそこの場に似つかわしくない日焼けした男達。アクセサリを身に着け、髪もバッチリセットされ、どうみてもどこかのファッション雑誌に載っていそうなイケメンだった。オタクなどという言葉とは真逆の、まさにリア充の化身、そんな彼らを見て、凜しけんメンバーの多くは顔に困惑の色を浮かべる。

「ど、どちらさま？」

　もっともな疑問を呈する武彦に、褐色のメンバーの中で最も爽さわやかで、スラッとした俳優みたいな男が歩み出る。

「一駅向こうの街の市民テニスサークル『テーキュウズ』、部長の久ひさ谷やです。よろしくお願いします」

「え、いま何て……」

「テニスサークル『テーキュウズ』、です。我々は大学生や、社会人を織り交ぜたサークルなんですよ」

「え、いやそれ、おかしくない？」

　武彦は場に明らかにそぐわない、屈強で精せい悍かんな男達を見て当然の疑問を口にする。

「どういうこと蓮司きゅん!?　学外の、しかもスポーツのサークルとか……」

「何って、僕が話をしたら、喜んで来てくれただけだけど？」

「でも、この人達どこからどうみても漫画を描くようには見え……」

「そうだね」

　僕は当然のようにその疑問に答えた。否定という形で。

「ちょ、ふざけ……」

「ふざけてないよ。ね、みくぴょんさん？」

　顔を伏せ、こちらを見ない彼女は、もはや先ほどの元気など消し飛び、ただそこに立っているだけの置物になっていた。

「みくぴょん……？」

　彼女の異常に凜しけんメンバー全体に動揺が広がる。

「え、篠田さんそんな風に自分を呼んでるんですか？」

「あ、はい。えーと彼女はですね……」

「やめて！！！！！！！！！」

　悲鳴のような声が部室に響く。声の主は篠田みくだ。

「……どういうつもりよ、私を苛いじめて楽しいの？」

　絞り出すような声で、恨みがましく彼女は呟く。

「別に、君を苛める気はないけど、真実くらいは彼らにも知る権利はあるんじゃないのかな？　特に、僕には弁明の機会くらい与えられてもいいと思うしね」

　僕は、どうぞ、と手で先を話すようにと久谷さんに促す。

「篠田さんは、うちのサークルに所属していまして」

「は……ぁぁぁい？」

　武彦があんぐりと口を開けた。全く知らなかった、という感じである。他の部員も同様の反応だった。

「よく遊びに誘われたりするので、テニスサークル外でも何回かデートしました。あとはこのアクセとかも彼女がくれたものですね」

　凜しけん男子の全員の目が今度は思い切りひん剝むかれた。

「ちょ……待てよ、みくぴょんは俺の彼女……」

「あ、でも僕だけじゃなく、他の部員にもそういうことしてたみたいで、結局僕は彼女とは付き合ってませんから」

　憤いきどおった武彦の矛先は、しかし彼に届く前に躱されてしまった。逆に彼女のだらしない下半身事情が暴露されただけである。

「やっぱりこれ返すね。僕はいわれのないプレゼント貰うの気が引けるからさ」

「あ、俺も」「僕も」「おれっちも」

　その場にいたテニサーの男全員が次々に篠田みくに彼女から貰った物を返していく。

「ごめんね、でもさ、うち一応本格的なテニサーだしあんまり練習にも出ないでこういう男漁りみたいなことされても困るんだよね。そういうわけだからさ……」

　久谷さんは僕のほうを向いて目配せをする。

「ありがとうございました。もう、結構ですので」

「そう、それじゃお姉さんに宜しくね」

　そう言うと彼らは部室から出ていった。残された凜しけんのメンバーとみくぴょんはただ茫然とするしかなかった。

「さて、何が起きたか理解してない人もいるかもしれないし、一応解説しようか。……それとも、自分から話すかい？」

　みくぴょんは彼らから返されたアクセやらプレゼントを手に、項うな垂だれ、その顔に既に生気はなかった。喋る気も、喋る気力もなさそうだ。

「彼女はさっき彼らが言ったように、学外サークルに参加してた。まあ俗に言う、リア充サークルみたいなものかな」

「そ、そんなこと一言も聞いたことないぞ……」

「そらそうだよ武彦、一応彼氏の君にも秘密にしていたんだからさ。と、いうよりも、そっちが本命だったわけだし」

「へぁ？」

　武彦は未だに信じられないという顔をする。

「色々貢いでたみたいよ？　それでお金が足りなくなって、君らを嵌はめて印刷代と売り上げを掠かすめ取とろうとしてたみたいだし。ちなみに、実際に刷る数も多めに申告してて、差額分を懐ふところに入れるつもりだったみたいだけど」

　全員がみくぴょんの顔を見る。既に彼女の顔は蒼そう白はくだった。

「そ……そんな証拠どこに……」

「はい、これっす」

　後ろに控えていた藤井和希が彼らにプリントを渡し始める。訝しげにそれを受け取った彼らだが、内容を読み、目を剝いた。

「ふ、藤井くんこれって……」

「彼女の裏うら垢あか、鍵かぎ垢あかのＳＮＳの呟きや日記のスクショです。得意げに全部書いてくれてましたよ、今回の計画とかもね。皆のことも書いてありますよ。『童貞豚なんてちょろい』とか『やらせると思えば何でもする下僕』とか色々……まあ後は読んで下さい」

「ど、どうやってそれをっ!?」

「じゃあ、認めるんだ？」

「あ、ちっ違う、これは私のじゃ……」

　みくぴょんの顔には怒りと焦しよう燥そうが色濃く張りついていた。自分の身に起こったことに理解が追いついていないのだろう。

「テニサーから辿たどったら割とあっさり見つかったけどね。あっちのサークルの君の『知り合い』だっていう女の子が教えてくれたよ？　得意げに話しててドン引きしたけど調子を合わせてたって」

「う……そ……」

　きっと彼女は友人だと思って話していたのだろう。でも実際は話を合わせていただけの知人扱いだったことに彼女は少なからずショックを受けている様子だった。

　今、姉の言葉が身に染みてよくわかる。

『そいつらと、私、どっちが怖い？』

　圧倒的に姉の側の人間だ。

　コミュニケーションを取れて、閉塞された場所に居ないから人材が豊富で替えも早い。

　早い話、オタサーのように一人の女性に拘こだわるようなことはない。失っても、次を心配するようなことにはならないからだ。そこが閉鎖的サークルの欠点とも言える。

　彼女はこのオタサーの中においては女王かもしれないが、彼らの世界に取ってみれば、ただのサークル会員の一人でしかないのだ。彼女は今、普通の、なんの力も持たない一人の女の子に成り果てていた。

「それを読んでも、まだ彼女と本を作りたいって人間は残ればいい。でもそうじゃないなら……」

　それ以上のことは僕には言えなかった。後の判断は彼ら個人に任せる以外にない。

　僕は僕の正義を押し通しただけだ。フェアじゃない、情報を遮断し、騙し、誘導するやり方が気に食わなかっただけだ。彼女に付くことが彼らの正義だというなら、そうすればいいし、その時はあっさりと身を引こうと決意していた。そして結果は───。

「ごめんな、蓮司くん」

　上級生のその言葉を皮切りに一人、また一人、彼女の傍から人が離れていく。まだ残っているのは武彦だけだった。

「……お前はどうするんだ？」

　武彦は本当に、心底困ったように僕の瞳を見つめ、懇願するような顔をした。

「いやー……俺でもさ、ここまでされたら流石に本当のことぐらいわかるよ？　でもさ、ほら、信じてやりたいじゃん？　まださ、俺なんも彼女の口から聞いてないから……」

　最後の方はもう、聞き取れないくらい、消え入るような小さな声だった。

「……だ、そうだよ。何か言ってあげたら？」

　僕はうつむいている彼女にそう促す。

　何か喋ると期待していたわけではない。でも、彼女はその重い口を開いた。

「……ばっかじゃねーの？」

　心底呆れた、とでも言いたいような薄笑いを浮かべ彼女は語りだした。

「おめーらが間抜けで、下半身ばかりでものを考える猿さるだから、餌えさやりついでに対価をもらってただけじゃねーか。今更被害者面してんじゃねーよ、この糞童貞共が！」












　うわあ。

「言い訳はしないの？」

「しねーよ！　はいはい、お前らの勝ちだよ、これで満足か？」

　どけよ、と彼女は前にいる武彦を恫どう喝かつする。

「もうこねーからこれで満足だろ、四海蓮司。あたしだって二度とあんたらの顔なんざ見たくねえわ」

「な、何でだよ！　あんなに楽しそうにやってたじゃん！　全部噓だったん？」

　涙目の武彦を彼女は睨みつけ、あざ笑うかのように口角を上げる。

「ああ、愉たのしかった～。ぜーんぶあたしの言うこと聞いてくれる奴隷がいるんだもん。こんな気持ちのいいところなかったわ」

　そこまで言って彼女は僕を再び睨みつける。

「あんたさえ、いなければね」

　彼女の敵意はいま、僕にすべて向かってきている。殺してやる、ぐらいの勢いは感じるが、今更僕の心はそんなことでは動揺しなかった。

「残念だけど、怖くないからね、僕は」

「……なめんじゃないわよ！　所詮こんな閉鎖空間のお山の大将してるだけの屑くずのお仲間がっ……」

「そんなところに偉い偉くないを考えている君の目が曇くもっているだけだよ。僕はただ、皆が楽しく、寛くつろげればそれで構わないから」

　彼女の歯ぎしりの音がここまで聞こえてきそうだった。今にも彼女が飛びかかってくるのではないかと周りもひやひやしている様子だ。

　しかし彼女は、もういいとばかりに僕の横をすり抜け、出口へ向かっていった。

「何で、こんなこと……」

　喘あえぐように、武彦が出ていくみくぴょんに話しかける。

「別に。『昔』のやり残しだし？」

　それを侮ぶ蔑べつの表情で、彼女は武彦に吐き捨てるように告げた。

「ほら、恋愛ゲーとかでもラノベとかでもさ、ハーレムって男の夢でしょ？　女がそれを目指して、何が悪いの？　こいつが、私になびかねえのが悪いんだよ！　全部、全部私のものになるべきなのに！」

　凄まじい毒を吐かれ、さしもの武彦も、もうノックダウン寸前だった。

「攻略できねーキャラなら、消しちまうしか、ねーだろ？」

　無機質な目で彼女はここにある全てを、もうどうでもいいと見み做なしているようだった。

「さようなら」

　聞いているか聞いていないかはどちらでも良かった。僕にとって真実もどちらでもいい。しかし、ただ一言、言っておかなければならない言葉を僕は彼女の背中に贈った。

「篠田みく───いや、篠田『未み来らい』さん」

　彼女は一瞬だけその動きを止め、そして脱だつ兎との如く走り出し、僕らの前から消えたのだった。




　例の喫茶店に、今度は武彦と藤井さん、そして梓がボックス席に収まっていた。

「つまり───えーと、マジで竹島みらいが、あの……みくぴょんだってこと？」

「そういうことになるかなあ」

「いや、でも全然ちげーじゃん？　噓じゃん？　マジなん？」

「まず間違いないと思うよ」

　僕は念のために持って来ていた高校の卒業文集を取り出した。

「生年月日、下の名前、共に一緒。違うのは苗字と容姿だけ。でも、どことなく雰囲気は残してる気はするね。藤井さんから受け取った資料を見てたらピンときて確認したらビンゴだったよ。文集に載っている彼女の実家に電話したから間違いない」

　武彦は僕の話に聞き入っている。

「お母さんが出たよ。彼女、両親が離婚してて、いま母方の姓らしい。姓は『篠田』。つまり同一人物である可能性がほぼ確実になったわけだ」

「じゃ、じゃあ初めから俺らを狙ってサークルに近付いたってこと？」

「……さあ、その辺はわからないよ。偶たま々たまかもしれないし」

　言っては見たものの、その可能性は低いかなと思っていた。出会った時の激ヤセし、容姿も化粧を頑張っていた彼女は、必死で僕らにバレないように立ち回っていたとしか思えないからだ。

「はぁ～……凹へこむぅ～」

　武彦は机に突っ伏したまま暫く動かなかったが、急に飛び起き僕の方を向いた。

「すまん、蓮司きゅん！」

　武彦は深々と机に額をつけ謝る。

「知らなかったとはいえ、この通り、すまん！　なんでも言うこと聞くから許してくれ！」

「……何でも？」

「うん、何でも」

　こいつどこまで本気なんだろう？　いや、本気なんだとは思うが……僕はここでちょっとした悪戯いたずら心ごころが働いた。

「そうか、それじゃあ……妹さんを僕に下さい」

「ぜってええええだめだああああああああああ!!　この腐れ○んぽがああああああ！」

「……最低」

　藤井さんの冷静な突っ込みが武彦に突き刺さった。

「まるで反省していない、ですね～」

　ケラケラという笑いが梓からも漏れる。

「冗談だよ、武彦」

「……本当に、ごめん」

　今度こそ心からの反省が武彦から漏れたところで、その日は解散となった。

　皆が喫茶店を出ていく際、机には例の、みくぴょんのＳＮＳの裏垢のプリントされた資料が残されていた。僕は再びそれを手に取り、丸めてゴミ箱に捨てることにした。

「読まないの？」

「うわっ!?」

　背後に、梓が僕の手元をのぞき込むように立っていた。

「まだいたのかよお前……」

　あまりにも顔が近くにあったせいで、びっくりしてしまった。

「あ、顔赤いですよ～？　もしかして、梓に惚れちゃったりしてますぅ？」

「ないないない！」

「え～少しくらいはないんですか？　心配して京都まで来てくれたのに？」

　そういっておどけた彼女の顔は無邪気で、可愛らしく、確かに魅力的に映るかもしれない……が。

「……正直、わからん」

「何ですかそれ、ハッキリしてくださいよぅ～」

「どっちでもいいだろ!?　てかお前、僕に惚れられたいのか？」

「はい！」

　何だそれは、遠回しな愛の告白か!?

「あ、でも別に、今は付き合いませんけどね？」

　盛大にずっこける。

「ななななな、何だそれ!?」

「女の子は好かれたら、何だって嬉しいですから～」

　ケラケラと笑う彼女はまるで小悪魔だった。

「もう帰れ！　どんなつもりかしらんが……」

「は～い」

　そう言って梓は僕の横を通り抜け、店の入り口に向かっていく。

「今、ですよ」

「は？」

　振り返らず彼女は僕に話しかける。

「今は、って言ったんです、私」

「───」

　そう言うと彼女は小走りで行ってしまう。

　それは───今は付き合えないけど、付き合える時期が来たら、付き合いたいってこと？

「……ったく、最後まで人の気持ちをかき乱しやがって」

　オタサーの姫に、心をかき乱されるのはもうコリゴリだった。残された僕は、手に持った資料をもう一度眺める。もう一人の、別の意味で僕の心をかき乱した姫のことを思い出す。

　どうでもいい。

　彼女の動機が何であったか。どうしてこんなことをしたのか。ここに書かれている言葉が真実なのか、それはもう僕には関係ないことだった。正義なんてどちらにもない。ある意味、女性の根源的な部分での戦いで大河内梓が勝利したから何も問題はなかったが、下手をすれば僕は負けていたのだから。

　性と母性。女性の持つ二つの性を比べた結果、両方持っていた側が勝っただけである。

　しかし───。

　僕は、それを再び広げ、読み返した。




　『篠田未来の裏垢からの抜粋』




　───死ね。

　───せっかくこっちが優しくしてやってんのに、何様なんだあいつら？

　───尻尾振って馬鹿な奴らｗ

　───踏み台乙ｗｗｗ　私はもっと上に行く。




　どうでもいい罵ば詈り雑ぞう言ごんをどんどん読み飛ばしていく。そして僕は資料の一番後ろ、最後のページへと到達した。それはまだ、彼女の名前が竹島みらいだったころの日記だった。




　───初めて同じ趣味の友達が出来た、嬉しい。

　───もっと仲良くなりたいな。

　───告白された！　でも……一人と仲良くし始めたら、みんなどう思うだろう？

　───もしかしてモテ期到来!?　試しに私から告白してみよう、やっぱり顔的には武彦くんがいいかな。

　───やった！　初彼氏！　……でも、なんか怖いな、他の人にバレたら、もしかして嫌われたりしないかな？

　───それなら、みんなが私のこと好きなのか、確かめてみよう。

　───どうしよう。みんなＯＫしてくれた。なにこれ。

　───私、愛されてる！　……でも、どうしよう。ま、いっか。バレなきゃ大丈夫。だって、みんな私のこと信用してるもん（笑）




　日記の日付は、僕が彼女に告白されたところに差し掛かる。




　───やばい、なんで四海くんは、私のこと好きじゃないの？

　───失敗した。バラされたらどうしよう。怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い。

　───あんな奴、いらない。

　───私を好きじゃない奴なんていらない。

　───そんな世界、間違ってる。

　───私の場所を、守らなきゃ。




「守りたいだけ、か」

　僕は資料を閉じる。

　彼女と僕は、動機は同じなのだ。ただ単に、彼女は自分が愛されたいだけの利己的な精神でそれを行い、失敗しただけだ。もう少しみんなのことを考えれば、結果は違ったのに。そう、大河内梓のように、皆に愛される可能性はあったのに。

　僕は高校の頃の思い出にようやく真正面から向き合えた。僕は、他人を馬鹿にしない。いや、したくない。それでは彼女と同じ失敗を繰り返すだけなのだ。

　自分を慕ってくれる者だとしても、相手への敬意がなければ、人は離れていくのだから。













　コミケを僕らは無事乗り切った。あれからみくぴょんを見かけることはなかった。まあすぐに大学が休みになったこともあるが、彼女を休み明けにまた見かけることもあるかもしれない。そこからのことに関しては、もう僕は関かかわらないようにしようと思う。

　藤ふじ井いさんは夏の間実家に帰るといい「その時までに、痩やせてきます」と言い残していった。若干嫌な予感がするが、彼女が元の美び貌ぼうを取り戻すことはそれはそれで喜ばしいことだろうとそれ以上考えないようにした。

　姉さんだが、今回のことで大分借りができてしまった。テニスサークルと連絡を付ける際、実は姉を使ってコンパを企画し、上手いこと取り入ってもらったのだ。姉のトークスキルと手腕は未いまだに恐ろしい。偶たまに駆り出され、いいように使われるかもしれないが、これはもうしょうがないだろうと諦あきらめた。

　剛ごう介すけさんはといえば、いい加減に姉を諦めたほうが良いと思う。あの人ならもっといい人は簡単に見つかるはずなのだ。しかし、僕が何か言おうとしても、彼の屈くつ託たくのない笑顔の前に、その言葉は封じられてしまうのだが。

　武たけ彦ひこはといえば、少しは反省したのか、一週間くらいは大人しかった。もう、今は元に戻っている。鶏とりよりはマシな脳みそだと判明したのが唯一の成果だろう。

　妹の智とも美みちゃんはといえば、兄を助けてくれたお礼として、デートに誘ってくれた。僕の夏休みはバラ色だ。しかし、邪魔が入りそうな予感がするのは何故だろう？




　……一人、忘れている？

　いや、思い出さないようにしているのだ、彼女のことは。

　彼女は恩人だった。智美ちゃんに言われただけだったら、そこで満足して僕は対抗しようとしなかっただろう。あそこで彼女が僕の考えを否定してくれたから、僕は一歩だけ前に進めたのだ。相手の手の内を読み、最後まで死力を尽くそうと誓ちかえたのだから。

　そう、そんな彼女を僕は好きだし、応援しなければならない───ならないはずなんだが……。

「おめでとうございます！　本年度ニンジュツ＆ニンジャーズ日本代表決定戦優勝は───」

　溢あふれ返る人、フラッシュの焚たかれる壇だん上じよう。その中で、トロフィーを受け取り、輝く笑顔の彼女。

「ねこぐるみこと、大おお河内こうち梓あずさ選手、優勝おめでとうございます！」

　彼女を称たたえる声が大きなアリーナの会場に響く。何千人も来場するこの場所で、彼女はその頂点に君臨し、今まさに新星として輝きだしていた。

「やりました～～～～～♪」












　僕の心は複雑だった。素直な賞しよう賛さんの気持ちと、そして嫉しつ妬と。しかし何よりも勝った気持ちは───。

「どうすんだ、これから？」

　目立たぬように、僕と二人ぼっちでやっていたカードの世界から、一瞬で彼女は飛び出した。そう、飛び出してしまったのだ。

　これから先、色んなカードチームが彼女に注目し、引っぱりだこになることは想像に難くない。そう、彼女はもう引き返せないのだ。

　───カードゲーム界のオタサーの姫、として。

　遠からず押し寄せるであろう彼女からの怒ど濤とうのような相談事を前にして、僕の夏は暗く沈んでいく予感しかしなかったのだった。









あとがき






　皆さん初めまして、中なか野の雅まさ博ひろと申します。

　御手に取って下さり、誠に有難うございます。

　さて、誰だろうこの新人？　と思われている方もいらっしゃるかと思うのですが、一昨年、えんため大賞で、ｍａａ坊というペンネームで最終候補に残りまして、担当様と試行錯誤の結果、こうしてデビュー作を上じよう梓しすることが出来ました。

　とはいえ、これが初の文庫本という訳ではなく、元々漫画原作者として他社からデビューしているという経緯があります。

　ですが、漫画の原作者というのは作画家さんがいて初めて成立するものです。それはそれで面白いものなのですが、自分ひとりで物語を完結させたい、そういった思いもあり、小説を書いてみることにしました。

　一人で完結する分、気は楽になったのですが、実際やってみると茨いばらの道でした。数えてみると、小説を書き始めてから既に六年近く経たっており、その間会社員をしつつ、漫画の原作の仕事をさせて頂きつつではありましたが、正直言えばよくここまで来れたな、と思います。

　結論を言いますと、全然一人では書けていませんでした。この本が完成するまでに関かかわった多数の人々、素晴らしい絵を入れて下さった西Ｅ田にしだ様、ひとえにこれは、私をサポートして下さった皆様のお蔭かげです。有難うございました。

　話を変えて、ここからは作品の解説をしたいと思います。

　この『となりのプリンセス』はオタサーの姫を題材にしています。

　割とネガティブな意味で使われることも多い単語かもしれませんが、個人的には親しみが湧わいていたりします（笑）。と、言うのも私が学生時代（今はもう三十路のおっさんですが）カードショップ全盛期、それこそ沢山のカードゲーマーに囲まれ過ごしたのですが、皆一様にキャラが濃く、その経験の中からキャラに反映した部分も多いのです。

　恋愛事情も中々に凄すさまじく、小説に書くよりも過激な話が沢山転がっていました。

　仮に続刊があればその辺りの事情も物語に反映できるかなあ、などと考えたりもしていますが、出るかどうかは売上次第なので何とも言えません（笑）。聞きたければ、本人を捕まえてお聞き下さい。

　そういった要素を多分に含み、学生時代の経験から産まれたのがこの作品です。

　青春時代の色んな失敗を思い返しつつ書き上げました。

　楽しんで頂けたなら幸いです。

　それでは機会があればまた。
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第80回手塚賞でデビュー。（ｍａａ坊名義）漫画原作を描く傍ら、独り立ちしたく小説を書き始める。紆余曲折の末、第16回えんため大賞で最終候補に残り本作で小説家デビューを果たす。本人はこれで肩書を漫画原作者から「作家」に出来ると喜んでいる模様。
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東京都在住の実力派イラストレーター。ライトノベルだけでなく、ゲームなど幅広く活動をしている。代表作に『あそびにいくヨ！』（ＭＦ文庫Ｊ）、『リラム ～密偵の無輪者～』（ノベルゼロ）などがある。
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